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長
年
勤
め
た
外
資
系
食
品
会
社
を
退
職
し
、一
一
年
前
か
ら
島
根
県
の

出
雲
地
方
に
Ｉ
タ
ー
ン
し
て
住
み
始
め
た
。島
根
県
は
日
本
海
側
に
面
し
、

中
国
山
脈
を
背
に
東
西
へ
二
八
〇
㌔
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
。か
つ
て
日
本
各

地
に
あ
っ
た
里
山
の
風
景
が
点
在
す
る
典
型
的
な
過
疎
の
県
で
あ
る
。日

本
経
済
の
発
展
と
と
も
に
、農
業
後
継
者
が
減
少
し
、集
落
が
急
速
に
失

わ
れ
つ
つ
あ
る
と
い
う
。田
舎
暮
ら
し
を
知
ら
な
い
私
は
、山
峡
の
田
畑
で

農
作
業
を
す
る
高
齢
者
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、彼
ら
が
守
っ
て
き
た
こ
の

美
し
い
景
観
の
先
行
き
を
案
じ
た
。

徳
島
県
上
勝
町
や
高
知
県
馬
路
村
の
よ
う
に
住
民
一
体
と
な
っ
て
生
き

が
い
を
持
て
る
農
村
づ
く
り
が
で
き
な
い
も
の
か
と
考
え
た
。両
自
治
体
と

も
、厳
し
い
環
境
ゆ
え
に
高
齢
者
が
多
く
、住
民
が
少
な
い
地
域
だ
っ
た
か

ら
こ
そ
、他よ

そ所
で
は
ま
ね
の
で
き
な
い
特
産
品
が
生
ま
れ
た
と
い
え
る
。

で
は
、出
雲
地
方
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。以
前
、Ｊ
Ａ
雲
南
へ
ト
ウ
ガ
ラ
シ

の
栽
培
と
販
売
先
も
併
せ
て
提
案
し
た
。
葉
タ
バ
コ
栽
培
が
急
激
に
減
少

し
て
代
替
作
物
に
困
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、栽
培
農
家
を
募
っ
た
と
こ
ろ
、

快
諾
し
て
く
れ
た
。農
協
職
員
と
一
緒
に
説
明
会
を
行
う
と
、建
設
業
者

も
加
わ
り
一
二
五
人
が
手
を
挙
げ
て
く
れ
た
。

ト
ウ
ガ
ラ
シ
栽
培
は
農
閑
期
の
作
業
で
初
期
投
資
が
少
な
く
、軽
量
作

物
の
た
め
高
齢
者
の
負
担
が
小
さ
い
。遊
休
耕
作
地
の
活
用
に
も
つ
な
が
る

上
、カ
プ
サ
イ
シ
ン
効
果
で
イ
ノ
シ
シ
な
ど
獣
の
被
害
を
防
い
で
く
れ
る
。ま

た
、葉
タ
バ
コ
の
乾
燥
施
設
が
利
用
で
き
、乾
燥
後
の
ヘ
タ
取
り
作
業
は
地

域
の
福
祉
施
設
が
引
き
受
け
て
く
れ
た
。
冬
場
の
仕
事
が
少
な
い
農
家
や

施
設
の
高
齢
者
に
と
っ
て
貴
重
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
。な
お
、ト
ウ
ガ

ラ
シ
は
一
九
七
〇
年
代
ま
で
年
間
七
〇
〇
〇
㌧
以
上
が
イ
ン
ド
や
ア
メ
リ

カ
な
ど
に
輸
出
さ
れ
、外
貨
獲
得
に
貢
献
し
て
き
た
作
物
で
あ
る
。

日
本
の
農
業
耕
作
地
は
北
海
道
を
除
い
て
、七
〇
％
以
上
が
中
山
間
地

に
あ
る
。
弥
生
時
代
よ
り
続
け
ら
れ
て
き
た
農
業
は
、海
に
囲
ま
れ
た
斜

面
の
厳
し
い
耕
作
地
で
、世
界
に
誇
れ
る
、う
ま
く
て
品
質
の
よ
い
安
全
な

農
産
物
を
栽
培
し
て
き
た
。そ
し
て
里
山
の
風
景
が
保
た
れ
て
い
る
の
は
、

何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
耕
作
が
受
け
継
が
れ
て
き
た
証
な
の
で
あ
る
。そ
の

継
承
を
絶
や
さ
ぬ
よ
う
、私
た
ち
が
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

里山景観を継承する意味

日本農産物流通研究所代表

髙尾 倫弘

たかお みちひろ
1944年佐賀県生まれ。東京農業大学卒業。フルヤ製菓、
日本ケロッグを経て、78年ユニリーバ業務用食品に入社。
2003年同社を退社。島根県に移住し、地域資源を活用し
た特産品づくりに取り組む。04年「島根農産物振興サポー
トセンター」、07年「日本農産物流通研究所」を設立。
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阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
学
ぶ
こ
と

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
は
、東
北
地
域
の
太
平
洋
側
に
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
。

被
災
地
域
に
お
け
る
発
災
前
の
経
済
活
動
を
み
る

と
、農
業
が
地
域
経
済
に
対
し
て
大
き
な
影
響
力
を
有

し
て
い
た
。た
と
え
ば
、宮
城
県
南
部
の
山
元
町
で
は
、

就
業
者
数
の
一
三・七
％
が
農
業
に
従
事
し
て
い
た
が
、

そ
こ
か
ら
波
及
す
る
産
業
を
加
え
る
と
、恐
ら
く
は
町

の
経
済
の
四
分
の
一
近
く
は
農
業
お
よ
び
そ
れ
に
関
連

し
た
産
業
に
な
ろ
う
。

大
震
災
か
ら
二
年
を
経
て
、本
格
的
な
復
興
へ
の
取

り
組
み
が
始
ま
り
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で
、こ
こ
で
は
、大

震
災
復
興
に
取
り
組
ん
で
、一
定
の
成
果
を
上
げ
て
き

て
い
る
神
戸
市
の
事
例
を
踏
ま
え
、東
北
地
域
に
お
け

る
復
興
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

一
九
九
五
年
一
月
一
七
日
、兵
庫
県
南
部
を
襲
っ
た

阪
神
淡
路
大
震
災
は
、神
戸
市
を
中
心
と
す
る
阪
神

地
域
に
甚
大
な
被
害
を
与
え
た
。
阪
神
地
域
は
京
阪

神
大
都
市
圏
の
一
角
を
占
め
て
お
り
、東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
域
と
は
産
業
構
造
も
大
き
く
異
な
る
が
、そ

の
復
興
の
経
験
か
ら
学
べ
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
。

阪
神
淡
路
大
震
災
の
被
災
地
で
あ
る
神
戸
市
は
、国

際
コ
ン
テ
ナ
港
で
あ
る
神
戸
港
の
港
湾
物
流
と
、鉄
鋼
、

造
船
、重
電
、重
機
な
ど
の
重
工
業
が
地
域
経
済
を
支

え
る
基
幹
産
業
で
あ
っ
た
。
神
戸
港
は
、横
浜
港
と
並

ぶ
国
際
港
湾
で
あ
っ
た
が
、世
界
の
コ
ン
テ
ナ
輸
送
に
お

け
る
ハ
ブ
港
湾
機
能
は
韓
国
の
釜
山
港
に
奪
わ
れ
つつ
あ

っ
た
。

ま
た
、臨
海
部
を
中
心
に
立
地
し
て
い
た
重
工
業
で

は
設
備
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、各
社
の
主
力
生
産

拠
点
は
国
内
外
の
他
工
場
に
移
っ
て
い
た
。

神
戸
医
療
産
業
都
市
計
画
が
参
考

こ
う
し
た
中
で
、神
戸
市
は
復
興
に
際
し
て
市
経
済

を
従
前
の
姿
に
戻
す
こ
と
は
決
し
て
容
易
で
は
な
い
と

判
断
し
、新
産
業
の
集
積
拠
点
づ
く
り
と
し
て
、「
神
戸

医
療
産
業
都
市
」プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

こ
の「
神
戸
医
療
産
業
都
市
」は
、神
戸
市
の
中
心

部
で
あ
る
三
宮
地
区
の
南
側
に
整
備
さ
れ
た
埋
め
立
て

地
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
Ⅱ
期
の
区
域
を
活
用
し
、「
再

生
医
療
」を
テ
ー
マ
と
す
る
各
種
研
究
機
関
の
集
積
を

進
め
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

二
〇
〇
〇
年
に
財
団
法
人
先
端
医
療
財
団
が
設
立

さ
れ
、実
質
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、神

戸
市
の
主
導
で
、大
学
、産
業
界
、政
府
系
研
究
機
関
な

ど
が
連
携
し
、着
実
に
そ
の
集
積
規
模
を
高
め
て
き
た
。

東
日
本
復
興
に
食
料
基
地
型
新
農
業
モ
デ
ル
を

三
年
目
を
迎
え
る
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
お
い
て
農
業
が
果
た
す
役
割
は

大
き
い
。今
こ
そ
日
本
の
食
料
基
地
を
担
う
東
北
の
新
し
い
農
業
モ
デ
ル
を
構
築
す

べ
き
だ
。阪
神
淡
路
大
震
災
か
ら
見
事
に
復
興
を
果
た
し
た
神
戸
市
の
事
例
を
参

考
に
、復
興
の
在
り
方
を
改
め
て
考
え
て
み
よ
う
。

野村アグリプランニング＆アドバイザリー株式会社
コンサルティング部長 主席コンサルタント

高田 伸朗 Nobuaki Takada

たかだ　のぶあき
1959年栃木県生まれ。東京大学経済学部卒業後、㈱野村
総合研究所入社。地域計画研究部、技術･産業コンサルティ
ング部、社会システムコンサルティング部を経て、2012年4月
より現職。専門は、地域振興、産業政策、農業政策。

特
集　
「
３・11
」立
ち
上
が
る
農
業
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特集　「3.11」立ち上がる農業

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始
後
約
一
五
年
を
経
た
二
〇
一
二

年
三
月
末
時
点
に
お
い
て
、研
究
機
関
九
機
関
、医

療
関
連
企
業
一
九
二
社
、七
大
学
が
立
地
。そ
こ
で
は�

七
七
〇
〇
人
が
働
き
、神
戸
市
内
に
お
い
て
一
〇
〇
〇�

億
円
の
経
済
効
果
を
上
げ
る
に
至
っ
て
い
る
。こ
の
数
字

は
、神
戸
市
経
済
の
約
二
％
に
相
当
す
る
。

昨
年
、ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
で
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
京

都
大
学
の
山
中
伸
弥
教
授
も
、神
戸
市
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
。
ま
た
、世
界
最
速
の
計
算

速
度
を
記
録
し
た
ス
パ
コ
ン「
京
」は
、神
戸
医
療
産
業

都
市
に
立
地
す
る
理
化
学
研
究
所
の
一
施
設
で
あ
る
。

被
災
地
で
新
農
業
が
役
割
担
う

神
戸
市
は
復
興
に
際
し
て
新
た
な
都
市
型
産
業
と

し
て
、科
学
技
術
研
究
を
重
視
し
た
医
療
産
業
を
選

択
し
た
が
、東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
域
で
は
、ど
の

産
業
分
野
が
地
域
再
生
を
担
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

筆
者
は
、新
し
い
農
業
が
そ
の
役
割
を
担
う
と
考
え
る
。

東
北
の
太
平
洋
沿
岸
地
域
で
は
阪
神
地
域
と
違
い
、

雇
用
の
場
が
な
け
れ
ば
人
口
は
減
少
し
て
し
ま
う
。か

つ
て
の
よ
う
に
製
造
業
を
誘
致
し
て
雇
用
機
会
を
確

保
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
観
光
で
食
べ
て
い
け
る

地
域
も
極
め
て
限
ら
れ
る
。
農
業
や
水
産
業
な
ど
の
第

一
次
産
業
は
、地
域
の
資
源
を
生
か
し
た
産
業
だ
か
ら

こ
そ
「
逃
げ
な
い
」
産
業
で
あ
り
、地
域
再
生
を
担
う

も
の
と
し
て
該
当
す
る
。

今
、日
本
の
農
業
分
野
で
は
、担
い
手
と
な
る
農
家

人
口
の
減
少
や
国
際
競
争
の
激
化
な
ど
事
業
環
境
が

厳
し
さ
を
増
す
中
で
、大
規
模
化
、植
物
工
場
、六
次

産
業
化
、農
産
品
の
海
外
輸
出
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
起
こ
り
つつ
あ
る
。

し
か
し
、東
北
地
域
の
農
業
は
、こ
れ
ま
で
こ
の
よ
う

な
先
導
的
・
先
進
的
な
動
き
を
行
っ
て
は
こ
な
か
っ
た
。

た
と
え
ば
、津
波
の
被
害
を
大
き
く
受
け
た
仙
台
平

野
は
、稲
作
が
中
心
の
農
業
地
帯
で
あ
っ
た
。
仙
台
と

い
う
大
消
費
地
に
隣
接
し
な
が
ら
も
、そ
の
消
費
需
要

に
応
え
る
野
菜
、果
物
、花
き
な
ど
の
園
芸
作
物
の
栽

培
に
は
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
。

ま
た
、亘
理
町
や
山
元
町
な
ど
の
イ
チ
ゴ
産
地
で
は
、

佐
賀
県
、福
岡
県
、栃
木
県
と
い
っ
た
他
の
産
地
と
比

較
し
て
ブ
ラ
ン
ド
形
成
力
が
弱
く
、海
外
市
場
開
拓
の

取
り
組
み
に
対
し
て
も
九
州
地
域
な
ど
の
他
産
地
と

比
較
し
て
積
極
的
だ
っ
た
と
は
言
い
難
い
。

日
本
の
農
業
は
今
、大
き
な
試
練
に
直
面
し
て
い
る
。

後
継
者
確
保
問
題
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
代
表
さ
れ
る
海
外

産
品
と
の
競
争
激
化
、食
の
安
全･

安
心
の
確
保
な
ど

多
く
の
課
題
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
、構
造
改
革
を
迫

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
被
災
地
域
の

農
業
も
、ま
さ
に
こ
れ
ら
の
課
題
に
直
面
し
て
い
た
。

先
進
的
な
農
業
へ
構
造
改
革
を

被
災
地
域
の
経
済
は
、も
と
も
と
農
業
へ
の
依
存
度

が
高
か
っ
た
だ
け
に
、農
業
復
興
が
地
域
再
生
の
ポ
イ

ン
ト
で
あ
る
。そ
の
復
興
に
際
し
て
は
、農
業
を
そ
の
ま

ま
の
形
で「
再
興
」
す
る
の
で
は
な
く
、今
後
の
日
本
の

農
業
を
先
導
す
る
よ
う
な
先
進
的
な
農
業
へ
の
転
換

を
図
る
な
ど「
構
造
改
革
」を
進
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

震
災
か
ら
二
年
を
経
て
、各
自
治
体
の
復
興
計
画
も

策
定
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
農
業
復
興
へ
の
取
り
組
み
が
始

ま
り
つつ
あ
る
。

た
と
え
ば
、仙
台
市
で
は
、津
波
の
被
害
を
大
き
く

受
け
た
東
部
地
域
を
「
農
と
食
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ゾ
ー

ン
」
と
位
置
づ
け
、「
農
地
の
集
約
・
高
度
利
用
や
法

人
化
な
ど
の
農
業
経
営
の
見
直
し
、市
場
競
争
力
の

あ
る
作
物
へ
の
転
換
や
６
次
産
業
化
な
ど
を
推
進
す

る
」
と
の
方
向
を
掲
げ
て
い
る（
「
復
興
整
備
計
画
」

二
〇
一
二
年
七
月
）。
稲
作
中
心
の
農
業
地
域
の
復
興

に
際
し
て
、土
地
の
集
約
化
を
図
り
つつ
、一
方
で
施
設

園
芸
な
ど
大
都
市
仙
台
の
消
費
需
要
に
応
え
る
こ
と

県 名称 内容
岩手県 岩手県産業再生復興推進

計画
高品質な農畜産物の開発に加え、新たな生産方式の導入等を通じて、農業者の技術力や
生産能力の向上を図り、より高品質な農畜産物を効率的かつ安定的に生産する体制の
構築を目指す。このような取り組みにより生産された農畜産物の販売等を担う事業者
についても、関連産業としてその集積の形成および活性化を促進し、より効率的な販売
体制の構築を目指す。

宮城県 復興特区（農業版） 沿岸部11市町の農業および関連業種を対象として、復興産業集積区域内で復興に寄与
する事業（新規投資や被災者雇用等）を行う場合には、復興特区法施行規則に基づく県
の指定を受けることにより、税制の特例を受けることができる。

農と食のフロンティア
推進特区（仙台市）

仙台市東部地区および四郎丸地区の農業振興地域の農業、農業関連加工・流通・販売関
連産業、農業関連再生可能エネルギー関連産業、農業関連試験研究関連産業を対象と
して、税制上の特例措置を受けることが可能。

福島県 浜地域農業再生技術支援
センター

避難指示区域における営農再開・農業再生へ向けた放射性物質の影響の排除を目的と
し、相双地域など避難指示区域における
○農業の再開に関する技術開発・調査・研究
○研究成果の現地実証
○農業再生に向けた先端技術の実証研究
　などを実施する。

被災3県における農業復興への取り組み

出所）各県・市の資料より野村アグリプランニング＆アドバイザリー作成
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が
で
き
る
農
業
の
集
積
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

特
に
土
地
の
集
約
化
に
関
し
て
は
、一
経
営
体
当
た

り
一
〇
〇
～
一
五
〇
㌶
と
い
う
大
規
模
化
を
目
標
と

し
て
お
り
、こ
れ
が
実
現
さ
れ
れ
ば
、北
海
道
を
除
く

地
域
の
中
で
大
規
模
農
業
の
先
進
地
と
な
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。

宮
城
県
南
部
の
亘
理
地
域
は
東
北
最
大
の
イ
チ
ゴ

産
地
で
あ
っ
た
が
、今
回
の
震
災
に
よ
り
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
た
。

亘
理
地
域
の
復
興
計
画
に
お
い
て
も
「
イ
チ
ゴ
産
地

の
復
興
」は
最
優
先
事
項
の
一
つ
と
位
置
づ
け
ら
れ
、一

カ
所
当
た
り
一
〇
～
二
〇
㌶
の
大
規
模
イ
チ
ゴ
団
地

を
亘
理
町
に
三
カ
所
、山
元
町
に
四
カ
所
、そ
れ
ぞ
れ

建
設
す
る
計
画
が
策
定
さ
れ
、二
〇
一
二
年
五
月
末
の

第
二
次
復
興
交
付
金
の
交
付
に
当
た
り
当
計
画
は
復

興
庁
よ
り
承
認
さ
れ
た
。

今
年
に
は
、約
三
五
㌶
の
ハ
ウ
ス
が
完
成
し
、亘
理
町

の
九
九
戸
、山
元
町
か
ら
は
五
二
戸
が
参
加
し
、大
型
ハ

ウ
ス
に
腰
の
高
さ
で
作
業
が
で
き
る「
高
設
ベ
ン
チ
」
を

設
置
し
栽
培
を
開
始
す
る
予
定
で
あ
る
。こ
こ
で
も
共

同
化
や
新
し
い
施
設
園
芸
と
い
う
次
代
の
農
業
づ
く
り

が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、行
政
機
関
を
中
心
と
し
た
復
興
事
業

は
よ
う
や
く
事
業
化
段
階
に
至
っ
て
き
た
。新
政
権
の

下
、復
興
事
業
の
推
進
の
加
速
化
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

民
間
企
業
の
主
導
で
新
農
業
も

行
政
機
関
に
お
け
る
復
興
事
業
の
立
ち
上
が
り
に

並
行
し
て
、民
間
企
業
に
よ
る
被
災
地
の
農
業
支
援
も

進
展
し
つつ
あ
る
。

た
と
え
ば
、農
業
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
株
式
会
社
グ
ラ
ン
パ

（
神
奈
川
県
横
浜
市
）と
、有
限
会
社
グ
ラ
ン
パ
フ
ァ

ー
ム（
同
上
）は
、経
済
産
業
省
の「
地
域
経
済
産
業

活
性
化
対
策
費
補
助
金（
先
端
農
商
工
連
携
実
用
化

研
究
事
業
）」の
交
付
を
受
け
、岩
手
県
陸
前
高
田
市

内
に
エ
ア
ド
ー
ム
型
植
物
工
場
八
棟
を
建
設
し
、昨
年

八
月
よ
り
レ
タ
ス
の
出
荷
を
開
始
し
た
。
本
事
業
に
よ

り
、一
七
人（
正
社
員
二
人
、パ
ー
ト
一
五
人
）の
雇
用

が
創
出
さ
れ
た
。

ま
た
、宮
城
県
南
三
陸
町
で
は
、Ｎ
Ｔ
Ｔ
ド
コ
モ
と
環

境
ビ
ジ
ネ
ス
を
行
っ
て
い
る
ア
ミ
タ
グ
ル
ー
プ
が
協
力
し
、

地
域
資
源
を
生
か
し
た
持
続
可
能
性
の
あ
る
産
業
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

二
〇
一
二
年
五
月
よ
り
、環
境
保
全
型
農
法
に
よ
る

コ
メ（
サ
サ
ニ
シ
キ
）づ
く
り
や
、漢
方
薬
な
ど
に
利
用

さ
れ
る
薬
草（
ト
ウ
キ
）の
無
農
薬
栽
培
、そ
し
て
こ
れ

ら
商
品
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
・
流
通
経
路
の
開
発
な
ど
の

取
り
組
み
を
実
施
。ま
た
、定
点
カ
メ
ラ
に
よ
っ
て
撮
影

し
た
日
々
の
畑
の
状
況
を
、地
元
の
農
家
が
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
活
用
し
都
市
の
人
々
に
向
け
て
情
報
発
信

を
行
っ
て
い
る
。

宮
城
県
山
元
町
で
は
、仙
台
市
の
も
の
づ
く
り
企
業

で
あ
る
、亀
山
鉄
工
所
と
ス
マ
ー
ト
ソ
ー
ラ
ー
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
二
社
が
中
心
と
な
り
「
仙
台
イ
チ
ゴ

復
興
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
農
商
工
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を

推
進
中
で
あ
る
。

太
陽
光
や
地
熱
を
活
用
し
、低
コ
ス
ト
で
高
収
益
を

上
げ
る
施
設
栽
培
シ
ス
テ
ム
の
開
発
・
実
証
研
究
を
展

開
す
る
。経
済
産
業
省
の
補
助
事
業
で
あ
る「
震
災
復

興
技
術
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
実
証
研
究
事
業
」に
採

択
さ
れ
た
。

福
島
県
南
相
馬
市
で
は
、発
電
ベ
ン
チ
ャ
ー
の
福
島

復
興
ソ
ー
ラ
ー（
東
京
都
港
区
）が
太
陽
光
発
電
所
と

植
物
工
場
を
建
設
し
、体
験
学
習
も
行
う
「
南
相
馬

ソ
ー
ラ
ー
・
ア
グ
リ
パ
ー
ク
事
業
」
計
画
を
発
表
し
た
。

今
年
三
月
の
事
業
開
始
を
目
指
し
て
い
る
。
津
波
の
被

災
地
に
建
設
し
、エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消
型
の
農
業
再

生
を
図
る
こ
と
が
狙
い
で
あ
る
。

植
物
工
場
は
前
出
の
グ
ラ
ン
パ
が
開
発
し
た
エ
ア
ド

ー
ム
型
を
採
用
し
、同
社
の
経
営
・
技
術
指
導
で
地
元

の
農
業
生
産
法
人
が
運
営
す
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
に
共
通
し
て
い
る
の
は
、植
物
工
場
、

環
境
、新
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、い
ず
れ
も
今
後
の
日
本
の

農
業
に
お
け
る
利
活
用
が
期
待
さ
れ
る
新
技
術
を
導

入
し
、そ
の
実
証
と
普
及
を
図
る
こ
と
を
狙
い
と
し
て

い
る
点
で
あ
る
。

ま
た
、こ
れ
ま
で
東
北
地
域
で
は
取
り
組
ま
れ
て
い
な

か
っ
た
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
提
示
し
て
い
る
点
も

注
目
さ
れ
る
。し
か
も
民
間
側
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
は
、必
ず

し
も
農
業
に
深
く
関
わ
っ
て
き
た
企
業
に
限
ら
な
い
。

官
民
の
知
恵
と
ノ
ウ
ハ
ウ
結
集

よ
う
や
く
動
き
だ
し
た
復
興
事
業
で
は
あ
る
が
、そ

の
実
現
に
向
け
て
の
課
題
は
少
な
く
な
い
。よ
り
速
や

か
な
実
現
を
図
り
、そ
の
成
果
を
地
域
全
体
に
広
げ
て

い
く
た
め
に
は
、官
民
の
知
恵
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
結
集
さ
せ

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
め
方
に
お
い
て
も
神
戸
市
か

ら
学
べ
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
神
戸
医
療
産
業
都
市

が
比
較
的
順
調
に
進
展
し
て
き
た
背
景
に
は
次
の
よ
う

な
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

①
行
政（
神
戸
市
）の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
。
神
戸

東日本復興に食料基地型新農業モデルを
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市
で
は
行
政
の
担
当
者
が
、非
常
に
強
い
意
志
と
行

動
力
を
持
っ
て
一
貫
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
こ
と
。

②
産
学
官
の
連
携
。
特
に
京
都
大
学
の
元
総
長
を
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
中
核
人
材
に
位
置
づ
け
、そ
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
活
用
し
て
き
た
こ
と
。

③
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
の
存
在
。プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
将
来
展

開
に
関
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
が
存
在
し
、関
係
者
間
で
き

ち
ん
と
共
有
化
さ
れ
て
い
た
こ
と
。

④
政
府
の
各
種
予
算
を
取
り
込
ん
で
い
く
貪
欲
さ
。復

興
関
連
予
算
だ
け
で
な
く
、各
省
庁
の
一
般
予
算
の

事
業
費
を
積
極
的
に
獲
得
し
て
い
っ
た
こ
と
。

⑤
地
域
外
の
資
源
も
取
り
入
れ
て
い
く
貪
欲
さ
。関
西

地
域
の
他
都
市
の
学
術
機
関
や
実
験
施
設
の
ほ
か
、

医
療
産
業
が
集
積
す
る
国
外
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
も

積
極
的
に
連
携
を
進
め
た
こ
と
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、東
北
地
域
に
お
け
る
農
業

の
復
興
に
お
い
て
も
必
要
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
が
、今
の
と
こ
ろ
、神
戸
市
ほ
ど
戦
略
的
か

つ
機
動
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
事
例
は
少
な
い
も
よ
う

で
あ
る
。

今
、動
き
だ
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、ま
だ「
点
」

で
あ
る
。こ
れ
を
被
災
地
域
全
体
に
広
げ
て
い
く
こ
と
、

す
な
わ
ち
「
面
」に
広
げ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の

た
め
に
は
、被
災
地
に
お
け
る
農
業
復
興
が
東
北
地
域

の
農
業
再
生
を
先
導
す
る
、こ
う
い
っ
た
視
点
の
下
、関

係
機
関
が「
タ
テ
割
り
」か
ら
脱
し
、連
携
を
進
め
て
い

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

民
間
の
活
力
呼
び
込
む
方
策
を

阪
神
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
た
一
九
九
〇
年
代
中

頃
に
比
較
し
て
、今
日
の
日
本
の
財
政
状
況
は
非
常
に

厳
し
い
。安
倍
新
政
権
は
大
型
の
補
正
予
算
を
設
け
る

こ
と
に
よ
っ
て
経
済
再
生
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
が
、

阪
神
淡
路
大
震
災
後
の
よ
う
な
継
続
的
な
財
政
支
援

は
必
ず
し
も
期
待
で
き
な
い
。

し
か
し
、今
日
の
日
本
で
は
農
業
分
野
に
対
す
る
民

間
企
業
な
ど
の
関
心
は
非
常
に
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。

民
間
企
業
が
有
す
る
資
金
、人
材
、技
術
、ノ
ウ
ハ
ウ
な

ど
を
取
り
込
む
こ
と
に
よ
り
、財
政
不
足
を
補
う
だ

け
で
な
く
、復
興
の
加
速
化
が
図
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。

地
域
の
側
か
ら
も
、民
間
活
力
の
活
用
に
関
し
て
戦
略

的
な
誘
導
方
策
が
必
要
と
な
ろ
う
。

民
間
企
業
の
活
力
を
呼
び
込
む
た
め
の
方
策
に
つ
い

て
も
、ま
だ
ま
だ
議
論
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
補
助
金
を

提
供
す
る
こ
と
だ
け
が
誘
致
策
で
は
な
い
。
財
政
事
情

の
厳
し
い
折
、事
業
環
境
の
改
善
に
も
っ
と
注
力
す
べ

き
で
あ
る
。

復
興
事
業
に
関
す
る
規
制
緩
和
も
必
要
で
あ
る
し
、

官
民
連
携
を
い
か
に
円
滑
に
進
め
ら
れ
る
か
、そ
し
て

民
間
企
業
と
地
域
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
い
か
に
し
て
推

進
す
る
か
な
ど
、取
り
組
む
べ
き
課
題
は
少
な
く
な
い
。

地
域
の
側
も
民
間
企
業
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
を

身
に
つ
け
る
必
要
が
あ
る
。

東
北
地
域
の
復
興
に
お
い
て
農
業
が
果
た
す
役
割
は

大
き
い
。東
北
地
域
全
体
で
、新
し
い
農
業
へ
の
取
り
組

み
を
促
進
し
、そ
の
成
果
を
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
必

要
と
な
ろ
う
。

最
後
に
、被
災
地
域
に
お
け
る
農
業
が
よ
り
早
く
復

興
し
、日
本
の
食
料
基
地
と
し
て
新
し
い
農
業
モ
デ
ル

が
構
築
さ
れ
、地
域
復
興
が
促
進
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
。�

地域 取り組み内容

岩手県
陸前高田市

経済産業省の地域経済産業活性化対策費補助金を利用して、農
業生産法人「グランパファーム」（神奈川県）がエアドーム型
太陽光型植物工場８棟を建設。2012年8月よりレタス生産を開
始。

宮城県
南三陸町

NTTドコモがアミタグル ープと組み、宮城県南三陸町で、農
業の支援事業を行う「未来の種プロジェクト」を実施。地元農
家がつくった自然栽培のコメや薬草の情報発信、販売促進を支
援。農作物のブランド化を進め、雇用創出を目指す。

宮城県
多賀城市

株式会社みらいと日本GE株式会社は、宮城県多賀城市の「みや
ぎ復興パーク」内に新設する人工光型植物工場において、環境
制御の最適化とLED照明を利用した実証実験を開始する。

仙台市
若林区

仙台市とIBM、カゴメなど民間企業20社ほどが連携して、大
規模な太陽光発電所と水耕施設・加工事業を計画。事業費総額
100億円。

宮城県
名取市

仙台市沿岸部の宮城野区の農業者3名が2011年11月に農業法
人「さんいちファーム」を設立。敷地面積約6,000㎡に、2,000
㎡の水耕栽培ハウス３棟を運営。2012年６月末に出荷開始。

宮城県山元町 仙台市のものづくり企業である、亀山鉄工所とスマートソー
ラーインターナショナルの２社が中心となり「仙台イチゴ復
興・新エネルギー農商工連携プロジェクト」を推進。太陽光や
地熱を活用し、低コストで高収益を上げる施設栽培システムの
開発・実証研究を山元町で展開する。東北経済産業局の補助事
業に採択。

福島県
川内村

福島県川内村は野菜工場「川内高原農産物栽培工場」を計画。日
産8,600株が生産可能な施設にて最大25人程度の雇用を見込
む。昭和電工は、福島県川内村の植物工場に栽培技術を無償提
供。植物育成に最適な波長比率を照射・収量増と出荷サイクル
の短縮を実現。

福島県
南相馬市

福島復興ソ ーラ ーが南相馬市で「南相馬ソ ーラ ー・アグリ
パーク事業」を推進。太陽光発電を行い、発電した電力を同一
敷地内のドーム型の植物工場などに供給するとともに、太陽光
発電の仕組みについての学習や農業体験を通じて子供たちの
成長支援と交流を行うもの。東芝が事業に賛同し出資。

被災地域における民間企業の取り組み例

出所）各種資料より野村アグリプランニング＆アドバイザリー作成
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原
発
事
故
の
影
響
で
復
興
進
ま
ず

二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
か
ら
早
く
も
二
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
宮

城
県
・
岩
手
県
の
沿
岸
部
で
は
津
波
被
害
を
受
け
た
さ

ま
ざ
ま
な
土
木
工
事
が
本
格
的
に
始
ま
り
、表
面
上
は

震
災
か
ら
の
復
興
は
着
実
に
進
ん
で
い
る
よ
う
に
見
え

る
。ま

た
、宮
城
県
な
ど
の
一
部
の
津
波
被
害
地
域
で
は

伝
統
的
な
水
田
農
業
か
ら
施
設
園
芸
、あ
る
い
は
先
端

技
術
を
活
用
し
た
大
規
模
水
田
農
業
へ
の
再
編
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。

し
か
し
、放
射
能
汚
染
が
深
刻
な
福
島
県
で
は
、生

活
基
盤
を
失
っ
た
多
く
の
人
々
が
他
地
域
移
住
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
と
と
も
に
、農
業
復
興
も
遅
々
と
し
て

進
ま
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

東
京
農
業
大
学
が
一
一
年
五
月
よ
り
福
島
県
相
馬

地
方
で
実
施
し
て
い
る
東
日
本
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、こ
の
二
年
の
間
に
多

様
な
復
興
支
援
活
動
を
実
施
し
、地
域
住
民
、行
政
、

現
地
指
導
機
関
の
大
き
な
信
頼
を
得
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、東
日
本
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
取
り
組

み
・
成
果
を
踏
ま
え
、津
波
被
害
・
放
射
能
汚
染
か
ら

の
農
業
復
興
の
方
向
と
担
い
手
に
つ
い
て
、わ
れ
わ
れ
の

現
在
の
考
え
方
を
整
理
す
る
。

津
波
被
害
地
域
の
復
興
に
関
し
て
東
京
農
業
大
学

で
は
、土
壌
肥
料
チ
ー
ム
が
中
心
と
な
り
津
波
被
害
を

受
け
た
水
田
の
除
塩
を
効
果
的
に
行
う
た
め
、土
壌
改

良
資
材
の
転
炉
ス
ラ
グ
を
活
用
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ

る
こ
と
を
示
し
た
。

甚
大
な
津
波
被
害
を
受
け
た
相
馬
市
岩
子
地
区
の

水
田
一・
七
㌶
で
生
産
者
と
共
同
で
水
稲
を
作
付
け
し
、

平
年
作
を
上
回
る
収
量
を
実
現
し
た
。ま
た
、収
穫
さ

れ
た
コ
メ
は
福
島
県
が
実
施
す
る
全
袋
を
対
象
と
し
た

放
射
性
物
質
の
検
査
に
も
合
格
す
る
と
と
も
に
、東
京

農
業
大
学
が
保
有
す
る
ゲ
ル
マ
ニ
ウ
ム
型
の
検
出
器
で

も
不
検
出
で
あ
っ
た
。

復
興
成
果
に
つ
な
が
る
コ
メ
も

こ
れ
ら
の
コ
メ
に
つ
い
て
は
、復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、

「
そ
う
ま
復
興
米
」
と
命
名
し
、Ｊ
Ａ
そ
う
ま
、相
馬

市
役
所
と
連
携
し
東
京
農
業
大
学
の
収
穫
祭（
一
二

年
一
一
月
二
～
四
日
開
催
）、経
済
産
業
省
・
農
林
水

産
省
共
催
で
日
本
の
農
産
物
・
食
品
・
先
端
技
術
を
内

外
に
発
信
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト「
農
業
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

二
〇
一
二（
一
二
月
一
～
二
日
開
催
）」、さ
ら
に
は
各
地

の
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
し
て
復
興
の
成
果
を
Ｐ
Ｒ
す
る
と

と
も
に
、さ
ら
な
る
復
興
支
援
を
お
願
い
し
て
い
く
計

津
波・放
射
能
汚
染
か
ら
の
農
業
復
興
の
方
向

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
被
害
や
放
射
能
汚
染
に
苦
し
む
農
業
の
復
興
は
ま
だ

課
題
が
多
い
。農
地
除
染
と
農
業
基
盤
整
備
に
並
行
し
て
将
来
の
担
い
手
を
確
保
し

な
い
と
、地
域
農
業
の
崩
壊
が
進
む
。東
京
農
業
大
学
が
か
か
わ
っ
た
福
島
県
に
お

け
る
東
日
本
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
経
験
か
ら
目
指
す
復
興
の
方
向
性
を
考
え
る
。

東京農業大学 国際食料情報学部 教授

門間 敏幸 Toshiyuki Monma  

もんま　としゆき
1949年生まれ。東京農業大学農学部卒業後、農林水産省
入省。99年より現職。農学博士。研究テーマはバイオビジネ
スにおける経営行動評価理論と実践的ケーススタディの開
発ほか。著書に「農業経営研究の軌跡と展望」（共著）ほか。

特
集　
「
３・11
」立
ち
上
が
る
農
業
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特集　「3.11」立ち上がる農業

画
で
あ
る（
写
真
参
照
）。

一
三
年
度
は
津
波
被
害
が
深
刻
な
相
馬
市
の
多
く
の

水
田
で
農
大
方
式
に
よ
る
水
稲
作
付
け
が
行
わ
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

相
馬
市
で
は
、震
災
復
興
の
中
核
的
な
担
い
手
に
な

る
の
は
農
業
法
人
で
あ
る
と
位
置
づ
け
、そ
の
設
立
支

援
、設
立
後
の
営
農
活
動
の
支
援
を
東
京
農
業
大
学
に

依
頼
し
た
。

わ
れ
わ
れ
が
震
災
直
後
に
実
施
し
た
津
波
被
害
か

ら
の
営
農
再
開
条
件
に
関
す
る
被
災
農
家
の
調
査
結

果
で
は
、農
業
機
械
・
施
設
を
失
っ
た
農
家
の
多
く
が

農
業
再
開
を
躊
躇
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

こ
れ
を
受
け
、相
馬
市
で
は
こ
の
調
査
結
果
に
基
づ

き
、公
益
財
団
法
人
ヤ
マ
ト
福
祉
財
団
の
復
興
支
援
事

業
に
応
募
し
て
農
業
機
械
の
整
備
を
し
、農
家
が
設
立

し
た
法
人
に
貸
し
出
す
と
い
う
対
策
を
実
施
し
た
。

現
在
、合
同
会
社
飯
豊
フ
ァ
ー
ム
、合
同
会
社
岩
子

フ
ァ
ー
ム
、合
同
会
社
ア
グ
リ
フ
ー
ド
飯
淵
の
三
つ
の
農

業
法
人
が
設
立
さ
れ
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。こ
れ
ら

の
農
業
法
人
は
、各
集
落
の
水
田
や
畑
を
集
約
し
て
大

豆
畑
へ
の
転
換
を
行
う
と
と
も
に
、多
様
な
大
豆
製
品

の
開
発
を
行
い
、付
加
価
値
が
高
く
、雇
用
力
が
あ
る

地
域
農
業
の
創
造
を
目
指
し
て
い
る
。

東
京
農
大
が
法
人
営
農
で
提
言

飯
豊
フ
ァ
ー
ム
で
は
、福
島
県
お
よ
び
東
京
農
業
大

学
の
支
援
を
受
け
て
、
二
〇
一
二
年
度
に
津
波
被
害
を

受
け
た
水
田
一
〇
㌶
で
大
豆
の
作
付
け
を
行
い
、生
産

が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、大
豆
加

工
に
よ
る
付
加
価
値
拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。

津
波
被
害
が
よ
り
深
刻
な
地
域
で
設
立
さ
れ
た
岩

子
フ
ァ
ー
ム
で
は
、東
京
農
業
大
学
の
支
援
を
受
け
て

水
稲
生
産
は
可
能
で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
た
が
、大
豆

生
産
に
つ
い
て
は
二
〇
一
三
年
度
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

ア
グ
リ
フ
ー
ド
飯
淵
に
つい
て
は
、本
格
的
な
活
動
展

開
は
一
三
年
度
と
し
て
い
る
。相
馬
市
で
は
復
興
組
合

が
中
心
と
な
っ
て
津
波
被
害
水
田
一
〇
三
七
㌶
の
復
興

を
目
指
し
て
活
動
を
展
開
し
て
い
る
が
、そ
の
う
ち
新

法
人
が
関
わ
る
面
積
は
三
一
％
で
あ
る
。そ
の
他
の
農

地
は
個
々
の
農
家
単
位
で
の
復
興
が
目
指
す
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。

特
に
、相
馬
市
の
第
一
号
の
農
業
法
人
で
あ
る
合
同

会
社
飯
豊
フ
ァ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、東
京
農
業
大
学
の
農

業
経
営
チ
ー
ム
が
中
心
と
な
っ
て
営
農
支
援
活
動
を

展
開
し
た
。

具
体
的
に
は
、法
人
設
立
に
関
わ
る
情
報
提
供
、法

人
設
立
後
の
営
農
活
動
の
展
開
方
向
を
解
明
す
る
た

め
の
地
域
の
農
家
の
意
向
調
査
、六
次
産
業
化
・
農
商

工
連
携
に
関
わ
る
先
進
地
視
察
な
ど
の
支
援
を
実
施

し
た
。

わ
れ
わ
れ
は
、設
立
さ
れ
た
法
人
が
活
動
す
る
地
域

の
農
家
に
同
法
人
へ
の
評
価
・
期
待
を
調
査
し（
図
１

参
照
）、法
人
の
今
後
の
営
農
活
動
の
展
開
方
向
に
つ
い

て
次
の
よ
う
な
提
言
を
行
っ
た
。

①
常
に
地
域
の
住
民
に
対
し
て
活
動
報
告
な
ら
び
に

そ
の
他
の
情
報
提
供
を
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
②

将
来
、地
域
の
農
家
か
ら
の
農
地
管
理
に
対
す
る
希

望
が
か
な
り
増
加
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
の
で
、今

か
ら
そ
の
準
備
を
し
て
お
く
。
③
地
域
の
農
家
の
法
人

に
対
す
る
期
待
は
、雇
用
面
・
農
地
管
理
面
で
大
き
く
、

雇
用
労
働
の
導
入
を
考
え
た
営
農
展
開
が
不
可
欠
で

あ
る
。
④
法
人
の
次
世
代
後
継
者
を
今
か
ら
確
保
す

る
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、農
商
工
連

携
・
六
次
産
業
化
な
ど
の
事
業
の
多
角
化
に
よ
る
付
加

価
値
拡
大
の
方
途
を
今
か
ら
模
索
す
る
こ
と
。

現
在
、福
島
県
の
農
林
業
の
復
興
が
遅
々
と
し
て
進

ま
な
い
最
大
の
理
由
は
、放
射
能
汚
染
か
ら
の
復
興
の

方
向
が
具
体
的
に
見
え
な
い
こ
と
だ
。

放
射
能
汚
染
が
農
林
業
の
復
興
を
大
き
く
阻
害
し

写真　「そうま復興米」収穫までの流れ
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て
い
る
原
因
は
、次
の
三
つ
に
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

復
興
を
阻
害
す
る
放
射
能
汚
染

一
つ
は
、農
地
、森
林
な
ど
の
放
射
能
汚
染
の
実
態
把

握
の
遅
れ
だ
。
空
間
線
量
に
つ
い
て
は
、よ
り
細
か
な
メ

ッ
シ
ュ
単
位
の
汚
染
マ
ッ
プ
が
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、土

壌
・
森
林
内
や
木
材
の
放
射
能
汚
染
が
ど
の
程
度
進
行

し
て
い
る
か
、そ
の
解
明
は
遅
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、そ

う
し
た
土
壌
や
木
材
の
放
射
能
汚
染
に
関
す
る
正
確

な
デ
ー
タ
が
迅
速
に
農
家
に
届
い
て
い
な
い
こ
と
が
、農

家
の
疑
心
暗
鬼
を
招
き
将
来
に
対
す
る
不
安
を
高
め

て
い
る
。

二
つ
目
は
、放
射
性
物
質
の
除
染
方
法
や
除
染
効
果

に
対
す
る
不
安
が
あ
げ
ら
れ
る
。

放
射
性
物
質
が
蓄
積
し
た
広
大
な
農
地
を
除
染
す

る
こ
と
の
困
難
さ
と
相
ま
っ
て
、除
染
効
果
に
対
す
る

不
安
が
高
ま
っ
て
い
る
。

農
地
を
除
染
す
る
こ
と
で
、安
心
し
て
農
産
物
を
生

産
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
か
、応
急
的
な
除
染
の

効
果
に
対
す
る
疑
問
、長
い
年
月
を
か
け
て
つ
く
り
上

げ
て
き
た
作
土
を
剥
離
す
る
こ
と
に
対
す
る
不
満
や
や

る
せ
な
さ
、さ
ら
に
は
除
染
の
効
果
の
持
続
性
に
対
す

る
不
安
の
存
在
で
あ
る
。

ま
た
、削
り
取
っ
た
膨
大
な
表
土
は
、現
状
で
は
み

ず
か
ら
の
農
地
に
堆
積
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
処
分
方
法
に
対
す
る
不
満
と
二
次
汚
染
に
対

す
る
不
安
が
営
農
意
欲
を
大
き
く
減
退
さ
せ
て
い
る
。

最
後
は
、風
評
被
害
の
持
続
に
対
す
る
不
安
だ
。
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事
故
か
ら
約
二
年
の
月
日

が
経
過
し
、福
島
県
産
農
産
物
の
安
全
性
に
対
す
る

国
民
の
不
安
は
当
時
よ
り
は
軽
減
し
て
い
る
が
、ま
だ

風
評
被
害
は
収
ま
っ
て
い
な
い
。

消
費
者
の
信
頼
確
保
が
カ
ギ

如
何
に
し
て
福
島
県
産
農
産
物
の
安
全
性
に
関
す

る
消
費
者
の
信
頼
を
確
保
す
る
か
が
、福
島
県
農
業

復
興
の
大
き
な
鍵
を
握
っ
て
い
る
。
現
在
、私
た
ち
は

福
島
県
農
業
復
興
の
基
本
方
向
を
次
の
よ
う
に
考
え

て
、復
興
支
援
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

①
住
可
能
地
域
の
農
業
生
産
に
関
し
て
作
付
け
制
限

を
し
な
い
で
生
産
を
持
続
す
る
。私
た
ち
が
復
興
支
援

活
動
を
展
開
し
た
相
馬
市
玉
野
地
区
に
お
い
て
も
稲

作
に
つ
い
て
は
一
年
間
作
付
け
制
限
を
行
っ
た
が
、そ
の

間
の
農
地
荒
廃
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

雑
草
、灌
木
の
繁
茂
、イ
ノ
シ
シ
や
サ
ル
な
ど
の
被
害

増
加
な
ど
、さ
ら
に
は
農
業
だ
け
が
生
き
甲
斐
で
あ
っ

た
農
家
の
意
欲
喪
失
と
虚
脱
感
な
ど
農
家
の
精
神
的

な
ダ
メ
ー
ジ
は
は
か
り
し
れ
な
い
。作
付
け
制
限
は
、農

地
と
農
家
の
心
の
荒
廃
を
も
た
ら
す
こ
と
を
明
記
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
後
述
す
る
わ
れ
わ
れ
の
消
費
者
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、

福
島
県
産
農
産
物
の
安
心
確
保
の
た
め
に
は
、農
産
物

に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
の
暫
定
基
準
値
の
数
字
を

下
げ
る
の
で
は
な
く
、市
場
に
出
回
る
全
て
の
福
島
県

産
農
産
物
か
ら
は
通
常
の
検
出
器
を
用
い
て
放
射
性

物
質
が
検
出
さ
れ
な
い
と
い
う
状
況
を
継
続
す
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、コ
メ
以
外
の
農
産
物
に
つ
い
て
も
全

量
検
査
に
近
い
検
査
体
制
を
整
備
し
て
、放
射
性
物
質

が
検
出
さ
れ
た
農
産
物
に
つ
い
て
は
、他
の
用
途
で
の
活

用
あ
る
い
は
廃
棄
と
い
っ
た
手
段
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
。も
ち
ろ
ん
、出
荷
で
き
な
い
農
産
物
の
買
い
取
り
補

償
は
東
京
電
力
に
要
求
す
る
こ
と
に
な
る
。

③
地
域
ご
と
に
ほ
場
一
筆
を
基
本
と
し
た
放
射
性
物
質

の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
確
立
し
、汚
染
の
状
況
に

応
じ
た
除
染
対
策
の
展
開
、安
全
な
作
物
の
選
択
、農

業
経
営
の
持
続
的
な
展
開
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
。

福
島
県
内
に
お
け
る
農
産
物
の
風
評
被
害
の
実
態

と
そ
の
克
服
方
法
に
関
し
て
、二
〇
一
一
年
の
年
末
に

会
津
市
の
農
産
物
直
売
所
で
二
〇
〇
人
の
消
費
者
調

査
を
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、農
産
物
の
放
射
性
物
質
に
対
す
る
暫
定

基
準
値
へ
の
評
価
は
、「
五
〇
〇
ベ
ク
レ
ル
／

㌔
グ
ラ
ム
以

下
」
ま
た
は「
一
〇
〇
ベ
ク
レ
ル
／

㌔
グ
ラ
ム
以
下
」が

安
全
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
回
答
が
い
ず
れ
も

約
四
〇
～
五
〇
％
も
存
在
し
た
。

暫
定
基
準
値
の
意
味
が
正
確
に
消
費
者
に
伝
わ
っ

て
い
な
い
た
め
に
安
全
か
ど
う
か
判
断
で
き
な
い
、さ
ら

に
は
数
値
自
体
の
信
頼
性
に
対
す
る
疑
問
が
認
め
ら

れ
る
。
確
か
に
五
〇
〇
ベ
ク
レ
ル
／

㌔
グ
ラ
ム
以
下
よ
り

も
一
〇
〇
ベ
ク
レ
ル
／

㌔
グ
ラ
ム
以
下
に
暫
定
基
準
値

を
下
げ
る
こ
と
は
、消
費
者
の
安
全
意
識
を
あ
る
一
定

程
度
は
高
め
る
こ
と
は
で
き
る
が
、そ
れ
で
も
四
分
の
一

近
く
の
人
々
は
、「
安
全
と
は
思
わ
な
い
」と
回
答
し
て

お
り
、暫
定
基
準
値
を
下
げ
る
こ
と
よ
り
消
費
者
の
不

安
感
を
一
掃
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

最
低
で
も
「
検
出
さ
れ
な
い（N

D

）」
を
確
保
す
る

こ
と
が
、消
費
者
の
安
全
・
安
心
を
確
保
す
る
た
め
に

は
必
要
で
あ
る（
図
２
参
照
）。

農
地
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
シ
ス
テ
ム
を

放
射
能
汚
染
を
克
服
し
て
持
続
的
に
農
業
経
営
を

展
開
す
る
た
め
に
は
、適
切
な
除
染
の
実
施
、放
射
性

津波・放射能汚染からの農業復興の方向
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特集　「3.11」立ち上がる農業

物
質
の
作
物
へ
の
移
行
の
抑
制
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ

の
た
め
に
は
、農
地
一
筆
を
単
位
と
し
た
放
射
性
物
質

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
が
不
可
欠
で
あ
る
。

私
た
ち
は
、こ
う
し
た
問
題
意
識
に
基
づ
き
放
射
能

汚
染
が
深
刻
な
相
馬
市
玉
野
地
区
で
安
全
な
農
業
生

産
・
農
産
物
出
荷
の
た
め
の
実
用
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ

ス
テ
ム
の
確
立
を
試
み
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、農
地
一
筆
単
位
ご
と
の
空
間
線
量
、

土
壌
線
量
、作
土
の
深
さ
、土
壌
の
特
性
な
ど
の
基
本

デ
ー
タ
を
収
集
解
析
し
て
、農
地
一
筆
を
単
位
と
し

て
除
染
対
策
の
決
定
・
実
施
と
そ
の
効
果
の
評
価
が
可

能
と
な
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
、関
係
機

関
と
連
携
し
て
実
施
し
た
。
既
に
玉
野
地
区
全
体
の

六
四
六
筆（
一
二
二
㌶
）の
水
田
、畑
、牧
草
地
、ハ
ウ
ス

な
ど
で
基
礎
デ
ー
タ
を
収
集
し
て
解
析
し
、除
染
計
画

を
策
定
し
て
二
〇
一
二
年
一
一
月
末
か
ら
除
染
作
業
が

開
始
さ
れ
一
三
年
の
作
付
け
を
目
指
し
て
い
る
。

福
島
県
の
放
射
能
汚
染
地
域
の
多
く
は
中
山
間
地

域
で
あ
り
、傾
斜
地
が
多
く
、基
盤
整
備
が
十
分
に
行

わ
れ
て
い
な
い
ほ
場
も
多
く
、こ
れ
ま
で
も
多
く
の
農
地

が
耕
作
放
棄
さ
れ
て
き
た
。

さ
ら
に
、担
い
手
の
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
し
、集
落

の
維
持
が
困
難
に
な
る
限
界
集
落
も
増
加
し
つつ
あ
る
。

東
日
本
大
震
災
を
契
機
と
す
る
放
射
能
汚
染
は
、こ
う

し
た
地
域
の
崩
壊
を
急
激
に
早
め
る
可
能
性
が
あ
る
。

放
射
能
に
汚
染
さ
れ
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
地

域
の
再
生
を
担
う
の
は
農
林
業
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
地

域
の
農
林
業
の
復
興
は
、部
分
的
な
除
染
程
度
で
は
困

難
で
あ
り
、除
染
と
基
盤
整
備
を
同
時
に
推
進
し
、新

た
な
農
林
業
を
創
造
し
て
雇
用
を
生
み
出
さ
な
け
れ

ば
、将
来
の
担
い
手
は
地
域
に
戻
っ
て
こ
な
い
で
あ
ろ
う
。

将
来
の
担
い
手
確
保
が
急
務

ま
た
、相
馬
市
玉
野
地
区
の
よ
う
に
住
民
の
避
難
は

行
わ
れ
な
か
っ
た
が
、農
地
の
放
射
能
汚
染
が
深
刻
な

地
域
の
農
業
の
復
興
に
際
し
て
も
農
地
の
除
染
と
基
盤

整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。

私
た
ち
が
玉
野
地
区
の
将
来
の
担
い
手
像
を
解
明

す
る
た
め
に
実
施
し
た
調
査
結
果
か
ら
は
、酪
農
家
で

は
四
〇
歳
代
の
担
い
手
が
若
干
残
っ
て
い
る
が
、水
田

作
・
野
菜
作
を
中
心
と
し
た
地
域
で
は
、少
数
の
定
年

帰
農
者
に
農
業
を
支
え
て
も
ら
う
と
い
う
の
が
現
実
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

そ
の
た
め
、農
地
の
基
盤
整
備
が
行
わ
れ
な
い
な
ら

ば
、地
域
全
体
と
し
て
水
田
・
畑
の
耕
作
放
棄
が
急
速

に
進
み
、イ
ノ
シ
シ
、サ
ル
の
獣
害
の
増
加
が
耕
作
放
棄

に
拍
車
を
か
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

当
該
地
域
に
お
い
て
も
農
地
の
除
染
と
基
盤
整
備

を
同
時
並
行
で
推
進
し
、将
来
の
担
い
手
を
確
保
し
て

い
か
な
い
と
、地
域
農
業
の
急
速
な
崩
壊
が
進
む
で
あ

ろ
う
。�

図2　農産物の安全性に関する放射性物質の暫定基準値に対する消費者の評価

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

思う 思わない わからない 無回答

NDは安全

100bq/kg
以下は安全

500bq/kg
以下は安全

福島県民 神奈川県民

53 19 26 42 9 41

32 27 38 28 19 44

23 36 40 19 25 48

8

9

8

2

3

1

（％）（％）

出所：東京農業大学，渋谷往男氏作成
注）数値は四捨五入しているため、合計が一致しない場合があります

図1　農業法人の運営に関する集落農家の希望

⑩ 今回設立された農業法人はあくまで
　 補助金の受け皿であり、一定期間経
　 過後は解散すべきである

⑨ 農産物加工や直接販売、観光農業など
　 多角的な農業経営を進めてほしい

⑧ 露地野菜、施設園芸作物などを
　 導入して複合経営を進めてほしい

⑦ ライスセンターを設置して
　 各農家が収穫した米を混ぜずに
　 乾燥・調整して提供してほしい

⑥ 農地は役員や離農農家からの
　 ものに限定して営農してほしい

⑤ 規模拡大の姿勢を明確にして
　 積極的に大規模経営を進めてほしい

④ 地域内の農家が貸出しを希望する
　 農地は全て借りてほしい

③ 地元の農家からの雇用を
　 積極的にしてほしい

② 農業法人の運営には関心が
　 薄いため特に関わりたくない

① 地域の農業に対して、経営状況を
　 一定期間ごとに報告してほしい

0 20 40 60 80 100
（％）

どちらかというと
そう思うそう思う どちらでも

ない
どちらかというと
そう思わない そう思わない

62 18 11 4 5

13 11 29 9 39

51 27 11 0 10

62 27 4 3 4

39 20 24 8 8

379 10 31 13

38 15 28 1 17

21 34 27 4 13

25 32 27 6 10

14 3 23 7 52
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被
災
の
有
無
は
営
農
意
向
に
影
響

東
日
本
大
震
災
発
生
直
後
、東
北
大
学
大
学
院
農

学
研
究
科
で
は「
食
・
農
・
村
の
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」を
立
ち
上
げ
、研
究
科
を
挙
げ
て
復
興
支
援
を
行

う
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
私
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
た
こ
と
で
、首
都
圏
な
ど
か
ら
の
支
援
を
被
災
現
場

に
つ
な
ぐ
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

以
降
、被
災
後
の
農
地
復
旧
作
業
に
着
手
し
た
直
後

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、被
災
地
で
調
査
活
動
を
併
せ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、被
災
町
村
の
復
興
計
画

策
定
に
も
参
画
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
以
下
で
は
、

こ
う
し
た
経
験
を
踏
ま
え
て
見
え
て
き
た「
農
業
復
興

の
壁
と
希
望
」に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

震
災
か
ら
四
カ
月
経
過
し
て
、よ
う
や
く
被
災
農
家

か
ら
話
を
聞
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。震
災
発
生
直
後

の
報
道
で
は
、農
家
の
農
業
再
開
意
向
は
九
〇
％
と
い

う
も
の
も
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、四
カ
月
を
経
た
こ
の
時
期
に
は
、被
害
の
状

況
が
明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
、一
部
の
農
家
の
間
で
営
農

再
開
へ
の
絶
望
感
が
広
が
り
つつ
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

津
波
被
災
地
の
農
家
を
中
心
に
、八
〇
％
以
上
が
離
農

を
考
え
て
い
る
、と
い
う
全
く
逆
の
報
道
も
あ
り
、真

相
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、私
は
、役
場
を
通
じ
て
紹
介
し
て
い
た
だ
い

た
認
定
農
業
者
の
方
を
中
心
に
、一
〇
人
程
度
、津
波

被
害
に
遭
っ
た
方
、そ
う
で
な
い
方
に
お
話
を
伺
い
ま

し
た
。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、津
波
被
災
の
有
無
に
よ
る
差

は
顕
著
で
し
た
。津
波
に
よ
っ
て
営
農
機
械
・
資
材
・
農

地
・
家
屋
全
て
に
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
た
農
家
は
途
方
に

暮
れ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
し
た
。そ
の
中
で
も
、規
模

拡
大
や
機
械
の
更
新
な
ど
で
借
入
金
を
抱
え
た
ば
か

り
の
方
の
絶
望
感
や
焦
燥
感
は
察
す
る
に
余
り
あ
る

も
の
で
し
た
。
総
じ
て
被
災
程
度
が
重
か
っ
た
農
家
の

方
々
の
要
望
は
、早
急
に
救
済
策
を
講
じ
て
ほ
し
い
、と

い
う
も
の
で
し
た
。

土
地
の
利
用
制
限
解
除
の
声
も

一
方
、同
じ
時
期
に
、被
災
さ
れ
た
漁
業
者
の
方
の
お

話
も
伺
い
ま
し
た
。こ
の
地
域
は
養
殖
漁
業
が
盛
ん
な

地
域
で
も
あ
り
、漁
業
者
の
方
は
一
様
に
若
く
、彼
ら

の
意
見
は
、早
く
土
地
の
利
用
制
限
を
解
除
し
て
ほ
し

い
、そ
れ
さ
え
解
除
さ
れ
れ
ば
、経
営
再
建
は
自
分
た

ち
で
何
と
か
で
き
る
、と
い
う
も
の
で
し
た
。

防
潮
堤
の
構
築
や
、土
地
の
か
さ
上
げ
事
業
が
検
討

さ
れ
て
い
た
時
期
に
あ
っ
て
は
、漁
業
施
設
・
加
工
施
設

の
建
設
が
制
限
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。
農
家
の
方
々

復
興
へ
の「
壁
」崩
し「
希
望
」の
人
材
育
成
を  

い
ま
だ
に
津
波
被
害
な
ど
の
後
遺
症
に
苦
し
む
東
日
本
の
被
災
地
農
業
者
が
多
い
。

東
北
大
で
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
て
調
査
し
た
結
果
に
よ
る
と
、農

業
復
興
の「
壁
」と
な
る
数
多
い
障
害
を
早
く
取
り
除
く
に
は
、課
題
解
決
に
取
り

組
む
優
秀
な
人
材
を
育
て
る
こ
と
で
あ
る
。

東北大学大学院 農学研究科助教

大村 道明 Michiaki Ohmura 

おおむら　みちあき
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特集　「3.11」立ち上がる農業

は
一
様
に
ご
高
齢
で
あ
っ
た
こ
と
も
含
め
、非
常
に
対

照
的
な
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

借
金
が
あ
る
か
、貯
金
が
あ
る
か
、将
来
の
収
入
に

持
続
性
・
安
定
性
が
あ
る
か
否
か
で
、支
援
要
望
も
全

く
異
な
る
も
の
に
な
る
、と
い
う
こ
と
で
す
。

二
〇
一
一
年
も
終
わ
る
一
一
月
か
ら
一
二
月
に
か
け

て
、私
も
独
自
に
農
家
の
営
農
継
続
に
対
す
る
意
向
を

調
査
し
ま
し
た
。

津
波
被
災
地
と
、津
波
被
災
が
な
か
っ
た
地
域
、そ

れ
ぞ
れ
六
〇
戸（
合
計
一
二
〇
戸
）程
度
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査（
回
収
率
は
四
割
程
度
）し
ま
し
た
が
、「
離

農
」
を
明
確
に
意
思
表
示
し
た
農
家（
戸
主
）は
津
波

被
災
地
で
三
戸
、非
被
災
地
で
三
戸
だ
け
で
し
た
。

理
由
は
、両
者
と
も
「
高
齢
で
後
継
者
も
な
く
、農

地
の
回
復
に
め
ど
が
立
た
な
い
」と
い
う
も
の
で
し
た
。

震
災
を
理
由
と
す
る
離
農
希
望
が
意
外
に
少
な
い
、と

い
う
の
が
私
の
印
象
で
し
た
。

私
が
実
施
し
た
調
査
は
、農
家
の
声
を
行
政
の
復
興

計
画
に
反
映
さ
せ
、い
わ
ゆ
る
創
造
的
復
興
を
目
指
す

た
め
の
も
の
で
し
た
が
、私
の
考
え
が
浅
は
か
で
し
た
。

津
波
に
よ
る
被
害
か
ら
の
農
地
復
旧
に
は
莫
大
な

費
用
が
必
要
で
す
。多
く
は
国
費
に
よ
っ
て
拠
出
さ
れ

る
た
め
、そ
の
使
途
決
定
に
市
町
村
行
政
の
意
思（
計

画
）が
反
映
さ
れ
る
余
地
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
す
。

し
た
が
っ
て
、ほ
と
ん
ど
の
農
家
の
意
見（
小
規
模
な

が
ら
も
営
農
を
継
続
し
た
い
、ほ
場
整
備
の
区
画
面
積

が
土
木
的
な
都
合
で
決
め
ら
れ
て
し
ま
い
、地
域
の
平

均
所
有
面
積
と
整
合
し
な
い
、な
ど
）が
震
災
復
興
の

場
面
で
は
生
か
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

二
〇
一
三
年
一
月
現
在
、津
波
被
災
地
域
の
う
ち

順
調
に
回
復
作
業
が
行
わ
れ
て
い
る
地
域
で
は
、被
災

面
積
の
半
分
程
度
は
既
に
一
二
年
中
の
作
付
け
～
収

穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

被
災
地
の
状
況
は
刻
々
と
変
わ
る

前
述
の
と
お
り
私
の
調
査
結
果
は
、離
農
希
望
者
は

意
外
に
少
な
い
、と
い
う
も
の
で
し
た
が
、実
は
二
〇�

一
二
年
中
に
な
っ
て
状
況
が
一
変
し
て
い
ま
し
た
。津
波

被
災
地
域
内
の
農
地
の
集
積
率
が
劇
的
に
高
く
な
り
、

離
農
者
も
農
家
総
数
の
約
半
数
に
及
ぶ
、と
い
う
事
態

で
す
。

こ
こ
で
い
う
離
農
者
に
は
、自
己
所
有
農
地
の
今
後

一
〇
年
間
の
耕
作
権
を
白
紙
で
他
者
に
委
任
し
た
農

家
を
含
め
ま
す
。
耕
作
権
を
委
任
し
た
農
家
の
農
地

は
、ほ
場
整
備
に
よ
り
大
規
模
区
画
内
に
組
み
入
れ

ら
れ
る
こ
と
、営
農
機
械
類
を
購
入
す
る
際
の
優
遇

措
置
は
、小
規
模
農
家
に
は
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

一
〇
年
後
に
自
己
所
有
地
を
取
り
戻
し
て
再
び
農
業

経
営
を
開
始
す
る
こ
と
は
ま
れ
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら

で
す
。

確
か
に
、国
や
県
の
農
政
関
係
者
に
話
を
聞
い
て
み

る
と
、震
災
発
生
後
の
早
い
段
階
か
ら
、集
積
化
に
よ

る
規
模
拡
大
、複
数
農
家
に
よ
る
経
営
統
合
の
方
針
が

示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

震
災
発
生
以
前
か
ら
、農
家
の
経
営
規
模
拡
大
は

農
政
の
目
標
の
一
つ
で
し
た
か
ら
、津
波
を
契
機
に
そ

れ
が
被
災
地
で
実
現
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、震
災
復

興
に
お
い
て
は「
希
望
」に
属
す
る
事
象
で
し
ょ
う
。

実
際
に
、こ
れ
を
機
会
に
、直
接
被
災
の
な
か
っ
た
地

域
で
も
農
地
の
集
積
や
大
規
模
化
の
動
き
も
見
ら
れ

ま
す
。

し
か
し
、被
災
地
の
地
域
社
会
全
体
か
ら
見
れ
ば
、

大
き
な「
壁
」と
な
っ
て
い
る
面
も
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、一
〇
〇
㌶
の
農
地
に
五
〇
戸
の
農
家
が

あ
っ
た
と
し
ま
す
。
津
波
被
災
地
で
は
、農
地
集
積
と

経
営
統
合
に
よ
っ
て
、一
〇
〇
㌶
が
一
つ
の
農
業
経
営

体
に
よ
っ
て
営
農
さ
れ
る
、と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
す
。

こ
の
一
〇
〇
㌶
が
水
田
で
あ
れ
ば
、四
～
五
人
の
作

業
者
で
通
年
営
農
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。農
家
の
家

族
経
営
で
は
、戸
主
と
そ
の
配
偶
者
の
二
人
で
営
農
が

実
施
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、一
〇
〇
人
の
う
ち
九
五

人
が
就
業
機
会
を
失
う
、と
い
う
事
態
で
あ
る
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
復
興
特
需
は
、今
後
数
年
で
収
束
が
見
込

ま
れ
ま
す
か
ら
、特
需
終
了
後
、被
災
地
に
お
け
る
就

労
機
会
を
創
出
す
る
こ
と
が
大
き
な
課
題
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

被
災
前
へ
の
復
旧
に
ジ
レ
ン
マ

ま
た
、農
業
へ
の
従
事
者
が
劇
的
に
減
る
、と
い
う
こ

と
は
、従
前「
集
落
」の
よ
う
な
単
位
で
行
わ
れ
て
き
た

水
利
施
設
な
ど
の
共
同
利
用
施
設
の
維
持
管
理
に
も
、

新
た
な
体
制
構
築
が
必
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
農
業
協
同
組
合（
Ｊ
Ａ
）の
立
場
か
ら
見
る

と
、従
前
五
〇
カ
所
の
顧
客（
組
合
員
）に
対
し
て
事

業
を
実
施
し
て
き
た
も
の
が
、た
っ
た
一
つ
の
経
営
体

を
相
手
に
す
る
だ
け
、と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。Ｊ
Ａ

の
収
入
基
盤
に
お
い
て
、金
融
・
共
済
の
ウ
エ
ー
ト
が
高

い
こ
と
か
ら
、こ
れ
は
Ｊ
Ａ
に
と
っ
て
は
危
機
感
の
あ
る

展
開
で
す
。

私
が
話
を
伺
っ
た
Ｊ
Ａ
で
は
、農
地
の
集
積
化
を
進

め
る
一
方
で
、離
農
者
向
け
に
新
た
な
就
農
機
会
の
創

出
を
模
索
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、そ
こ
で
も
壁
が
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あ
り
ま
す
。国
の
示
す「
復
旧
」は
、被
災
前
の
状
態
に

回
復
す
る
、と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。

し
た
が
っ
て
、た
と
え
ば
地
域
内
の
雇
用
創
出
の
た

め
、園
芸
団
地
を
整
備
し
よ
う
と
し
て
も
、被
災
前
に

園
芸
団
地
が
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
地
域
に
は
、国
費

で
の
整
備
が
で
き
な
い
、と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
Ｊ
Ａ
は
、独
自
に
施
設
園
芸
団
地
な
ど
の
新
設

事
業
の
実
施
を
模
索
し
て
い
ま
す
が
、管
内
の
新
規
事

業
希
望
者
全
部
に
対
応
す
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、絞
り

込
み
の
た
め
に
事
業
に
実
施
要
件
を
付
与
し
て
い
く
と
、

結
局
は
被
災
前
に
園
芸
施
設
が
な
か
っ
た
エ
リ
ア
に
は

不
利
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

被
災
前
の
状
態
へ
の
回
復
と
い
う
方
針
に
つ
い
て
は
、

異
論
を
唱
え
る
農
家
も
い
ま
す
。ほ
場
整
備
に
よ
る
農

地
の
大
規
模
化
の
前
に
、被
災
前
の
現
状
を
再
現
す
る

工
事
が
行
わ
れ
る
た
め
で
す
。

こ
れ
は
、国
の
財
政
財
源
の
違
い
に
よ
る
措
置
な
の
で

す
が
、「
復
旧
工
事
が
終
わ
っ
た
の
に
、ま
た
ほ
場
整
備

の
た
め
に
一
作
休
む
こ
と
に
な
る
。
き
れ
い
に
復
旧
工

事
を
し
た
の
に
、そ
れ
を
壊
し
て
大
規
模
化
す
る
。だ

っ
た
ら
最
初
か
ら
大
規
模
化
す
る
方
が
時
間
も
国
の

予
算
も
無
駄
に
な
ら
な
い
の
に
」
と
憤
り
を
隠
せ
な
い

農
家
も
い
ま
し
た
。

農
地
の
集
積
や
大
規
模
化
が
、地
域
社
会
経
済
と
い

う
面
か
ら
は
、地
域
内
に
お
け
る
就
業
先
の
減
少
と
い

う
事
態
を
招
く
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。し
か

し
、こ
れ
は
仙
台
市
な
ど
の
都
市
近
郊
の
農
業
地
域
に

は
必
ず
し
も
当
て
は
ま
り
ま
せ
ん
。

仙
台
市
の
沿
岸
部
も
、特
に
仙
台
東
部
道
路
よ
り

も
海
側
の
地
域
は
、津
波
で
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。こ
の
地
域
を
含
む
仙
台
平
野
で
は
、震
災
前
に
は

野
菜
作
を
行
う
畑
作
農
業
が
主
流
で
し
た
。

機
械
化
が
進
ん
で
い
る
稲
作
と
は
異
な
り
、畑
作
は

労
働
集
約
型
の
営
農
で
あ
り
、単
位
面
積
当
た
り
の
収

益
は
稲
作
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
実
際
に「
畑
が
一
㌶

あ
れ
ば
、水
田
は
な
く
と
も
専
業
農
家
と
し
て
経
営
が

継
続
で
き
る
」と
い
う
農
家
も
い
ま
す
。

経
営
統
合
に
は
腰
が
重
い
農
家
も

で
は
、こ
う
し
た
地
域
で
も
土
地
利
用
型
農
業
の
た

め
の
農
地（
水
田
）の
集
積
化
・
大
規
模
化
、農
家
の
経

営
統
合
が
進
展
す
る
か
と
い
え
ば
、そ
う
簡
単
で
も
あ

り
ま
せ
ん
。

ま
ず
最
大
の
理
由
は
、収
益
の
バ
ラ
ン
ス
は
畑
作
寄

り
で
も
、気
持
ち
と
し
て
は
稲
作
が
農
業
の
中
心
、と

い
う
農
家
の
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
ー
に
あ
り
ま
す
。
要
す
る

に
、自
分
の
田
ん
ぼ
は
自
分
で
つ
く
る
、と
い
う
気
持
ち

が
あ
る
、と
い
う
こ
と
で
す
。

た
だ
し
、津
波
に
よ
る
被
害
で
農
機
具
が
壊
滅
し
た

農
家
や
、も
と
も
と
小
規
模
だ
っ
た
兼
業
農
家
は
、や

は
り
こ
れ
を
機
会
に
離
農
す
る
、と
い
う
方
が
多
い
よ

う
で
す
。

も
う
一
つ
は
、こ
の
地
域
で
は
個
々
の
農
家
が
そ
れ

ぞ
れ「
一
匹
狼
」の
よ
う
に
経
営
し
て
き
た
た
め
、経
営

統
合
に
は
腰
が
重
い
、と
い
う
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、仙
台
市
の
市
街
地
に
近
い
ほ
ど
、今
は
農
地

で
あ
っ
て
も
い
ず
れ
農
地
転
用
許
可
が
下
り
れ
ば
莫
大

な
資
産
と
な
る
可
能
性
も
、集
積
化
を
阻
害
す
る
要

因
で
す
。

一
〇
年
間
の
白
紙
委
任
を
わ
ず
か
な
集
積
協
力
金

で
提
出
し
て
、大
規
模
ほ
場
に
自
分
の
土
地
が
組
み
入

れ
ら
れ
て
し
ま
え
ば
、宅
地
化
で
多
額
の
現
金
収
入
を

得
る
チ
ャ
ン
ス
は
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
な
る
、と
い
う
観
測
も
あ

り
ま
す
。

担
い
手
不
足
で
意
志
決
定
が
困
難

ま
た
、畑
作
で
専
業
経
営
が
成
立
す
る
と
い
う
好
条

件
の
地
域
で
あ
っ
て
も
、後
継
者
不
足
は
深
刻
化
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
ジ
レ
ン
マ
は
あ
り
な
が
ら
も
、復
旧
・
復

興
に
向
け
て
打
ち
出
さ
れ
る
、被
災
農
家
に
有
利
な
政

策
の
数
々
の
、ど
れ
を
採
用
し
、ど
れ
を
見
送
る
か
、次

世
代
の
リ
ー
ダ
ー
た
る「
担
い
手
」が
不
在
の
中
で
は
、

意
思
決
定
は
難
し
い
の
で
す
。

こ
の
地
域
で
は
、「
経
営
の
大
規
模
化
や
経
営
統
合
、

ほ
場
整
備
に
は
非
常
に
有
利
な
施
策
が
次
々
と
実
施

さ
れ
る
こ
と
は
、農
家
に
と
っ
て
は
追
い
風
と
な
る
部
分

も
あ
る
。し
か
し
、農
業
に
見
切
り
を
つ
け
、他
産
業
に

就
職
し
た
若
手
も
い
る
。若
手
の
リ
ー
ダ
ー
を
地
域
に

つ
な
ぎ
留
め
る
よ
う
な
施
策
が
、も
っ
と
早
く
欲
し
か

っ
た
」と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
震
災
復
興
の「
壁
」
ば
か
り
述
べ
て
き
ま

し
た
が
、最
後
に「
希
望
」の
部
分
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と

に
し
ま
す
。

震
災
発
生
直
後
、日
本
中
か
ら
、ま
た
世
界
中
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
支
援
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
は
、被

災
地
の
人
々
に
と
っ
て「
感
謝
」の
一
言
に
尽
き
る
こ

と
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
、そ
れ
か
ら
二
年
が
経
過
し
、被
災
地
へ
の
関

心
や
、復
興
支
援
の
機
運
が
急
速
に
衰
え
つ
つ
あ
る
の

も
事
実
で
す
。
実
際
に
、復
興
支
援
を
表
明
し
な
が
ら

も
、事
実
上「
撤
退
」す
る
者
も
数
多
く
い
ま
す
。

震
災
直
後
の
カ
オ
ス
状
態
に
あ
っ
て
は
、い
わ
ゆ
る
創

復興への「壁」崩し「希望」の人材育成を  
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造
的
復
興
は
夢
物
語
で
は
な
い
、と
い
う
雰
囲
気
も
あ

り
ま
し
た
。そ
の
後
の
復
興
は
、私
か
ら
は
、さ
ま
ざ
ま

な
旧
弊
の
復
旧
で
し
か
な
か
っ
た
よ
う
に
見
え
る
部
分

も
多
く
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、震
災
直
後
に
世
界
中
か
ら
被
災
地
に
参
集

し
た
人
々
の
中
に
も
、い
ま
だ
震
災
復
興
に
こ
だ
わ
り
、

震
災
復
興
業
務
に
と
ど
ま
り
続
け
る
人
々
も
存
在
し

ま
す
。

地
域
内
の
就
労
機
会
の
減
少
や
、若
年
層
の
地
域

外
・
農
外
産
業
へ
の
流
出
、ひ
い
て
は
担
い
手
の
不
足
と

い
う
よ
う
な
現
象
は
、被
災
地
に
限
っ
た
も
の
で
は
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
被
災
し
な
か
っ
た
地
域
で
も
、中

長
期
的
に
ジ
ワ
ジ
ワ
と
現
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
現
象
が
、

震
災
を
き
っ
か
け
に
よ
り
強
く
発
現
し
た
も
の
と
い
え

る
で
し
ょ
う
。

し
た
が
っ
て
、被
災
し
た
農
業
地
域
の
直
面
す
る
課

題
は
、日
本
全
国
の
地
方
・
農
業
地
域
が
将
来
直
面
す

る
課
題
で
あ
る
と
予
想
さ
れ
ま
す
。お
そ
ら
く
、現
場

に
踏
み
と
ど
ま
っ
て
い
る
人
々
の
多
く
は
、こ
の
問
題
意

識
を
強
く
感
じ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
ま
す
。

震
災
復
興
に
お
け
る「
希
望
」は
、震
災
を
き
っ
か

け
に
被
災
地（
震
災
前
か
ら
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少

に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
地
域
）に
さ
ま
ざ
ま
な
人
材
が
飛

び
込
ん
だ
こ
と
、そ
し
て
彼
ら
の
一
部
が
被
災
地
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

地
域
密
着
で
取
り
組
む
人
材
期
待

こ
れ
ま
で
そ
う
し
た
人
材
の
多
く
は
首
都
圏
に
滞
留

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、首
都
圏
か
ら
地
方
を
「
垣

間
見
る
」だ
け
で
は
、地
域
の
持
つ
課
題
の
本
質
に
触
れ

る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、も
し
彼
ら
が
課
題
に
気
付
い
た
と
し
て
も
、そ

の
解
決
策
を
提
示
す
る
た
め
に
は
、首
都
圏
か
ら
地
方

に
通
う
旅
費
と
時
間
が
必
要
で
す
。さ
ら
に
、首
都
圏

に
持
ち
帰
っ
た
課
題
を
首
都
圏
で
検
討
し
、再
び
地
方

で
実
現
可
能
性
を
検
討
し
、と
い
う
流
れ
で
の
解
決
策

づ
く
り
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

時
間
と
は
、優
秀
な
人
材
を
使
う
場
合
に
は
、高
価

な
人
件
費
に
よ
る
コ
ス
ト
上
昇
要
因
に
ほ
か
な
り
ま
せ

ん
。
優
秀
な
人
材
を
使
っ
た
解
決
策
の
提
示
に
は
、ど

う
し
て
も
高
い
コ
ス
ト
が
必
要
で
し
た
。

今
、さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解
決
す
る
能
力
を
持
っ
た

人
材
が
、地
域
内
に
存
在
す
る
。
地
域
の
課
題
に
彼
ら

が
密
着
し
、よ
り
早
く
・
よ
り
安
価
に
解
決
策
を
提
示

し
て
く
れ
る
。こ
れ
は
大
き
な「
希
望
」で
す
。

彼
ら
の
一
部
に
は
、驚
く
ほ
ど
高
い
キ
ャ
リ
ア
と
首

都
圏
へ
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
を
持
つ
者
も
い
ま
す
。キ
ャ
リ

ア
は
な
く
と
も
、カ
リ
ス
マ
的
な
実
行
力
を
持
つ
者
も
い

ま
す
。

ま
た
、も
と
も
と
地
域
内
に
い
た
も
の
の
、そ
の
能
力

を
発
揮
し
き
れ
て
い
な
か
っ
た
人
材
が
、震
災
後
に
大

活
躍
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、農
業
に
お
け
る
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

の
提
示
、Ｉ
Ｔ
農
業
の
進
展
、再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
の
実
現
と
い
っ
た
ニ
ュ
ー
ス
ト
ピ
ッ
ク
ス
の
よ
う
な

事
象
は
、こ
う
し
た
人
材
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
、あ
る

い
は
一
翼
を
担
っ
て
い
る
場
合
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

震
災
以
前
の
地
域
社
会
、あ
る
い
は
被
災
し
な
か
っ

た
地
域
に
お
い
て
、何
か「
新
し
い
こ
と
」を
、ニ
ュ
ー
ス

な
ど
で
報
道
さ
れ
る
程
度
に
ま
で
進
め
る
こ
と
は
、関

係
者
の
調
整
だ
け
で
も
多
大
な
労
力
や
コ
ス
ト
が
必
要

で
あ
る
は
ず
で
す
。

震
災
後
は
、創
造
的
復
興
に
賭
け
る
機
運
の
高
ま
り
、

支
援
に
よ
る
財
源
の
確
保
、そ
し
て
そ
れ
ら
を「
新
し
い

こ
と
」
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
運
用
し
た
人
材
が
あ
っ

て
、こ
の
短
期
間
に
こ
れ
だ
け
の「
新
し
い
こ
と
」が
走

り
だ
し
た
わ
け
で
す
。

カ
ギ
は
外
部
の
人
材
受
け
入
れ

つ
ま
り
、ト
ピ
ッ
ク
ス
は
、ま
さ
に
氷
山
の
一
角
に
す

ぎ
ず
、そ
の
成
否
は
短
期
的
に
重
要
な
こ
と
で
は
な
い

と
思
わ
れ
ま
す
。
地
域
社
会
・
経
済
が
そ
う
し
た
ト
ピ

ッ
ク
ス
を
生
み
出
す
方
向
で
動
き
だ
し
て
い
る
、そ
の

動
き
の
中
に
優
秀
な
人
材
が
い
る
と
い
う
こ
と
が
極
め

て
重
要
な
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、地
方
の
地
域
社
会
に
は
、い
ま
だ
多
分
に

外
部
の
人
材
や
ア
イ
デ
ア
を
簡
単
に
は
受
け
入
れ
な
い

と
い
っ
た
閉
鎖
的
な
体
質
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、震
災

復
興
に
か
か
る
カ
ネ
の
流
れ
は
、そ
れ
に
関
わ
る
人
々
の

エ
ゴ
も
巻
き
込
ん
で
、新
た
な
カ
オ
ス
を
生
み
だ
し
つ
つ

あ
る
よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、個
人
の
エ
ゴ
や
行
政
・
企
業

等
組
織
の
旧
弊
に
よ
っ
て
、震
災
復
興
に
志
を
燃
や
す

優
秀
な
人
材
を
、被
災
地
に
と
っ
て
単
な
る「
部
外
者

の
邪
魔
者
」に
し
て
し
ま
う
こ
と
は
最
悪
の
事
態
で
す
。

被
災
地
で（
あ
る
い
は
首
都
圏
に
あ
っ
て
も
）震
災

復
興
の
た
め
に
努
力
し
て
い
る
優
秀
な
人
材
を
「
将
来

の
日
本
社
会
の
課
題
を
解
決
し
う
る
人
材
」
と
し
て
、

そ
こ
に
滞
留
さ
せ
続
け
る
こ
と
、そ
う
し
た
人
材
を
今

後
も
絶
え
ず
創
出
し
て
い
く
こ
と
が
非
常
に
重
要
と
思

わ
れ
ま
す
。

今
後
は
こ
う
し
た
優
秀
な
人
材
の
育
成
に
力
点
を

置
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。�
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融
資
累
計
は
五
二
六
八
件

日
本
公
庫
農
林
水
産
事
業
で
は
、二

〇
一一
年
三
月
一一
日
の
東
日
本
大
震
災

（
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
）発
生
以

来
、被
害
を
受
け
た
農
林
漁
業
者
、食

品
関
連
企
業
に
対
し
、融
資
や
既
往
借

入
の
返
済
条
件
緩
和
を
通
じ
て
復
旧
・

復
興
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

震
災
発
生
後
、一
二
年
一
二
月
末
ま

で
の
震
災
関
連
融
資
の
累
計
実
績
は

五
二
六
八
件
、一
五
〇
五
億
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

業
種
別
に
み
る
と
、農
業
向
け
が
三

五
〇
四
件
、
一
〇
一
三
億
円
と
融
資

件
数
、融
資
金
額
と
も
全
体
の
七
割

弱
を
占
め
、漁
業
向
け（
一
六
八
九
件
、

二
九
五
億
円
）が
そ
れ
に
続
き
ま
す
。

農
業
向
け
融
資
の
中
で
は
、飼
料
メ
ー

カ
ー
の
被
災
に
よ
る
飼
料
供
給
の
一
時

停
止
や
原
発
事
故
後
の
出
荷
制
限
、風

評
被
害
な
ど
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
畜

産
業
向
け
の
融
資
が
多
く
、一
六
七
四

件
、七
四
二
億
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、震
災
に
よ
る
津
波
の
被
害
が
大

き
か
っ
た
東
北
・
北
関
東
の
太
平
洋
沿
岸

に
お
け
る
融
資
が
中
心
で
、青
森
、岩
手
、

宮
城
、福
島
、茨
城
お
よ
び
千
葉
の
各
県

の
融
資
実
績
は
四
〇
八
五
件
、九
五
八
億

円
と
な
り
ま
し
た
。中
で
も
、宮
城
県
で

は
二
〇
一
五
件
、二
九
四
億
円
と
最
も
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

被
災
県
の
状
況
を
み
る
と
、沿
岸
部

の
農
地
や
漁
港･

漁
船
へ
の
被
害
が
大

日本政策金融公庫・農林水産事業
情報戦略レポート

Report on research

震災関連融資が
1500億円超

震災からの復興を
今後も全力で支援

●

東日本大震災で被害を受けられたお客さ
まに対し、日本公庫農林水産事業が取り
組んでまいりました各種支援策の実施状
況をまとめましたので、ご報告します。

き
か
っ
た
宮
城
県
で
は
、耕
種
農
業
や

漁
業
向
け
の
融
資
実
績
が
他
県
と
比
べ

て
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。一
方
、青
森
県
、

岩
手
県
お
よ
び
千
葉
県
で
は
、畜
産
業

向
け
融
資
が
い
ず
れ
も
融
資
の
中
心
と

な
り
ま
し
た（
表
１
）。

資
金
使
途
別（
設
備
資
金
、運
転
資
金

の
別
）に
み
る
と
、融
資
金
額
で
は
設
備

資
金
七
七
五
億
円
、運
転
資
金
七
三
一
億

円
と
な
り
ま
し
た
。融
資
件
数
で
は
設

備
資
金
が
一
二
一
九
件
、運
転
資
金
が

四
〇
四
九
件
と
運
転
資
金
が
大
き
く
上

回
っ
て
い
ま
す（
表
２
）。

復
興
︑経
営
再
開
融
資
が
増
加

四
半
期
別
の
融
資
実
績
の
推
移
を

み
る
と
、資
金
使
途
別
で
は
二
〇
一一
年

一
二
月
末
ま
で
は
農
業
や
漁
業
に
対
す

る
運
転
資
金
が
中
心
で
、全
体
の
融
資

額
六
一
九
億
円
の
う
ち
、四
一
〇
億
円

（
六
六・二
％
）が
運
転
資
金
で
し
た
。そ

の
後
、一
二
年
一
月
か
ら
一
二
月
末
ま

で
の
融
資
実
績
の
う
ち
、設
備
資
金
は

五
六
六
億
円
で
、こ
の
間
の
全
体
の
融
資

額（
八
八
六
億
円
）の
六
三・八
％
を
占
め
、

設
備
資
金
が
運
転
資
金
を
上
回
る
状
態

と
な
り
ま
し
た
。時
間
の
経
過
と
と
も
に
、

本
格
的
な
経
営
の
再
開
や
復
興
に
必
要

な
資
金
へ
需
要
が
シ
フ
ト
し
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
ま
す（
図
１
）。

業
種
別
に
み
る
と
、農
業
と
漁
業
は

一一
年
一
〇
月
か
ら
一
二
年
三
月
末
の
間

に
融
資
実
績
が
伸
び
ま
し
た
。こ
れ
は
、

一一
年
一一
月
に
補
正
予
算（
第
三
次
補

正
）が
成
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、震
災
関

連
融
資
に
必
要
な
予
算
が
増
額
さ
れ
た

こ
と
や
、年
末
、年
度
末
の
資
金
需
要
期

に
差
し
掛
か
っ
た
た
め
、資
金
調
達
を
す

る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
理
由
と

思
わ
れ
ま
す
。

農
業
で
は
、一
二
年
四
月
以
降
、融

資
金
額
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
肉
用
牛

肥
育
経
営
を
中
心
に
、被
災
者
に
対
し
、

保
険
金
や
原
発
事
故
の
補
償
金
が
支
払

わ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、運
転
資
金
に
対
す

る
需
要
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

漁
業
で
は
、一
二
年
四
月
以
降
、、運

転
資
金
の
融
資
は
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
る
一

方
、漁
船
建
造
向
け
の
融
資
が
増
加
し

ま
し
た
。

食
品
産
業
向
け
融
資
は
水
産
加
工

業
者
へ
の
融
資
が
中
心
で
す
。
一
一
年

一
二
月
末
ま
で
は
大
き
な
融
資
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、各
地
の
漁
港
の
復
旧

に
伴
い
、太
平
洋
沿
岸
の
水
産
加
工
業

者
が
被
災
し
た
工
場
な
ど
の
施
設
を
復

旧
す
る
た
め
の
事
業
が
本
格
化
し
始
め

ま
し
た
。
一
二
年
以
降
の
四
半
期
ご
と

の
融
資
実
績
は
二
〇
～
四
○
億
円
で
推

移
し
て
お
り
、前
年
の
同
時
期
と
比
べ
て

増
加
し
ま
し
た（
図
２
）。

特別編 
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図1　四半期別累計融資実績（資金使途別） 図2　四半期別累計融資実績（業種別）

表1　地域別・業種別実績
（単位：件、百万円） 農業

林業 漁業 食品産業 総計
耕種 畜産 その他

全国
件数 3,504 1,530 1,674 300 25 1,689 50 5,268

金額 101,337 16,045 74,187 11,105 5,095 29,547 14,559 150,539

うち
青森県

件数 69 5 64 ─ ─ 45 2 116

金額 7,110 39 7,071 ─ ─ 1,740 2,400 11,250

岩手県
件数 316 55 226 35 5 22 10 353

金額 8,841 384 8,239 218 554 1,560 1,643 12,598

宮城県
件数 1,144 670 334 140 3 854 14 2,015

金額 15,216 6,620 7,341 1,255 803 11,471 1,949 29,439

福島県
件数 209 128 66 15 9 8 9 235

金額 4,232 1,215 2,850 167 145 1,641 1,148 7,165

茨城県
件数 555 375 136 44 ─ 11 2 568

金額 18,145 4,551 6,604 6,989 ─ 2,970 370 21,485

千葉県
件数 569 163 352 54 ─ 228 1 798

金額 12,416 1,223 10,297 896 ─ 1,323 130 13,869

表2　地域別・資金使途別実績
（単位：件、百万円）

設備資金 運転資金 総計

全国
件数 1,219 4,049 5,268

金額 77,475 73,064 150,539

うち
青森県

件数 39 77 116

金額 9,324 1,927 11,250

岩手県
件数 113 240 353

金額 8,377 4,221 12,598

宮城県
件数 444 1,571 2,015

金額 10,960 18,480 29,439

福島県
件数 100 135 235

金額 4,350 2,815 7,165

茨城県
件数 228 340 568

金額 12,325 9,160 21,485

千葉県
件数 101 697 798

金額 4,347 9,522 13,869

食品
漁業
林業
農業

運転
設備

160,000

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

（百万円）
160,000

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

00

（百万円）

食品
漁業
林業
農業

2011年
3月末 6月末 9月末 12月末

2012年
3月末 6月末 9月末 12月末

101,33792,53882,32773,48947,58222,5348,4593,370
合計 150,539134,462117,663101,85761.91128,38110,5683,870

5,0955,0574,8253,002940900
29,54726,32622,73619,94111,1744,0466090
14,55910,5417,7765,4262,2151,7921,500500運転

設備

2011年
3月末 6月末 9月末 12月末

2012年
3月末 6月末 9月末 12月末

77,47567,20555,95045,75620,90011,5826,8493,411
合計 150,539134,462117,663101,85761,91128,38110,5683,870

73,06467,25861,71356,10141,01116,7983,720459

※図1、2の金額は表示桁前を四捨五入。
　したがって、合計値は内訳の集計値とは一致しないことがある。
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ま
り
ま
す
。震
災
に
よ
る
経
営
への
影
響

が
長
期
に
及
ぶ
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
、比
較
的
長
め
の
償
還
期
間
を
設
定

し
た
融
資
が
多
か
っ
た
と
言
え
ま
す
。

設
備
資
金
で
は
、大
型
事
業
に
対
応

す
る
た
め
、償
還
期
間
一
五
年
を
超
え
る

融
資
件
数
が
三
四
五
件
と
設
備
資
金
全

体
の
二
八・三
％
を
占
め
ま
し
た（
図
４
）。

融
資
額
で
は
三
一
七
億
円
と
設
備
資
金

全
体
の
四
〇・九
％
に
当
た
り
ま
す
。

返
済
条
件
緩
和
で
復
興
支
援

二
〇
一
二
年
一
二
月
末
ま
で
に
、被
害

を
受
け
た
一
〇
三
七
先
の
お
客
さ
ま
に

対
し
、償
還
期
間
の
延
長
な
ど
既
往
借

入
の
返
済
条
件
の
緩
和
を
行
い
、お
客
さ

ま
の
経
営
の
安
定
化
を
支
援
し
ま
し
た
。

業
種
別
で
は
、農
業
が
八
六
七
先
と

八
三・六
％
を
占
め
て
い
ま
す（
図
５
）。

太
平
洋
沿
岸
の
六
県
で
は
八
八
九
先�

と
全
体
の
八
五・七
％
を
占
め
て
い
ま
す
。�

こ
の
う
ち
宮
城
県
の
お
客
さ
ま
が
二
七�

一
先
で
全
体
の
約
四
分
の
一
を
占
め
、次

い
で
岩
手
県（
二
〇
一
先
）、福
島
県（
一�

八
八
先
）の
順
と
な
っ
て
い
ま
す（
図
６
）。

四
半
期
別
で
は
、一
一
年
四
月
か
ら

一
二
年
三
月
末
ま
で
に
条
件
緩
和
の
実

施
が
増
え
ま
し
た
が
、一
二
年
四
月
以

降
は
増
加
の
ペ
ー
ス
が
鈍
化
し
て
い
ま
す

（
図
７
）。�

（
営
業
推
進
部
）

九
割
弱
が
三
〇
〇
〇
万
以
下

震
災
関
連
融
資
の
一
件
当
た
り
の
平

均
融
資
額
は
二
八
五
八
万
円
と
な
っ
て

お
り
、融
資
件
数
の
九
割
弱
が
融
資
額

三
〇
〇
〇
万
円
以
下
の
利
用
で
す
。

運
転
資
金
の
一
件
当
た
り
平
均
融

資
額
は
一
八
〇
四
万
円
で
し
た
。特
に
、

五
〇
〇
万
円
以
下
の
小
口
の
利
用
が
融

資
件
数
の
四
割
強
を
占
め
、農
林
漁
業

者
の
経
営
再
開
、維
持
の
取
り
組
み
を

き
め
細
か
く
支
援
し
ま
し
た
。

設
備
資
金
の
一
件
当
た
り
平
均
融
資

額
は
六
三
五
六
万
円
で
し
た
。復
興
の
取

り
組
み
が
次
第
に
本
格
化
す
る
に
つ
れ
て
、

大
口
の
融
資
も
増
加
し
ま
し
た
。融
資

額
一
億
円
を
超
え
る
設
備
資
金
の
融
資

は
、件
数
で
は
一
七
一
件
と
設
備
資
金

全
体（
一
二
一
九
件
）の
一
四・〇
％
で
す
が

（
図
３
）、融
資
額
で
は
六
〇
六
億
円
と

設
備
資
金
全
体（
七
七
五
億
円
）の
八
割

弱
を
占
め
て
い
ま
す
。

震
災
関
連
融
資
の
平
均
償
還
期
間
は

一
〇
・三
年（
う
ち
設
備
資
金
一
三・三

年
、運
転
資
金
九・四
年
）で
す
。

全
体
で
は
、償
還
期
間
五
年
超
一
五

年
以
下
の
融
資
件
数
が
四
三
三
〇
件
と

全
体
の
八
二
・
二
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

運
転
資
金
は
、償
還
期
間
五
年
以
下

の
融
資
は
四
九
〇
件
と
、運
転
資
金
全

体（
四
〇
四
九
件
）の
一
二
・一
％
に
と
ど

被
災
者
と
親
身
に
向
き
合
い

震
災
復
興
を
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

日
本
公
庫
仙
台
支
店
農
林
水
産

事
業
で
は
、震
災
で
被
災
さ
れ
た
お

客
さ
ま
に
各
種
の
支
援
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
経
過
は
、大
き
く
分

け
て
次
の
と
お
り
で
す
。

①
震
災
直
後
～
二
〇
一
一
年
六
月
、

お
客
さ
ま
の
安
否
や
被
災
状
況
を

確
認
。
当
面
の
資
金
繰
り
支
援
の

た
め
、返
済
条
件
を
緩
和

②
一一
年
六
月
以
降
、経
営
の
再
開
や

原
発
事
故
に
伴
う
出
荷
規
制
・
風

評
被
害
に
よ
る
苦
し
い
資
金
繰
り

支
援
の
た
め
、運
転
資
金
を
融
資

③
一
一
年
九
月
以
降
、補
助
金
な
ど

を
活
用
し
た
復
旧
・
復
興
の
た
め

の
ハ
ウ
ス
や
漁
船
、水
産
加
工
施
設

な
ど
に
対
し
、設
備
資
金
を
融
資

近
時
で
は
、当
面
の
資
金
繰
り
へ
の

支
援
は
落
ち
着
き
を
見
せ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、津
波
被
害
の
甚
大
な
沿
岸

部
の
復
旧
・
復
興
は
ま
だ
道
半
ば
と

言
え
、営
農
再
開
の
環
境
が
整
わ
な

い
水
稲
、施
設
野
菜
の
お
客
さ
ま
か

ら
は
、運
転
資
金
を
含
め
依
然
多
く

の
融
資
相
談
が
継
続
し
て
い
ま
す
。一

方
、ほ
場
の
大
区
画
化
や
新
た
な
法

人
設
立
、六
次
産
業
化
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、

日
本
有
数
の
先
進
農
業
地
域
と
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

水
産
業
で
は
、漁
業
生
産
施
設
の

復
旧
が
進
み
つつ
あ
り
ま
す
が
、漁
港

や
水
産
加
工
団
地
の
復
旧
に
は
被
災

の
程
度
に
よ
る
差
が
表
面
化
し
て
い

ま
す
。
主
要
水
産
基
地
で
は
、青
森

県
八
戸
の
復
旧
が
早
く
、岩
手
県
内

が
こ
れ
に
続
き
、気
仙
沼
、石
巻
な
ど

宮
城
県
内
で
や
や
遅
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
放
射
能
問
題
に
よ
る
風
評

被
害
の
圧
力
も
、特
に
福
島
、宮
城
に

お
い
て
強
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。

生
活
面
を
含
め
、被
災
地
の
課
題
は

山
積
し
て
い
ま
す
が
、徐
々
に
復
興
が

進
展
す
る
よ
う
、支
店
と
し
て
も
そ
の

歩
み
を
し
っ
か
り
と
後
押
し
し
て
ま

い
り
ま
す
。

皆
さ
ま
に
は
息
の
長
い
ご
支
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
し
ま
す
。

仙
台
支
店
農
林
水
産
事
業
統
轄
　
義
家 

光
久
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図7　返済条件緩和 承認実績累計推移（業種別）

図3　融資金額区分別融資実績 図4　償還期間別融資実績

全体

運転

設備

全体

運転

設備

0 20 40 60 80 100 0 20 40 60 80 100

平均
2,858万円

平均
1,804万円

平均
6,356万円

平均
10.3年

平均
9.4年

平均
13.3年

5百万円以下
5百万円～10百万円
10百万円～30百万円

30百万円～50百万円
50百万円～100百万円
100百万円以超

5年以下
5～10年
10～15年

15～20年
20年超

10.8% 41.9% 40.3% 5.7%

1.3%

40.3% 21.5% 26.5%

3.2%

3.5%

5.0%

12.1% 44.7% 42.6%

0.6%

43.0% 21.4% 28.2%

2.6%

2.5%

2.2%

31.3% 21.8% 20.9% 5.3% 6.7% 14.0%

※融資件数により集計 ※融資件数により集計

6.3% 32.6% 32.8% 22.8% 5.5%

図6　返済条件緩和 承認実績累計（地域別）図5　返済条件緩和 承認実績累計（業種別）

農業
867先

（83.6％）

青森県 35先（3.4％）

林業
15先

（1.4％） 岩手県
201先

（19.4％）

漁業
63先

（6.1％）

宮城県
271先

（26.1％）

食品
92先

（8.9％）

福島県
188先

（18.1％）

茨城県
157先

（15.1％）

千葉県
37先

（3.6％）

その他
148先

（14.3％）

1,037先1,037先

※図3～6の比率は表示桁前を四捨五入。
　したがって、合計値は内訳の集計値とは一致しないことがある。

食品
漁業
林業
農業

1200

1000

800

600

400

200

0

（先）

食品
漁業
林業
農業

2011年3月末 6月末 9月末 12月末 2012年3月末 6月末 9月末 12月末

8678137777285944422897
合計 1,03797593187270952834610

151313119320
636160605532203
928881735151350
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亀
山 

初
美
さ
ん

香
川
県
高
松
市

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
農
幸
生
活 

代
表
理
事

農
業
に
深
く
の
め
り
込
む

自
分
が
い
る
。

農
業
に
、な
ぜ
な
の
？

私
た
ち
が
生
き
て
い
く
の
に

農
業
が
原
点
に
あ
る
か
ら
。

か
つ
て
は
産
学
官
が
手
を
組
み
農
業
発
展
を
支
援
す
る

動
き
も
。今
、農
商
工
連
携
と
い
う
異
業
種
が
協
力
す
る

こ
と
で
新
し
い
価
値
を
創
造
す
る
。ど
ち
ら
も
視
点
は

農
業
と
い
う
産
業
で
あ
る
。「
農
と
食
」を
つ
な
ぐ
マ
マ

さ
ん
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
農
業
を
元
気
に
す
る
。
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途
中
で
投
げ
出
す
な
ど
あ
り
得
な
い

「
亀
山
さ
ん
と
は
一
生
付
き
合
っ
て
い
く
で
し

ょ
う
。
絶
対
に
途
中
で
投
げ
出
さ
ず
支
援
し
て

く
れ
る
。
農
家
に
な
い
発
想
も
持
っ
て
い
ま
す
」

―
。
ま
つ
も
と
農
園（
香
川
県
綾
歌
町
）の
松

本
稔
さ
ん（
四
〇
）は
亀
山
初
美
さ
ん（
四
七
）に

つ
い
て
こ
う
話
す
。
同
農
園
は
亀
山
さ
ん
が
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た
農
商
工
連
携
の
第
一
号
。ミ
ニ

ト
マ
ト
を
使
っ
た
加
工
品
を
開
発
し
た
。

代
表
理
事
を
務
め
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
農
幸
生
活

は
、一
次
産
業
の
活
性
化
を
通
じ
、農
と
食
を
よ

り
豊
か
に
し
よ
う
と
す
る
組
織
。亀
山
さ
ん
は
農

と
食
を
つ
な
ぐ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
だ
。理
事
に

は
デ
ザ
イ
ナ
ー
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、商
工
関
係
者
、

大
学
教
授
、生
産
者
ら
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
。農
業

者
か
ら「
六
次
産
業
化
に
取
り
組
み
た
い
」「
農
商

工
連
携
に
取
り
組
み
た
い
」
と
相
談
さ
れ
、亀
山

さ
ん
が
と
こ
と
ん
話
し
合
い
、双
方
の
決
心
が
固

ま
る
と
、計
画
書
作
成
か
ら
補
助
金
申
請
、専
門

家
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
取
り
入
れ
て
商
品
開
発
、販
売
へ

と
コ
マ
を
進
め
る
。
一
月
一
三
日
に
開
店
し
た
広

野
牧
場（
同
県
三
木
町
）の
ジ
ェ
ラ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ

「
Ｍム

ッ

カ

Ｕ
Ｃ
Ｃ
Ａ
」も
計
画
段
階
か
ら
関
わ
っ
て
い
る
。

し
か
し
、亀
山
さ
ん
は
や
み
く
も
に
六
次
産
業

化
を
農
業
者
に
勧
め
な
い
。
む
し
ろ「
や
め
た
ほ

う
が
い
い
」
と
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
る
こ
と
が
多
々

あ
る
。

「
ヒ
ト
、モ
ノ
、カ
ネ
が
そ
ろ
っ
て
い
な
い
と
六
次

産
業
化
は
で
き
な
い
し
、品
質
の
よ
い
農
産
物
を

つ
く
れ
な
い
人
間
が
六
次
産
業
化
で
成
功
す
る
わ

け
が
な
い
。
加
工
品
も
大
切
な
の
は
品
質
。
品
質

を
求
め
る
な
ら
ば
丁
寧
に
慎
重
に
向
き
合
う
し

か
あ
り
ま
せ
ん
。な
ぜ
な
ら
、中
途
半
端
な
考
え

で
中
途
半
端
な
商
品
を
つ
く
れ
ば
、結
果
的
に
農

業
者
に
跳
ね
返
っ
て
き
ま
す
か
ら
」

農
業
者
に
も
手
厳
し
い
が
、自
分
に
も
厳
し
い
。

農
業
と
関
わ
り
が
で
き
た
の
は
二
〇
〇
八
年
頃
か

ら
。
香
川
県
内
の
若
手
農
家
で
つ
く
る
グ
ル
ー
プ

と
の
出
会
い
が
き
っ
か
け
だ
。
ま
つ
も
と
農
園
や

広
野
牧
場
と
も
こ
の
頃
か
ら
の
付
き
合
い
だ
。
亀

山
さ
ん
は
農
業
で
は
ず
ぶ
の
素
人
。
知
り
合
い
の

農
家
の
も
と
に「
週
八
日
」
と
い
う
ほ
ど
頻
繁
に

通
い
、作
物
の
つ
く
り
方
か
ら
、農
作
業
の
流
れ
な

ど
を
徹
底
的
に
教
わ
っ
た
。

こ
こ
ま
で
徹
底
す
る
の
は
、中
小
企
業
経
営
者

を
サ
ポ
ー
ト
す
る
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
に

い
る
知
人
の
一
言
が
ず
っ
と
頭
に
あ
る
か
ら
。「
一

度
乗
っ
た
列
車
は
途
中
で
降
り
ら
れ
へ
ん
。
農
家

は
行
き
着
く
と
こ
ろ
ま
で
行
く
の
に
、支
援
に
回

る
自
分
た
ち
だ
け
降
り
る
な
ど
あ
り
え
ん
」
―
。

こ
の
言
葉
を
今
で
も
肝
に
銘
じ
て
い
る
。

起
業
を
決
心
さ
せ
た
出
来
事

若
手
農
家
に
も
手
厳
し
い
。「
ど
ん
ぶ
り
勘
定

の
農
家
が
多
い
。
自
分
の
つ
く
っ
た
作
物
を
タ
ダ

で
く
れ
る
こ
と
な
ど
そ
の
典
型
」
。コ
ス
ト
を
か
け

て
つ
く
っ
た
も
の
な
の
に「
好
き
で
つ
く
り
よ
る
け

ん
」「
こ
ん
な
も
の
し
か
な
い
け
ど
」と
差
し
出
す
。

「
自
信
の
な
い
も
の
な
ら
持
っ
て
来
る
な
。
丹
精

込
め
て
つ
く
っ
た
ん
ち
ゃ
う
ん
か
と
言
う
ん
で
す
」
。

支
援
す
る
農
業
者
か
ら
は
月
五
〇
〇
〇
円
～

p.19
まつもと農園松本稔さんと。「迷ったら
現場に行きます。農家と膝詰めで話し
あわんと何にも始まりません」
p.20
右／広野牧場の広野正則社長（中央）

も亀山さんを頼りにする
左上／「板前を目指したこともあった」

というほど料理好き
左下／広野牧場がオープンしたジェラ

ートショップ「MUCCA」にて



2013・3 AFCフォーラム　21

り
に
つ
ま
ず
き
、途
方
に
く
れ
た
末
だ
っ
た
。「
起

業
家
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
機
関
は
数
々
あ
る
の
に
、

ど
こ
も
助
け
て
く
れ
な
か
っ
た
」
。
泣
き
崩
れ
る

友
人
の
言
葉
が
頭
の
中
に
ず
っ
と
残
っ
た
。

ホ
テ
ル
、機
械
メ
ー
カ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
仕

事
を
経
験
し
た
亀
山
さ
ん
は
こ
の
頃
、ビ
ジ
ネ
ス

全
般
に
求
め
ら
れ
る
基
本
を
学
ぶ「
ビ
ジ
ネ
ス
エ
キ

ス
パ
ー
ト
研
修
」
を
受
講
し
て
い
た
。
起
業
家
を

支
援
す
る
人
々
が
受
講
す
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
。

友
人
の
一
言
に「
起
業
家
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
し

か
な
い
」と
決
心
し
た
。だ
が
こ
の
頃
は
子
育
て
の

真
っ
最
中
。
夫
、雄
二
さ
ん（
五
七
）か
ら
は「
お

前
ひ
と
り
や
っ
て
も
何
も
変
わ
ら
ん
」
。
亀
山
さ

ん
も「
私
が
や
ら
ん
と
も
っ
と
変
わ
ら
ん
や
ん
」と

応
戦
す
る
が
結
論
は
出
な
か
っ
た
。
あ
き
ら
め
て

風
呂
に
入
っ
た
と
き
、義
母
が
戸
を
開
け
「
や
っ

た
ら
え
え
」と
言
っ
て
く
れ
た
。「
こ
の
一
言
が
な

け
れ
ば
今
の
自
分
は
い
な
い
」
。

農
業
は
生
き
る
原
点
だ
か
ら

二
〇
〇
六
年
四
月
、四
国
ド
リ
ー
ム
ビ
ズ
と
い

う
会
社
を
立
ち
上
げ
た
。
当
初
は
、顧
客
は
い
な

い
。
糸
口
を
つ
か
む
た
め
異
業
種
交
流
会
に
積
極

的
に
参
加
し
た
。
す
る
と
お
金
も
な
く
頭
角
を

現
し
て
い
な
い
起
業
家
は
、相
談
を
持
ち
か
け
る

場
所
も
支
援
も
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。「
底
支

え
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
ん
や
」
。

起
業
家
に
会
っ
て〝
話
を
聞
く
〟こ
と
か
ら
始

め
た
。「
あ
れ
こ
れ
話
し
合
う
う
ち
に
自
分
の
考

え
に
整
理
が
付
く
。こ
の
先
ど
う
い
う
ス
テ
ッ
プ

を
踏
め
ば
い
い
か
を
一
緒
に
考
え
る
ん
で
す
」
。話

を
聞
く
だ
け
で
は
お
金
に
な
ら
な
い
の
で
、パ
ソ
コ

ン
の
組
み
立
て
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
な
ど
で
収

入
を
得
た
。幾
人
か
の
起
業
家
を
育
て
た
。

若
手
農
家
と
の
縁
が
生
ま
れ
、彼
ら
が「
香
川

げ
ん
き
ネ
ッ
ト
Ｓ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
」
と
い
う
組
織
を
立
ち

上
げ
る
と
、こ
の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
農
商
工
連

携
や
六
次
産
業
化
な
ど
事
業
領
域
を
広
げ
て
い

く
取
り
組
み
が
生
ま
れ
、亀
山
さ
ん
に
も
幅
広
い

技
量
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
私
だ
け
で

は
限
界
。
農
家
を
各
方
面
か
ら
支
援
す
る
受
け

皿
を
つ
く
ら
な
い
と
」
―
。
会
う
人
ご
と
に
相

談
し
た
。そ
の
人
た
ち
が
理
事
や
監
事
を
引
き
受

け
て
く
れ
る
こ
と
に
な
り
、一
二
年
三
月
、農
幸

生
活
を
設
立
し
た
。

今
は
仕
事
の
大
半
は
農
業
関
係
。亀
山
さ
ん
の

発
想
や
助
言
を
求
め
る
農
家
が
そ
れ
だ
け
多
い
ゆ

え
ん
だ
ろ
う
。
亀
山
さ
ん
自
身
も
深
く
農
業
に
の

め
り
込
ん
で
い
る
。な
ぜ
農
業
な
の
か
？「
私
た
ち

が
生
き
る
原
点
だ
か
ら
。
衣
食
住
で
何
よ
り
大

事
な
の
は
農
で
あ
り
食
で
す
か
ら
」と
き
っ
ぱ
り
。

農
幸
生
活
は
現
在
、商
店
街
を
舞
台
に
し
た
マ
ル

シ
ェ
の
開
催
や
直
売
所
運
営
を
し
て
い
る
が
、近
い

将
来
、高
齢
者
な
ど
個
人
宅
へ
の
宅
配
、子
ど
も

た
ち
の
学
校
給
食
の
改
善
に
も
乗
り
出
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。「
食
材
供
給
し
て
く
れ
る
農
家
た

ち
が
控
え
て
い
ま
す
か
ら
。
あ
の
子
ら
何
か
や
り

た
く
て
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
ま
す
か
ら
」
。こ
う
話
す

亀
山
さ
ん
も
ウ
ズ
ウ
ズ
し
て
い
た
。厳
し
さ
の
中
に

あ
ふ
れ
る
愛
情
。
愛
情
ゆ
え
の
責
任
感
。
農
業
が

求
め
る
人
材
だ
。�

（
青
山 

浩
子
／
文
　
河
野 

千
年
／
撮
影
）

企
業
経
営
者
の
一
人
だ
か
ら
」
。
本
音
を
ズ
バ
リ

言
う
た
め
誤
解
を
す
る
人
も
い
る
だ
ろ
う
。だ
が

「
農
業
に
は
こ
う
い
う
人
が
必
要
」
と
広
野
牧
場

の
広
野
正
則
社
長
は
言
う
。
本
人
も
ス
タ
ン
ス
を

変
え
る
つ
も
り
は
な
い
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
理
由
が
あ
る
か
ら
だ
。

二
〇
〇
五
年
秋
、亀
山
さ
ん
の
友
人
の
夫
が
み

ず
か
ら
命
を
絶
っ
た
。起
業
し
た
途
端
に
資
金
繰

の
会
費
を
も
ら
っ
て
い
る
。
農
場
に
通
う
回
数
、

話
し
合
い
の
時
間
を
考
え
れ
ば
採
算
に
合
う
金
額

で
は
な
い
が「
一
円
で
も
出
し
て
も
ら
う
関
係
を

つ
く
ろ
う
と
思
っ
た
。こ
の
一
円
を
一
〇
〇
円
に

し
、一
万
円
の
価
値
に
変
え
ろ
と
言
っ
て
い
る
」
。

亀
山
さ
ん
は「
農
家
を
支
援
す
る
」
と
い
う
意

識
は
な
い
。「
経
営
者
と
し
て
見
て
い
ま
す
。農
業

を
特
別
扱
い
す
る
か
ら
お
か
し
い
。
農
家
も
中
小

農幸生活の広野正則理事（左）、熊紀三夫副代表理事（中）と
ともに。２人とも「いつも、誰に対しても変わらないところが
亀山さんのよさ」と言う

農幸生活URL…http://www.nohkoh-seikatsu.jp
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連載 第132回

日
本
で
初
め
て
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
販
売
さ
れ

た
の
は
意
外
に
昔
で
、慶
応
元
年（
一
八
六
五

年
）で
す
。ア
メ
リ
カ
人
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
リ
ズ
レ
ー

が
横
浜
の
外
国
人
居
留
地
に
あ
っ
た
サ
ロ
ン
で
、ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
を
売
り
出
し
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
あ
と
、日
本
人
と
し
て
は
明
治
二
年（
一
八 

六
九
年
）、町
田
房
造（
房
蔵
）が
横
浜
馬
車
道
通
り

で
氷
と
塩
を
用
い
て
製
造
し
た
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム「
あ

い
す
く
り
ん
」
を
販
売
し
た
の
が

最
初
で
す
。
当
時
の
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
は
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
に
近
い
食

感
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
誕
生
の
地
と

言
わ
れ
て
い
る
馬
車
道
に
は
、裸

の
女
性
が
幼
児
を
抱
い
た「
太
陽

の
母
子
像
」と
い
う
彫
刻（
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
）が
あ
り
ま
す
。
碑
文
を

読
ま
な
い
と
、こ
れ
が
ア
イ
ス
ク
リ

ー
ム
の
誕
生
を
記
念
す
る
碑
と

は
気
が
つ
か
な
い
で
し
ょ
う
。

碑
文
に
は
、『
横
浜
沿
革
史
に

「
明
治
二
年
六
月
馬
車
道
通
常
盤
町
五
丁
目
ニ
於

テ
町
田
房
造
ナ
ル
モ
ノ
氷
水
店
ヲ
開
業
ス････

」
と

誌
さ
れ
て
い
ま
す
　
日
本
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
誕

生
で
す
　
私
達
は
こ
れ
を
記
念
し
　
こ
の
ゆ
か
り
の

地
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
建
て
寄
贈
い
た
し
ま
す････

』

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

碑
文
に
あ
る
横
浜
沿
革
史
で
は
、「
明
治
二
年
、馬

車
道
通
常
磐
五
丁
目
ニ
於
テ
、町
田
房
蔵
ナ
ル
モ
ノ

氷
水
店
ヲ
開
業
ス
。 

当
時
ハ
外
国
人
稀
ニ
立
寄
、氷
又

ハ
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
ヲ
飲
用
ス
。本
邦
人
ハ
之
ヲ
縦
覧

ス
ル
ノ
ミ
。
店
主
為
ニ
当
初
ノ
目
的
ヲ
失
シ
大
イ
ニ
損

耗
ス
。
尚
翌
三
年
四
月
、伊
勢
山
皇
太
宮
祭
ニ
際
シ
、

再
ヒ
開
業
セ
シ
ニ
頗
ル
繁
盛
ヲ
極
メ
、因
テ
前
年
ノ
失

敗
ヲ
恢
復
セ
リ
ト
。
爾
来
陸
続
客
ア
リ
テ
、恰
モ
専

売
権
ヲ
得
タ
ル
如
ク
繁
盛
ヲ
極
メ
タ
リ
。
之
ヲ
氷
水

店
ノ
嚆
矢
ト
ス
。」と
伝
え
て
い
ま
す
。

日
本
初
登
場
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
は
高
価
で
、当
時

の
人
々
は
た
だ
珍
し
そ
う
に
眺
め
る
だ
け
、新
商
売

は
失
敗
で
し
た
が
、翌
年
、再
び

開
業
し
て
大
繁
盛
し
た
よ
う
で
す
。

そ
の
後
、明
治
八
年（
一
八
七 

五
年
）、東
京
・
麹
町
の
洋
菓
子
店

「
村
上
開
新
堂
」が
ア
イ
ス
ク
リ 

ー
ム
の
販
売
を
始
め
、銀
座
の 

「
函
館
屋
」
、両
国
の「
米
津
風 

月
堂
」
も
明
治
一
一
年（
一
八
七 

八
年
）に
相
次
い
で
販
売
を
行
っ

て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、日
本
人
で
最
初
に

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
た
人
は
、

万
延
元
年（
一
八
六
〇
年
）に
日

米
修
好
通
商
条
約
批
准
の
た
め
渡
米
し
た
徳
川
幕

府
一
行
と
の
こ
と
で
す
。

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
た
と
き
の
様
子
は
、同

行
し
た
柳
川
当
清
の
日
記
の
中
に
、「
珍
シ
キ
モ
ノ
ア

リ
。
氷
ヲ
色
々
ニ
染
メ
、物
ノ
形
ヲ
作
リ
、是
ヲ
出
ス
。

味
ハ
至
ッ
テ
甘
ク
、口
中
ニ
入
ル
ル
ニ
忽
チ
溶
ケ
テ
、誠

ニ
美
味
ナ
リ
。
之
ヲ
ア
イ
ス
ク
リ
ン
ト
イ
フ
。
」
と
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
中
に
、勝
海
舟
と
と
も
に

渡
航
し
た
一
六
歳
の
町
田
房
造
が
い
た
の
で
す
。�

 酪農関連の碑めぐり（その2） 
日本政策金融公庫

テクニカルアドバイザー

加茂 幹男

かも みきお
1950年、北海道生まれ。岩手大学農業機械学科
卒業後、農林省東北農業試験場入省。農林水産
技術会議事務局、（独）農研機構近畿中国四国農
業研究センター四国農業研究監、（独）農研機構
畜産草地研究所草地研究監などを経て、2010年
から日本政策金融公庫に勤務。専門は畜産草地
で、主な研究対象は、飼料の収穫・調製・給与など。

Profile

太陽の母子像（横浜市・馬車道）
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経営紹介

若手がイチゴ産地復活目指す
三人で法人化、ブランド品も

宮城県亘理郡山元町
株式会社一苺一笑

真っ赤に実ったイチゴを手にとる佐藤拓実さん

設立●
資本金●

代表取締役●
事業内容●

2012年3月
600万円
佐藤 拓実
イチゴ生産

同
じ
世
代
の
仲
間
と
再
起

「
イ
チ
ゴ
産
地
の
復
興
を
目
指
し
農

業
経
営
を
軌
道
に
乗
せ
る
に
は
、ま
ず
、

若
い
世
代
が
経
営
陣
と
し
て
会
社
を
運

営
し
地
域
農
業
を
末
永
く
担
う
こ
と
。

私
た
ち
の
町
、山
元
町
の
復
興
は
そ
れ

し
か
あ
り
ま
せ
ん
」

こ
う
語
る
佐
藤
拓
実
さ
ん
は
、二
〇�

一
二
年
三
月
に
三
〇
歳
に
し
て
み
ず
か

ら
代
表
と
な
り
、同
年
代
の
作
間
勝
視�

さ
ん（
三
〇
歳
）、土
生
哲
也
さ
ん（
二�

九
歳
）の
二
人
と
一
緒
に
宮
城
県
亘
理

郡
山
元
町
で
イ
チ
ゴ
生
産
を
営
む
株
式

会
社
一い

ち

苺ご

一い
ち

笑え

を
立
ち
上
げ
た
。

東
北
で
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
る
イ
チ
ゴ

の
産
地
で
あ
っ
た
山
元
町
が
東
日
本
大

震
災
に
よ
っ
て
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

て
、ち
ょ
う
ど
一
年
後
の
こ
と
だ
。

社
名
の「
一
苺
一
笑
」に
は
、一
生
に

一
度
と
な
る
こ
の
出
会
い
に
最
高
の
お
も

て
な
し
を
す
る
と
い
う「
一
期
一
会
」を

も
じ
り
、「
一
粒
の
苺
で
、一
人
一
人
を

笑
顔
に
し
た
い
」と
い
う
思
い
を
込
め
て

い
る
。佐

藤
さ
ん
は
今
で
も
震
災
の
津
波
が

山
元
町
に
襲
い
か
か
っ
た
と
き
の
こ
と

を
忘
れ
て
い
な
い
。
山
元
町
の
八
割
近

い
農
地
が
浸
水
し
、イ
チ
ゴ
生
産
施
設

の
九
割
弱
が
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け

た
。さ
ら
に
、約
一
三
〇
戸
あ
っ
た
イ
チ

ゴ
農
家
は
、二
〇
一
三
年
一
月
現
在
で

一
〇
戸
程
度
ま
で
減
少
し
た
。

「
被
災
直
後
は
、住
み
慣
れ
た
家
も

生
産
施
設
も
な
く
な
り
、本
当
に
途
方

に
く
れ
ま
し
た
」

佐
藤
さ
ん
は
、ほ
ど
な
く
し
て
気
心

の
知
れ
た
作
間
さ
ん
、土
生
さ
ん
と
再

会
。二
人
は
、就
農
し
て
い
な
か
っ
た
が
、

農
家
の
息
子
だ
っ
た
の
で
、自
分
た
ち

が
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
生
き
方
に
つ
い

て
率
直
に
話
し
合
っ
た
。

当
初
は
三
人
と
も
こ
の
ま
ま
農
業
を

続
け
る
の
は
不
可
能
だ
と
考
え
て
い
た
。

農
業
以
外
で
生
計
を
立
て
る
道
も
あ
っ

た
。し

か
し
、変
わ
り
果
て
た
故
郷
を
見

て
い
る
う
ち
に
、三
人
は「
や
は
り
農
業

で
生
計
を
立
て
た
い
」「
亡
き
父
の
後

を
継
ぎ
、就
農
し
た
い
」な
ど
の
思
い
が

強
く
な
っ
た
。そ
し
て
、佐
藤
さ
ん
の
幼

い
娘
が
言
っ
た「
も
う
一
度
、お
父
さ
ん

の
つ
く
っ
た
イ
チ
ゴ
が
食
べ
た
い
」
と
い

う
声
が
最
後
に
背
中
を
押
し
た
。

力
を
束
ね
法
人
化
に
挑
戦

そ
し
て
、個
人
経
営
に
こ
だ
わ
ら
ず
、

互
い
に
力
を
合
わ
せ
よ
う
と
、二
〇
一
一

年
六
月
に
導
き
出
し
た
答
え
が
、三
戸

の
農
家
の
共
同
出
資
に
よ
る
法
人
化
だ

っ
た
。

ま
ず
決
め
た
の
は
、自
分
た
ち
若
い
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経営紹介

世
代
が
会
社
経
営
の
先
頭
に
立
つ
方
針

だ
っ
た
。
若
い
世
代
が
経
営
陣
と
し
て

会
社
を
運
営
す
る
こ
と
で
、地
域
農
業

を
末
永
く
担
う
よ
う
に
す
る
た
め
だ
。

イ
チ
ゴ
の
収
穫
期
に
ア
ル
バ
イ
ト
や
パ

ー
ト
の
雇
用
は
、雇
用
創
出
と
い
う
意

味
で
、町
の
活
性
化
に
寄
与
す
る
だ
ろ

う
。そ
れ
に
、町
の
新
し
い
風
を
呼
び
込

む
新
規
就
農
者
の
受
け
皿
と
な
る
こ
と

も
意
識
し
て
い
た
。

法
人
化
す
る
に
当
た
っ
て
は
三
つ
の

個
人
経
営
を
束
ね
る
こ
と
の
ほ
か
、さ

ま
ざ
ま
な
紆う

余よ

曲き
ょ
く

折せ
つ
が
あ
っ
た
。

津
波
被
害
の
あ
っ
た
以
前
の
事
業
地

は
利
用
で
き
な
い
。
新
事
業
地
確
保
に

は
何
度
も
会
議
を
重
ね
、関
係
者
の
了

解
の
取
り
付
け
が
必
要
だ
っ
た
。

ま
た
、資
金
調
達
に
あ
っ
て
も
、国
の

交
付
金
、地
銀
・
日
本
公
庫
の
融
資
を

受
け
る
た
め
、全
員
で
事
業
計
画
を
練

り
上
げ
、説
明
に
地
元
を
奔
走
し
た
。

こ
う
し
て
周
囲
の
力
を
借
り
な
が
ら

も
、な
ん
と
か
法
人
化
に
こ
ぎ
着
け
た

の
は
、一
二
年
三
月
の
こ
と
だ
っ
た
。

佐
藤
さ
ん
に
よ
る
と
、若
い
世
代
が

中
心
と
な
っ
た
こ
と
で
苦
労
し
た
が
、

法
人
化
し
た
こ
と
で
多
く
の
メ
リ
ッ
ト

が
あ
っ
た
と
い
う
。

家
族
経
営
に
あ
り
が
ち
な
経
営
主

が
亡
く
な
っ
て
突
如
経
営
を
任
さ
れ
る

と
い
う
事
態
に
陥
ら
ず
、幸
い
前
経
営

者
か
ら
、生
産
面
、経
営
面
な
ど
、さ
ま

ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
な
が
ら

経
営
を
立
ち
上
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、生
産
面
で
も
多
く
の
人
が
か

か
わ
る
こ
と
で
、知
識
や
技
術
の
相
乗

効
果
が
生
ま
れ
た
。よ
い
も
の
を
つ
く
ろ

う
と
、試
行
錯
誤
し
な
が
ら
知
恵
を
絞

る
こ
と
に
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
た
、と
い
う
。

予
想
外
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
も

し
か
し
、法
人
化
後
も
苦
労
は
多
か

っ
た
。
二
〇
一
二
年
七
月
に
着
工
し
た

四
棟
計
一
万
平
方
㍍
の
ハ
ウ
ス
は
一
一

月
に
完
成
予
定
で
あ
っ
た
が
、業
者
の

人
員
や
資
材
の
不
足
に
よ
り
、完
成
が

ず
れ
込
ん
で
今
年
二
月
ま
で
延
期
と
な

っ
た
。

イ
チ
ゴ
の
出
荷
は
一
一
月
か
ら
翌
年

六
月
ま
で
、一
日
三
〇
〇
㌔
グ
ラ
ム
、年

間
六
〇
㌧
を
目
標
と
し
て
い
た
が
、こ

の
工
期
の
遅
れ
に
よ
っ
て
、初
年
度
の
今

期
は
計
画
の
一
五
％
ほ
ど
の
生
産
量
と

な
っ
た
。売
上
高
は
一
〇
〇
〇
万
円
と
、

通
期
で
収
穫
し
た
場
合
の
七
分
の
一
に

と
ど
ま
る
見
込
み
だ
。

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。
工
期
の
遅

れ
は
、来
年
の
イ
チ
ゴ
の
育
苗
に
も
影

響
が
あ
る
。育
苗
棟
で
は
、イ
チ
ゴ
の
親

株
二
〇
〇
〇
本
か
ら
子
株
六
万
本
を

生
産
す
る
予
定
だ
が
、育
苗
が
春
ま
で

ず
れ
込
む
見
込
み
で
、来
期
に
ハ
ウ
ス
を

一
〇
〇
％
稼
働
さ
せ
る
た
め
の
苗
を
確

保
で
き
な
く
な
る
懸
念
が
あ
る
。

予
想
外
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
に「
な
か
な
か

計
画
通
り
行
か
な
い
が
、今
が
辛
抱
ど

こ
ろ
で
す
」
と
、佐
藤
さ
ん
は
前
を
見

据
え
る
。

遅
れ
て
い
る
ハ
ウ
ス
工
事
の
傍
ら
で
、

仮
設
ハ
ウ
ス
に
よ
る
イ
チ
ゴ
生
産
を
同

時
進
行
で
始
め
、今
年
一
月
二
四
日
に

初
出
荷
を
果
た
し
た
。宮
城
県
産
イ
チ

ゴ
の
品
種
「
も
う
い
っ
こ
」に
自
社
ブ
ラ

ン
ド
と
し
て「
い
ち
い
ち
ご
」
と
名
づ
け

た
。震
災
の
あ
っ
た
三
月
一一
日
に
絡
め
、

「
一
一
日
の
後
」
、「
一
一
日
か
ら
Ｇ
Ｏ
」

と
い
う
思
い
を
込
め
て
い
る
。十
分
な
生

産
量
が
確
保
で
き
次
第
、無
店
舗
型
の

ネ
ッ
ト
販
売
や
ケ
ー
キ
屋
へ
の
直
送
な

ど
、顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
販
路

を
開
拓
し
て
い
く
考
え
だ
。

若
い
世
代
だ
か
ら
頑
張
る

「
イ
チ
ゴ
産
地
で
あ
る
山
元
町
の
若

い
世
代
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
地
域
活
性

化
を
目
指
し
た
い
」

佐
藤
さ
ん
は
、高
齢
化
が
進
む
生
産

者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
構
想
に
つ
い
て
、

こ
う
語
る
。

地
域
が
産
地
と
し
て
あ
り
続
け
る
に

は
、高
齢
者
が
生
産
し
続
け
る
環
境
の

整
備
が
必
要
だ
。
町
内
で
建
設
が
進
む

イ
チ
ゴ
団
地
で
生
産
に
取
り
組
む
予
定

の
農
家
は
六
〇
歳
代
が
中
心
で
、一
〇

年
、二
〇
年
後
に
は
必
ず
離
農
者
が
出

て
く
る
。

そ
こ
で
、佐
藤
さ
ん
は
、一
日
で
も
長

く
営
農
を
続
け
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

高
齢
農
家
へ
の
支
援
が
必
要
で
、そ
こ
に

自
分
た
ち
の
よ
う
な
若
い
世
代
の
出
番

が
あ
り
、力
が
生
き
る
と
、考
え
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、イ
チ
ゴ
の
パ
ッ
ク
詰
め

か
ら
出
荷
・
販
売
ま
で
の
受
託
だ
。
イ

チ
ゴ
農
家
の
作
業
時
間
の
多
く
は
精
密

さ
を
要
求
さ
れ
る
パ
ッ
ク
詰
め
で
、高

齢
農
家
の
営
農
継
続
の
ネ
ッ
ク
に
な
っ

て
い
る
の
だ
、と
い
う
。

手
先
の
感
覚
が
鈍
化
し
、視
力
が
低

下
す
る
た
め
イ
チ
ゴ
を
強
く
押
し
て
し

ま
い
、商
品
価
値
が
な
く
な
る
こ
と
が
あ

る
。ま
た
、パ
ッ
ク
詰
め
に
は
大
き
さ
の
均

一
性
や
奇
形
が
見
分
け
ら
れ
る
力
が
求

め
ら
れ
る
が
、高
齢
者
に
は
難
し
い
。

ま
た
、パ
ッ
ク
詰
め
が
な
い
場
合
、収

穫
期
の
労
働
時
間
は
朝
一
〇
時
ま
で
に

終
わ
る
た
め
、負
担
が
軽
減
さ
れ
る
。パ

ッ
ク
後
は
、農
家
が
希
望
す
る
販
路
で

出
荷
や
販
売
ま
で
行
い
た
い
、と
い
う
。

若
い
世
代
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
こ
と
を

追
求
し
た
い
、と
い
う
思
い
が
佐
藤
さ
ん

に
は
み
な
ぎ
る
。佐
藤
さ
ん
た
ち
は「
い

ち
い
ち
ご
」に
込
め
た
思
い
を
胸
に
復
興

に
向
け
て
着
実
に
歩
み
だ
し
て
い
る
。�

（
情
報
戦
略
部
　
飯
田 

晋
平
）
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ス
タ
ッ
フ
総
勢
九
名
の
京
都
を
拠
点
に
し
た
株
式
会
社

坂
ノ
途
中
は
、「
農
業
の
持
続
可
能
化
」
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
農
薬
や
化
学
肥
料
を
使
用
し
な
い
、施
肥
で
は
な

く
土
づ
く
り
に
重
き
を
置
く
、基
本
的
に
加
温
栽
培
は
行
わ

な
い
な
ど
を
方
針
と
し
て
、そ
れ
を
実
践
し
て
い
る
若
手
農

家
や
新
規
就
農
者
と
連
携
し
な
が
ら
、何
を
、い
つ
、ど
れ
く

ら
い
つ
く
る
か
、と
い
っ
た
計
画
を
一
緒
に
立
て
、実
際
に
収

穫
さ
れ
た
農
産
物
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、環
境
へ
の
負
荷
が
小
さ
い
農
業
は
、い
わ
ゆ
る
先
進

国
に
お
い
て
は
次
第
に
そ
の
意
義
が
認
め
ら
れ
、少
し
ず
つ
広

ま
り
つつ
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、い
わ
ゆ
る
発
展
途
上
国
で
は
今
ま
さ
に
農
薬
や

化
学
肥
料
の
使
用
量
が
増
大
し
、水
質
汚
染
や
健
康
被
害

な
ど
の
弊
害
が
深
刻
化
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　

先
進
国
で
安
く
手
軽
に
消
費
さ
れ
て
い
る
農
産
物
は
、途

上
国
に
お
け
る
環
境
へ
の
負
荷
と
生
産
者
の
健
康
被
害
に
支

え
ら
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

坂
ノ
途
中
は
、持
続
可
能
な
農
業
、ひ
い
て
は
持
続
可
能

な
社
会
を
目
指
す
企
業
と
し
て
、途
上
国
で
環
境
負
荷
が

小
さ
い
農
業
を
普
及
さ
せ
、か
つ
農
業
者
が
経
済
的
な
メ
リ

ッ
ト
も
享
受
で
き
る
活
動
を
行
い
た
い
と
ず
っ
と
思
い
描
い

て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
、京
都
の
山
田
製
油
さ
ん
と
い
う
パ
ー
ト
ナ
ー
に
恵

ま
れ
、ジ
ェ
ト
ロ（
日
本
貿
易
振
興
機
構
）開
発
輸
入
企
画
実

証
事
業
の
支
援
を
受
け
、思
い
切
っ
て
ウ
ガ
ン
ダ
ゴ
マ
栽
培
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
ま
し
た
。

　

ウ
ガ
ン
ダ
は
、乾
期
に
な
る
と
日
差
し
が
キ
ツ
イ
で
す
が
、

日
陰
に
入
る
と
暑
さ
は
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
く
、カ
ラ
ッ
と
し

た
風
が
心
地
よ
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
ス
タ
ッ
フ
を
現
在
、一
名
駐
在
さ
せ
て
、ゴ
マ
を
農
薬
や
化

学
肥
料
な
し
に
栽
培
す
る
技
術
指
導
を
行
い
、ち
ょ
う
ど
今

（
一
月
末
）、収
穫
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
私
も
ゴ
マ
の
生
育

確
認
と
生
産
者
と
の
顔
合
わ
せ
の
た
め
、三
カ
月
ぶ
り
に
ウ
ガ

ン
ダ
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
を
始
め
て
み
て
、う
れ
し
か
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。そ
れ
は
、私
た
ち
の
取
り
組
み
に
関
心
を
持
っ
て
、応
援

株
式
会
社
坂
ノ
途
中

小
野 

邦
彦

（
二
九
歳
）

●
お
の
　
く
に
ひ
こ
●

一
九
八
三
年
奈
良
県
生
ま
れ
。二
○
○
九
年
株

式
会
社
坂
ノ
途
中
を
設
立
。「
未
来
か
ら
の
前

借
り
、や
め
ま
し
ょ
う
」と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

掲
げ
、環
境
負
荷
の
小
さ
い
農
業
の
普
及
に
取

り
組
ん
で
い
る
。提
携
農
業
者
の
つ
く
る
農
産

物
の
国
内
販
売
だ
け
で
な
く
、農
産
物
の
輸
出

や
、ア
フ
リ
カ
で
の
契
約
栽
培
な
ど
に
も
取
り

組
む
。一
二
年
に
は
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
よ
り

global shapers

に
選
出
さ
れ
た
。
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主張・多論百出

お
客
さ
ん
と
や
り
と
り
す
る
ス
タ
ッ
フ
や
、お
客
さ
ん
の
声
が

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
さ
れ
る
農
家
の
士
気
向
上
と
い
う
側
面
に

お
い
て
も
、プ
ラ
ス
の
効
果
が
大
き
い
の
で
す
。

　

自
分
た
ち
の
価
値
観
を
大
切
に
し
、そ
れ
を
表
現
す
る
こ

と
で
、宣
伝
広
告
に
お
金
を
か
け
な
く
て
も
、ず
っ
と
関
係

を
継
続
で
き
る
お
客
さ
ん
が
増
え
て
い
く
。こ
れ
が
で
き
て
い

る
理
由
は
、私
た
ち
が
特
に
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
上
手
だ
と
か
、

戦
略
的
に
事
業
展
開
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
と
思
い

ま
す（
残
念
な
が
ら
、ど
ち
ら
か
と
い
う
と
行
き
当
た
り
ば
っ

た
り
で
す
）。

　

た
だ
、社
会
的
な
課
題
な
ど
に
何
ら
か
の
形
で
関
わ
り
た

い
、共
感
し
た
も
の
に
は
納
得
し
て
お
金
を
払
う
、そ
ん
な

感
覚
の
人
が
確
実
に
増
え
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

特
に
、持
続
可
能
性
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
へ
の
関
心
は
、

年
々
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
実
感
が
あ
り
ま
す
。

　

今
ま
で「
割
に
合
わ
な
い
農
業
」「
食
べ
て
い
け
な
い
農
業
」

と
さ
れ
て
き
た
、農
薬
や
化
学
肥
料
に
頼
ら
な
い
、土
づ
く
り

を
主
体
に
し
た
農
業
が
、一
つ
の
営
農
ス
タ
イ
ル
と
し
て
成
立

し
、そ
う
い
っ
た
農
業
を
実
践
し
な
が
ら
技
術
を
黙
々
と
磨

い
て
き
た
農
業
者
が
報
わ
れ
る
時
代
が
、す
ぐ
近
く
ま
で
来

て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。�

し
て
く
れ
る
日
本
の
消
費
者
の
方
が
と
て
も
多
い
こ
と
で
す
。

長
年
お
付
き
合
い
の
あ
る
方
か
ら
、初
め
て
注
文
を
い
た
だ
い

た
方
ま
で「
自
分
が
野
菜
を
買
う
こ
と
で
環
境
保
全
へつ
な
が

っ
て
い
る
こ
と
が
う
れ
し
い
！
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。

実
は
坂
ノ
途
中
は
、農
薬
・
化
学
肥
料
不
使
用
の
農
産

物
を
主
に
扱
う
企
業
と
し
て
は
非
常
に
珍
し
く
、消

費
者
に
対
し
て「
安
心
・
安
全
」や「
健
康
」と
い
っ
た
、商
品

の
効
能
を
う
た
う
売
り
文
句
は
全
く
使
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、ひ
た
す
ら
に
、環
境
へ
の
負
荷
を
小
さ
く
す
る
必
要

性
や
、鉱
山
資
源
を
は
じ
め
と
す
る
外
部
資
材
に
過
度
に
依

存
し
な
い
農
業
の
重
要
性
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。こ
の
姿
勢

が
、自
分
た
ち
で
も
意
外
な
ほ
ど
消
費
者
に
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、あ
り
が
た
い
こ
と
に
、今
回
の
ウ
ガ
ン
ダ
ゴマ
栽
培
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
限
ら
ず
、私
た
ち
の
商
品
や
活
動
に
つ
い
て
消

費
者
か
ら
の
反
響
が
直
接
届
き
ま
す
。

　

私
た
ち
と
お
客
さ
ん
と
の
間
に
は
、単
な
る
野
菜
の
売
買

だ
け
で
な
く
、お
互
い
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
共
有
で
き
る

よ
う
な
温
か
み
の
あ
る
関
係
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
は
、

安
定
的
な
売
り
上
げ
に
つ
な
が
る
と
い
う
意
味
だ
け
で
な
く
、

環
境
負
荷
が
小
さ
い
持
続
可
能
な
農
業
へ

そ
の
実
践
農
家
に
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト
を
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社
名
で
は
な
く
、〝
阿
蘇
〟と
い
う
地
域

の
知
名
度
を
生
か
し
た
商
品
名
で
牛
乳
、

乳
製
品
を
売
り
出
す
。土
づ
く
り
、草
づ

く
り
で
培
っ
た
品
質
や
味
の
よ
さ
を
武
器

に
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
牛
乳
部
門
で
ト
ッ
プ

ラ
ン
ク
の
賞
も
と
っ
た
。ブ
ラ
ン
ド
戦
略

に
磨
き
を
か
け
、経
営
手
法
を
身
に
つ
け

た
三
五
歳
の
新
し
い
タ
イ
プ
の
酪
農
家
だ
。

変
革
の
担
い
手
の
一
人
と
言
っ
て
い
い
。

若
手
経
営
者
会
合
で
ヒ
ン
ト

―
阿
部
牛
乳
で
は
な
く
、Ａ
Ｓ
Ｏ 

Ｍ
Ｉ

Ｌ
Ｋ
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
で
勝
負
と
い
う
発

想
が
面
白
い
で
す
ね
。

阿
部　
ち
ょ
っ
と
し
た
き
っ
か
け
か
ら
で

す
。
実
は
、熊
本
県
農
業
法
人
協
会
の
中

に「
維
新
会
」
と
い
う
若
手
農
業
経
営
者

の
集
ま
り
が
あ
り
ま
す
。
私
が
マ
ー
ケ
テ

ィ
ン
グ
担
当
に
な
っ
て
研
究
会
を
開
催
し

シ
リ
ー
ズ
　
変
革
は
人
に
あ
り

土・草
づ
く
り
で
牛
乳
の
品
質
に
自
信

国
際
評
価
得
て
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
に
磨
き

阿
部 

寛
樹
さ
ん

熊
本
県

有
限
会
社
阿
部
牧
場

た
際
、講
師
の
飲
料
メ
ー
カ
ー
の
人
と
知

り
合
い
、ヒ
ン
ト
を
得
た
の
で
す
。

―
ど
う
い
っ
た
ヒ
ン
ト
を
？

阿
部　
そ
の
企
業
は
飲
料
販
売
競
争
を

制
す
る
た
め
日
本
に
二
つ
と
な
い
モ
ノ
を

開
発
し
、付
加
価
値
を
つ
け
て
売
り
出
し

た
ら
見
事
に
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
っ
た
。こ

の
事
例
を
も
と
に
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
面
で

と
て
も
参
考
に
な
る
話
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　
一
〇
〇
円
の
製
品
を
一
万
円
で
売
り
出

す
に
は
、ど
う
い
っ
た
付
加
価
値
を
つ
け
た

ら
い
い
か
考
え
て
み
ろ
、と
い
う
話
で
す
。

―
ど
う
対
応
し
た
の
で
す
か
。

阿
部　
よ
し
、酪
農
経
営
で
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
よ
う
と
。
た
だ
、一
万
円
の
ブ

ラ
ン
ド
牛
乳
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
す
ぎ
ま
す
。

そ
こ
で
私
は
脂
肪
分
六
％
の
高
成
分
か
つ

無
調
整
の
牛
乳
を
つ
く
っ
て
み
よ
う
と
考

え
ま
し
た
。そ
れ
で
も
、十
分
ハ
ー
ド
ル
は

高
い
の
で
す
が
。

高
脂
肪
牛
乳
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

―
と
言
い
ま
す
と
？

阿
部　
脂
肪
分
六
％
の
牛
乳
と
い
う
と
、

一
頭
の
乳
牛
に
良
質
の
牧
草
と
穀
物
を

与
え
続
け
て
、や
っ
と
一
日
に
一
㍑
瓶
で

一
〇
本
分
ぐ
ら
い
し
か
搾
乳
で
き
な
い
ほ

ど
貴
重
な
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
一
年

間
は
必
死
に
飼
育
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

酪
農
の
世
界
で
は
、常
識
的
に
は
あ
り
得

な
い
こ
と
で
す
。

―
素
晴
ら
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
す
ね
。

阿
部　
で
も
、当
時
は
加
工
場
を
持
た
ず

商
品
と
し
て
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
。し
か
し
、同
じ
維
新
会
メ
ン
バ
ー
の

仲
間
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、一
〇
個
一
万
円
の

卵
や
、二
㌔
グ
ラ
ム
一
万
円
の
コ
メ
な
ど
を

売
り
に
出
し
ま
し
た
。ア
ピ
ー
ル
す
る
な

ら
東
京
だ
、と
銀
座
に
あ
る
熊
本
県
の
ア
ン

テ
ナ
シ
ョッ
プ
に
出
品
し
た
の
で
す
。

―
結
果
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
す
か
。

阿
部　
高
い
売
れ
ゆ
き
に
驚
き
ま
し
た
。

―
品
質
の
よ
さ
と
ブ
ラ
ン
ド
で
チ
ャ
レ
ン

ジ
す
れ
ば
成
功
す
る
と
確
信
を
？

阿
部　
え
え
。脂
肪
分
六
％
の
高
成
分
か

つ
無
調
整
の
牛
乳
を
継
続
し
て
つ
く
る
の

は
無
理
で
す
が
、品
質
が
ず
ば
抜
け
て
い
い

も
の
を
つ
く
ろ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。

　

次
は
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
す
。名
前
に
は
イ
ン

パ
ク
ト
が
大
事
で
す
。「
阿
部
牧
場
牛
乳
」

で
は
な
く
、阿
蘇
と
い
う
地
域
の
ネ
ー
ム
バ

リ
ュ
ー
を
生
か
す
こ
と
に
し
ま
し
た
。阿

蘇
は
海
外
で
も
知
名
度
が
あ
り
、ロ
ー
マ

字
で
Ａ
Ｓ
Ｏ 

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｋ
と
し
た
の
で
す
。

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
重
要
さ
学
ぶ

―
酪
農
生
産
者
と
い
う
よ
り
も
経
営
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変革は人にあり

者
の
発
想
で
す
ね
。

阿
部　
維
新
会
を
は
じ
め
、飲
料
メ
ー
カ

ー
と
い
う
異
業
種
と
の
交
流
の
成
果
で
す
。

牛
乳
の
品
質
面
に
関
し
て
は
、ど
の
生
産

者
に
も
負
け
な
い
自
信
が
あ
り
ま
し
た
が
、

売
れ
る
商
品
づ
く
り
、そ
の
た
め
に
は
ブ
ラ

ン
ド
戦
略
が
大
事
だ
、と
い
う
こ
と
は
大

き
な
刺
激
で
し
た
。

―
Ａ
Ｓ
Ｏ 

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｋ
は
、太
く
て
赤
い

タ
テ
一
本
の
デ
ザ
イ
ン
が
魅
力
的
で
す
ね
。

阿
部　
こ
れ
も
実
は
苦
労
し
ま
し
た
。投

資
も
必
要
と
有
名
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
頼
み

ま
し
た
が
、な
か
な
か
ぴ
っ
た
り
す
る
も

の
が
な
く
て
、弱
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
時
に
、友
人
ル
ー
ト
で
、た
ま

た
ま
熊
本
市
内
に
い
た
若
い
デ
ザ
イ
ナ
ー

を
紹
介
し
て
も
ら
い
、デ
ザ
イ
ン
の
イ
メ
ー

ジ
を
話
し
合
っ
て
い
る
う
ち
に
阿
蘇
の
自

然
環
境
を
生
か
し
た
牛
乳
づ
く
り
と
い
う

点
で
意
気
投
合
し
、現
在
の
デ
ザ
イ
ン
に

落
ち
着
い
た
の
で
す
。

―
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
ア
イ
デ
ア
？

阿
部　
そ
う
で
す
。消
費
者
の
方
々
に
と

っ
て
は
、牛
乳
の
味
の
よ
さ
は
当
然
必
要

で
す
が
、同
時
に
、手
に
と
っ
て
も
ら
っ
て

イ
メ
ー
ジ
も
よ
く
、こ
れ
は
素
晴
ら
し
い
セ

ン
ス
あ
る
商
品
だ
と
思
っ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
大
事
で
す
。

　

牛
乳
を
飲
み
干
す
と
、牛
乳
の
白
さ
で

見
え
な
か
っ
た
瓶
の
反
対
側
に
あ
る
赤
い

ヨ
コ
線
が
タ
テ
線
と
交
わ
り
、十
文
字
に

な
る
の
で
す
。こ
れ
は
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
る
、

と
思
っ
て
決
め
ま
し
た
。

　

実
は
、私
は
小
さ
い
時
か
ら
絵
の
デ
ッ
サ

ン
が
好
き
で
、デ
ザ
イ
ン
志
向
も
あ
っ
た
の

で
、直
感
的
に
、こ
の
デ
ザ
イ
ン
は
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま
し
た
。

一
時
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
経
営
志
向

―
そ
の
こ
と
で
、ブ
ラ
ン
ド
に
こ
だ
わ
る

理
由
が
わ
か
り
ま
し
た
。

阿
部　
小
さ
い
時
か
ら
、絵
を
描
い
た
り

粘
土
い
じ
り
が
好
き
で
、高
校
の
教
師
に

美
術
大
へ
の
進
学
を
勧
め
ら
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
は
、美
術
と
同
時

に
経
営
も
学
び
、三
〇
歳
ぐ
ら
い
で
ベ
ン
チ

ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
を
立
ち
上
げ
た
い
、と
い

う
気
持
ち
も
実
は
あ
り
ま
し
た
。

―
で
も
、結
果
的
に
酪
農
の
道
に
？

阿
部　

え
え
。一
方
で
、阿
蘇
で
酪
農
に

黙
々
と
取
り
組
む
父
親
を
尊
敬
し
て
い
た

の
で
、い
ず
れ
は
後
を
継
ぎ
た
い
思
い
も
あ

り
ま
し
た
。
少
し
悩
み
ま
し
た
が
、デ
ザ

イ
ン
事
務
所
で
牛
は
飼
え
な
く
て
も
、酪

農
を
し
な
が
ら
デ
ザ
イ
ン
は
で
き
る
と
気

持
ち
の
整
理
を
つ
け
、北
海
道
へ
行
き
、帯

広
畜
産
大
に
入
学
し
ま
し
た
。

―
大
学
で
の
学
習
が
生
き
て
い
る
？

阿
部　
そ
れ
が
違
う
の
で
す
。学
生
時
代

は
酪
農
の
勉
強
を
せ
ず
、ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ

ー
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。で
も
、現
在
の

経
営
に
通
じ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

ASO MILKのブランド価値を語る阿部社長 国際デザインコンクールでゴールドメダル受賞のデザイン

あ
べ　
ひ
ろ
き

一
九
七
七
年
熊
本
県
生
ま
れ
。三
五
歳
。帯
広
畜
産
大
卒

業
後
、二
〇
〇
一
年
有
限
会
社
阿
部
牧
場
入
社
。一
三

年
一
月
に
代
表
取
締
役
社
長
へ
就
任
。Ａ
Ｓ
Ｏ
田
園
空

間
博
物
館（
道
の
駅
阿
蘇
）理
事
長
や
熊
本
県
農
業
法

人
協
会
理
事
も
務
め
る
。妻
と
一
男
二
女
、両
親
、弟
、

祖
母
の
九
人
家
族
。

有
限
会
社
阿
部
牧
場

本
社
は
熊
本
県
阿
蘇
市
。資
本
金
三
〇
〇
万
円
。低
温

殺
菌
牛
乳
、乳
製
品
、菓
子
の
製
造・販
売
。一
九
六
八

年
に
阿
部
樹
範
現
会
長
が
創
業
。二
〇
〇
〇
年
に
有
限

会
社
化
。一
一
年
国
際
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
、一
二
年

国
際
味
覚
審
査
機
構
コ
ン
ク
ー
ル
で
賞
を
受
賞
。正
社

員
一
四
人
含
め
二
四
人
体
制
。経
産
牛
頭
数
一
八
〇
頭
。

年
商
約
二
億
七
千
万
円
。

Profile

D
ata
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変革は人にあり

―
ど
ん
な
こ
と
を
？

阿
部　
部
活
は
実
力
社
会
で
、私
は
大
学

一
年
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
活
躍
し
ま
し
た
。

で
も
、学
生
寮
に
戻
る
と
、先
輩
後
輩
の

上
下
関
係
を
守
ら
ね
ば
な
ら
ず
、タ
テ
社

会
が
厳
然
と
あ
る
の
で
す
。

―
現
在
の
経
営
と
ど
う
リ
ン
ク
？

阿
部　

地
域
の
農
業
や
酪
農
の
世
界
で

は
タ
テ
社
会
特
有
の
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、企
業
間
の
経
営
競
争
の
世
界
に

な
れ
ば
、ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
と
同
様
、実
力

が
全
て
だ
、と
い
う
点
で
す
。

国
際
コ
ン
ク
ー
ル
評
価
で
自
信

―
国
際
食
味
コ
ン
ク
ー
ル
で
評
価
を
受

け
よ
う
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
の
は
、Ａ
Ｓ
Ｏ 

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｋ
を
世
界
ブ
ラ
ン
ド
に
す
る
た
め

で
す
か
。

阿
部　
日
本
の
ム
ラ
社
会
で
う
ち
が
一
番

と
自
慢
し
て
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。酪
農

は
欧
州
が
本
場
で
、競
争
が
厳
し
い
。で

も
、向
こ
う
は
乳
製
品
の
文
化
で
あ
っ
て

牛
乳
で
は
な
い
は
ず
と
考
え
、世
界
的
に

有
名
な
味
覚
審
査
機
関
の
評
価
を
も
ら

い
、実
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
か
っ
た
の
で
す
。

た
だ
、き
っ
か
け
は
別
に
あ
っ
て
、牛
乳
瓶

の
デ
ザ
イ
ン
が
二
〇
一
一
年
の
国
際
デ
ザ

イ
ン
コ
ン
ク
ー
ル
牛
乳
・
乳
製
品
部
門
で
ゴ

ー
ル
ド
メ
ダ
ル
を
受
賞
し
た
こ
と
に
あ
り

ま
す
。こ
れ
が
励
み
と
な
り
、競
争
の
舞

台
は
世
界
だ
と
思
っ
た
の
で
す
。

―
ど
ん
な
コ
ン
ク
ー
ル
な
の
で
す
か
。

阿
部　
国
際
味
覚
審
査
機
構
の
食
品
コ
ン

ク
ー
ル
と
い
っ
て
、本
部
が
あ
る
ベ
ル
ギ
ー
で 

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
審
査
員
と
し

て
欧
州
の
一
流
シ
ェ
フ
や
ソ
ム
リ
エ
が
、味

や
品
質
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
の
で
す
。

　

審
査
の
結
果
、昨
年
は
二
つ
星
評
価
を

受
け
ま
し
た
。
最
高
の
三
つ
星
評
価
へ
向

け
て
、今
年
も
挑
戦
し
ま
す
。

―
牛
乳
を
欧
州
に
持
ち
込
む
の
は
大

変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
？

阿
部　
Ａ
Ｓ
Ｏ 

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｋ
の
賞
味
期
限
が

一
週
間
で
し
た
の
で
、ベ
ル
ギ
ー
の
税
関
や

検
疫
時
間
ま
で
織
り
込
ん
で
、ベ
ル
ギ
ー

の
専
門
運
送
業
者
三
社
と
契
約
し
、審
査

会
場
ま
で
五
日
間
で
持
ち
込
み
ま
し
た
。

品
質
に
は
自
信
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、評

価
を
受
け
て
う
れ
し
か
っ
た
。

―
Ａ
Ｓ
Ｏ 

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｋ
の
味
の
よ
さ
、品

質
の
よ
さ
は
何
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
か
？

阿
部　

阿
蘇
と
い
う
大
自
然
を
生
か
し

た
牧
場
と
牧
草
地
で
酪
農
が
出
来
て
い
る

の
が
最
大
の
強
み
で
す
が
、風
味
の
あ
る

牧
草
、そ
し
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
の
穀
物
の

バ
ラ
ン
ス
が
乳
牛
に
プ
ラ
ス
に
働
い
て
い
る
、

と
い
う
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
牧
草
は
海
外
に
頼
ら
ず
国
産
を
？

阿
部　
国
産
と
い
う
よ
り
も
阿
蘇
産
と
い

っ
た
方
が
正
確
で
す
。標
高
八
〇
〇
㍍
の

地
域
で
耕
し
て
土
壌
の
質
を
変
え
、品
種

改
良
も
行
い
風
味
の
あ
る
牧
草
に
し
ま
し

た
。土
づ
く
り
、草
づ
く
り
を
し
っ
か
り
や

る
の
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

九
州
で
は
絶
対
に
無
理
だ
と
、周
囲
の

酪
農
家
が
冷
や
や
か
だ
っ
た
北
海
道
の

寒
冷
地
で
育
っ
た
牧
草
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
し
た
。収
量
は
多
く
な
い
の
で
す
が
、

栄
養
価
が
高
い
の
で
す
。

―
国
内
の
酪
農
は
海
外
産
の
牧
草
に

依
存
し
て
い
る
の
で
は
？

阿
部　

海
外
産
の
牧
草
は
燻
蒸
処
理
が

し
て
あ
る
も
の
が
あ
り
、独
特
の
に
お
い

が
牛
乳
に
も
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
私

は
品
質
や
味
の
よ
さ
に
こ
だ
わ
る
の
で
、そ

れ
は
避
け
て
い
ま
す
。

ブ
ラ
ン
ド
育
て
新
展
開
も

―
阿
部
牧
場
の
生
乳
は
地
元
酪
農
組

合
に
集
荷
さ
れ
、一
元
管
理
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
が
、そ
の
中
か
ら
ど
う
や
っ
て
Ａ

Ｓ
Ｏ 

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｋ
を
？

阿
部　
そ
こ
は
ポ
イ
ン
ト
で
す
。当
社
の
生

乳
の
う
ち
八
〇
％
は
組
合
を
経
由
し
熊
本

県
酪
農
連
、九
州
生
乳
販
売
連
に
出
荷
す

る
一
元
管
理
に
回
り
ま
す
。

　

し
か
し
現
在
は
規
制
緩
和
が
進
ん
で
日

量
一・
五
㌧
ま
で
自
家
消
費
が
認
め
ら
れ

て
お
り
、当
社
の
場
合
、搾
乳
量
の
二
〇
％

分
の
生
乳
を
独
自
設
備
で
完
全
殺
菌
し
て

Ａ
Ｓ
Ｏ 

Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｋ
と
し
て
瓶
詰
め
し
販
売

し
て
い
ま
す
。

―
そ
う
す
る
と
、ブ
ラ
ン
ド
商
品
化
し

て
も
販
売
量
は
限
ら
れ
ま
す
ね
。

阿
部　
や
む
を
得
ま
せ
ん
。規
制
緩
和
が

進
め
ば
変
わ
り
ま
す
が
、現
状
は
熊
本
県

を
中
心
と
す
る
九
州
に
限
っ
て
い
ま
す
。

―
ニ
ー
ズ
に
応
え
き
れ
な
い
の
で
は
？

阿
部　
一
部
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
通

信
販
売
対
応
を
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、阿

部
牧
場
の
考
え
方
は
地
産
地
消
が
ベ
ー
ス

で
す
の
で
、地
元
で
の
販
売
が
大
き
な
ウ
エ

ー
ト
を
占
め
ま
す
。

　

業
務
用
に
つ
い
て
は
、地
元
阿
蘇
の
観

光
地
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
で
飲
ん
で
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、「
お
い
し
か
っ
た
の
で
、ど
こ

で
つ
く
っ
て
い
る
の
か
と
見
に
来
た
」と
牧

場
を
訪
ね
て
く
だ
さ
る
方
も
い
ま
す
。

―
規
制
緩
和
で
自
家
消
費
が
拡
大
す

れ
ば
別
で
す
が
、せ
っ
か
く
の
ブ
ラ
ン
ド
牛

乳
の
販
路
を
拡
大
で
き
な
い
の
は
残
念
で

す
ね
。

阿
部　
い
え
、そ
う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

ブ
ラ
ン
ド
と
い
う
の
は
大
量
生
産
で
あ
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
在
、Ａ
Ｓ
Ｏ 

Ｍ

Ｉ
Ｌ
Ｋ
の
評
価
が
上
が
っ
て
、ソ
フ
ト
ク
リ

ー
ム
や
ス
イ
ー
ツ
な
ど
他
用
途
に
商
品
拡

大
の
道
が
出
来
て
い
ま
す
。
今
後
、ブ
ラ
ン

ド
力
の
強
い
商
品
に
付
随
さ
せ
て
、さ
ら

に
新
し
い
事
業
展
開
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

酪
農
に
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
取
り
入
れ
た
ら

広
が
り
が
果
て
し
な
く
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。�

（
経
済
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

牧
野 

義
司
）
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シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
の
上
に
載
っ
て
い
る
も
の
っ
て
、何
で
し
ょ
う
。

イ
チ
ゴ
？ 

い
え
、私
の
店
「
ポ
タ
ジ
エ
」の
シ
ョ
ー
ト
ケ
ー
キ
は
ミ
ニ
ト
マ

ト
な
ん
で
す
。コマ
ツ
ナ
入
り
ス
ポ
ン
ジ
の
間
に
も
ト
マ
ト
が
は
さ
ま
っ
て
い
る
、

そ
の
名
も
グ
リ
ー
ン
シ
ョ
ー
ト
・
ト
マ
ト
。シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
に
は
、季
節
の
野

菜
を
使
っ
た
た
く
さ
ん
の〝
ベ
ジ
ス
イ
ー
ツ
〟が
並
び
ま
す
。ポ
タ
ジ
エ
は
、世

界
初
の
野
菜
ス
イ
ー
ツ
専
門
店
な
ん
で
す
。驚
か
れ
ま
し
た
か
？

国
産
野
菜
に
魅
せ
ら
れ
て
、ポ
タ
ジ
エ
を
オ
ー
プ
ン
し
た
の
が
七
年
前
。

最
近
で
は
、ご
当
地
ス
イ
ー
ツ
の
依
頼
も
多
く
、秋
田
県
の
伝
統
野
菜
の
五

葉
豆
を
使
っ
た〝
青
豆
ド
ラ
ジ
ェ
〟、宮
城
県
の〝
ゆ
き
菜
プ
リ
ン
〟や〝
ま
が

り
ネ
ギ
シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
〟、珍
し
い
と
こ
ろ
で
は
、熊
本
県
の
い
草（
！
）ケ

ー
キ
な
ど
、地
場
の
野
菜
な
ど
を
使
っ
た
ス
イ
ー
ツ
で
地
域
お
こ
し
の
お
手

伝
い
を
し
て
い
ま
す
。

今
、年
三
回
、農
産
地
ツ
ア
ー
を
企
画
し
お
客
さ
ま
を
畑
や
田
ん
ぼ
に
お

連
れ
し
て
い
ま
す
。で
も
実
は
、私
が
田
ん
ぼ
を
初
め
て
見
た
の
は
二
五
歳
の

時
、結
婚
し
て
栃
木
県
で
暮
ら
し
て
か
ら
。
都
会
育
ち
に
は
、田
ん
ぼ
や
畑

が
と
て
も
新
鮮
で
、土
の
や
わ
ら
か
さ
や
畑
の
に
お
い
、何
よ
り
野
菜
た
ち
の

生
き
生
き
と
し
た
様
子
に
、野
菜
は
モ
ノ
で
は
な
く
て
生
き
物
な
ん
だ
と
い

う
事
実
を
知
っ
た
の
で
す
。

―
衝
撃
と
感
動
。こ
の
こ
と
を
、ま
だ
知
ら
な
い
都
会
の
人
に
届
け
た

い
！ 

そ
し
て
農
業
の
こ
と
を
知
っ
て
い
く
う
ち
、日
本
農
業
の
未
来
に
私
が

貢
献
で
き
る
こ
と
、私
な
ら
で
き
る
こ
と
を
考
え
悩
み
た
ど
り
つ
い
た
の
が
、

こ
だ
わ
り
の
国
産
野
菜
を
使
っ
た
ベ
ジ
ス
イ
ー
ツ
を
つ
く
り
お
届
け
す
る
こ

と
で
し
た
。
今
ま
で
野
菜
が
ほ
と
ん
ど
使
わ
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
ス
イ
ー

ツ
と
い
う
分
野
で
野
菜
の
可
能
性
や
素
晴
ら
し
さ
を
提
案
す
る
こ
と
で
、野

菜
に
親
し
み
農
業
に
関
心
を
持
ち
始
め
る
人
が
一
人
で
も
増
え
て
く
れ
た

ら
。こ
の
思
い
が
私
の
原
動
力
で
す
。

先
月
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
。ポ
タ
ジ
エ
の
テ
ー
マ
は
ず
ば
り「
野
菜
と
お
米
」
。

今
や
す
っ
か
り
定
着
し
、大
き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
と
な
っ
た
バ
レ
ン
タ
イ
ン
。そ

の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
に
、野
菜
や
コ
メ
を
組
み
合
わ
せ
ら
れ
た
ら
、国
産
農
産
物

の
消
費
拡
大
に
少
し
で
も
つ
な
が
る
と
思
っ
て
。私
の
活
動
は
微
力
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、今
後
も
農
と
食
が
つ
な
が
る
発
信
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

国産野菜でベジスイーツ

パティスリー ポタジエ　オーナーパティシエ

柿沢 安耶

かきさわ あや
学習院大学在学中より料理研究家のもとでフレンチを学ぶ。「お
いしいだけでなく、食べた人が健康になれる料理やスイーツを提
供するお店」を志し、2006年に世界初の野菜スイーツ専門店

「パティスリー ポタジエ」を開店。「食育」や「農業」への関心も
高く、小学校での食育セミナー、生産地での野菜づくり体験ツア
ーなども実施している。
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グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
契
機

〝
ム
ラ
に
群
が
る
ム
ラ
ガ
ー
ル
〟 

お
や
じ
ギ
ャ
グ
と
一

笑
す
る
こ
と
な
か
れ
。
最
近
、農
村
漁
村
に
訪
れ
、ま

た
は
移
住
し
、ム
ラ
人
た
ち
と
と
も
に
島
お
こ
し
、ム
ラ

お
こ
し
に
奮
闘
す
る
都
市
の
女
性
た
ち
が
増
え
て
い
る
。

三
・一
一
以
降
、そ
の
動
き
は
さ
ら
に
広
が
っ
て
い
る
よ

う
に
感
じ
て
い
る
。

地
に
足
を
つ
け
、季
節
の
風
を
感
じ
、場
合
に
よ
っ
て

は
汗
を
流
し
、ム
ラ
人
た
ち
と
膝
を
突
き
合
わ
せ
、地

域
の
た
め
、自
分
の
生
き
が
い
の
た
め
、時
間
を
使
い
た

い
と
思
っ
て
い
る
。

限
界
集
落
に
飛
び
込
み
、フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
で
全
国
に

呼
び
か
け
、仲
間
を
集
い
、耕
作
放
棄
地
を
よ
み
が
え

ら
せ
、古
民
家
を
改
修
し
、都
市
住
民
と
の
懸
け
橋
と

な
っ
て
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
ば
り
に
奮
闘
す
る
デ
ィ
ー
プ

な
ム
ラ
ガ
ー
ル
か
ら
、週
末
に
農
村
に
出
か
け
、旬
な
食

や
自
然
に
親
し
む
ラ
イ
ト
な
ム
ラ
ガ
ー
ル
ま
で
彼
女
た

ち
の
行
動
は
多
岐
に
及
ぶ
。

弊
誌
「
九
州
の
ム
ラ
」で
は
、「
ム
ラ
が
好
き
で
、知
的

好
奇
心
が
高
く
、直
売
所
、農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、ム
ラ
カ
フ

ェ
な
ど
週
末
に
よ
く
訪
れ
、農
家
民
宿
に
も
泊
ま
っ
て

み
た
い（
ま
た
は
既
に
体
験
済
み
）と
思
っ
て
い
る
二
〇

代
か
ら
四
〇
代
の
女
性
た
ち
」
を
ム
ラ
ガ
ー
ル
と
勝
手

に
定
義
し
紹
介
し
て
き
た
。

高
齢
化
が
進
む
ム
ラ
で
は
、彼
女
た
ち
は
孫
の
よ
う

な
存
在
で
あ
る
。や
や
も
す
る
と
閉
鎖
的
に
な
り
が
ち

な
ム
ラ
社
会
に
対
し
て
、都
会
で
生
ま
れ
育
っ
た
彼
女

た
ち
の
純
粋
な
感
動
力
、行
動
力
は
ム
ラ
人
た
ち
を
動

か
し
、火
を
つ
け
、ム
ラ
を
開
放
し
て
い
く
き
っ
か
け
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

自
分
が
代
表
を
務
め
る『
九
州
の
ム
ラ
た
び
応
援
団

（
九
州
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
研
究
会
）』は
、九
州
の

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を
盛
り
立
て
る
た
め
に
、立
ち

上
げ
た
実
践
者
た
ち
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
で
あ
る
。

毎
年
一
二
月
初
旬
に
九
州
中
の
実
践
者
た
ち
が
集
い
、

共
に
学
び
、ム
ラ
の
ス
ロ
ー
フ
ー
ド
を
楽
し
み
、交
流
を

し
て
い
る
。

こ
の「
九
州
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」は
、

ム
ラ
た
び
応
援
団
と
各
県
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
実

践
者
に
よ
る
民
間
の
主
催
と
な
っ
て
六
回
を
重
ね
、昨

年
長
崎
県
の
開
催
で
は
、約
七
五
〇
名
が
集
い
、九
州
の

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
パ
ワ
ー
を
見
せ
つ
け
て
く
れ
た
。

ダ
ム
よ
り
も
ツ
ー
リ
ズ
ム

前
民
主
党
政
権
は〝
コ
ン
ク
リ
ー
ト
よ
り
人
〟を
標

榜
し
公
共
事
業
か
ら
の
脱
却
を
目
指
し
た
が
、私
は 

〝
ダ
ム
よ
り
ツ
ー
リ
ズ
ム
〟と
置
き
換
え
た
い
。ム
ラ
の
公 

共
事
業
に
従
事
し
稼
ぐ
お
金
を
、グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ

ム
や
ム
ラ
の
六
次
産
業
化
で
稼
ぎ
出
せ
な
い
か
と
思
う
。

交
流
に
よ
っ
て
ム
ラ
の
フ
ァ
ン
と
な
っ
て
く
れ
る
都
市

部
の
人
々
が
ム
ラ
を
訪
れ
、農
産
物
直
売
所
で
野
菜
や

果
物
を
買
い
、農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
で
食
事
を
し
、場
合
に

よ
っ
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
を
し
た
り
、農
家
民
宿
に

も
泊
ま
っ
た
り
、都
市
部
に
戻
っ
て
か
ら
も
ム
ラ
の
逸
品
、

農
産
物
も
購
入
す
る
。そ
ん
な
都
市
部
と
ム
ラ
と
の
関

係
が
広
が
れ
ば
、農
村
漁
村
を
殺
風
景
な
コ
ン
ク
リ
ー

ム
ラ
ガ
ー
ル
が
ム
ラ
を
興
す
！

女
性
の
行
動
力
が
地
域
を
開
放

連
載
　
地
域
再
生
へ
の
助
走

福
岡
県
福
岡
市

九
州
の
ム
ラ 

編
集
長

九
州
の
ム
ラ
た
び
応
援
団
団
長

養
父 

信
夫
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まちづくり むらづくり

ト
で
固
め
る
こ
と
は
な
く
な
る
は
ず
で
あ
る
。

六
次
産
業
化
の
手
伝
い
も

持
続
可
能
な
ム
ラ
づ
く
り
と
は
何
か
。
現
政
権
下
で

は
百
年
の
計
の
視
点
で
し
っ
か
り
考
え
、行
動
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
数
年
自
分
が
取
り
組
ん
で
い
る「
九
州
ム
ラ
の

生
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」な
る
取
り
組
み
が
あ
る
。こ
れ
は

都
市
部
に
住
ん
で
い
る
人
た
ち
に
、農
村
漁
村
に
数
日

間
か
ら
長
け
れ
ば
三
年
間
入
っ
て
も
ら
い
、ム
ラ
の
活
性

化
に
ひ
と
肌
脱
い
で
も
ら
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
農
水
省
「
田
舎
で
働
き
隊
！
」、

総
務
省
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」
と
い
う
国
の
施
策
を

活
用
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
く
、し
っ
か
り
活
動
費

（
月
一
四
～
一
六
万
円
程
度
）を
も
ら
い
な
が
ら
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
支
援
や
、六
次
産
業
化
の
推
進
の

た
め
に
産
品
開
発
、販
売
に
従
事
し
て
も
ら
う
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
拠
点
と
な
る
農
産
物
直
売

所
、農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、農
産
加
工
所
、都
市
農
村
交
流

施
設
、農
家
民
宿
な
ど
の
周
辺
に
は
、ま
だ
ま
だ
お
金

に
な
っ
て
い
な
い
農
産
物
も
た
く
さ
ん
あ
る
。

ム
ラ
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
都
市
部
の
方
々
に
、第
一

次
産
業
で
は
な
く
、販
売
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、デ
ザ
イ

ン
、企
画
、情
報
発
信
、営
業
の
部
分
で
力
を
発
揮
し

て
も
ら
い
、こ
の
お
金
に
な
っ
て
い
な
い
地
域
の
資
源
を

都
市
部
に
つ
な
げ
、ム
ラ
の
新
た
な
生
業
を
創
出
し
て

も
ら
う
の
で
あ
る
。

国
の
支
援
が
終
了
し
て
か
ら
も
、グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
拠
点
や
行
政
に
近
い
組
織（
第
三
セ
ク
タ
ー
や

公
社
な
ど
）で
働
き
、移
住
・
定
住
す
る
こ
と
も
無
理

で
は
な
い
。
お
お
よ
そ
こ
の
手
の
国
の
支
援
で
は
年
間

二
〇
〇
万
円
、最
長
三
年
間
ま
で
が
一
般
的
で
あ
る
。

と
な
る
と
お
の
ず
と
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
ム
ラ
に
入
っ

て
い
く
人
々
は
、独
身
の
若
者
た
ち
か
、ま
た
は
長
年

働
き
企
業
を
辞
め
、あ
る
程
度
退
職
金
、年
金
も
見
込

め
る
五
〇
代
か
ら
六
〇
代
の
世
代
で
あ
る
。

多
く
の
若
者
た
ち
が
農
漁
村
に

た
だ
し
後
者
の
ム
ラ
で
の
希
望
年
収
は
約
五
〇
〇
万

円
で
あ
る
。三
年
間
の
間
に
そ
の
ラ
イ
ン
ま
で
持
っ
て
い

く
に
は
相
当
の
頑
張
り
、仕
組
み
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

る
が
、昨
今
注
目
さ
れ
て
い
る〝
六
次
産
業
化
〟を
地
域

と
と
も
に
起
業
す
れ
ば
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

現
実
に
は〝
ム
ラ
ガ
ー
ル
〟た
ち
を
中
心
と
し
た
若

者
た
ち
が
、農
村
漁
村
に
入
っ
て
い
く
ケ
ー
ス
が
多

profile
養父 信夫　ようふ のぶお

１９６２年６月２２日生まれ。福
岡県宗像郡大島村玄海町（現
宗像市）で幼少を過ごす。８６年
九州大学法学部法律学科卒、

（株）リクルート入社。９８年に
独立し都市と農村をつなぐグリー
ンツーリズムを広げる活動を開
始。同年、“悠 と々した地域生活
の総合誌”「九州のムラ」の発
行にたずさわる。現在同誌編集
長として、地域に生きる人々の暮
らしを中心に取材を重ね、「九州
のムラ」を通じ、ムラとマチをつな
げる。総務省地域力創造アドバ
イザー他。

上：ムラガールと地域住民と筆者（中央奥）
下：雑誌「九州のムラ」Vol.18〔冬号〕（H24.11.30発刊）表紙

九州のムラたび応援団
九州７県の農家民宿、農家レ

ストラン、都市農村交流施設な
どグリーンツーリズムの実践者
たちでネットワークされた組織。 
九州のグリーンツーリズムの啓
蒙、発展のために講演会、地域
づくりのアドバイスなどを行って
いる。毎年、九州グリーンツー
リズムシンポジウムを各県持ち
回りで開催。これまでにのべ約
２５００名が参加し、グリーンツー
リズムの課題、方向性を学び、
交流を深めている。
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い
。
総
務
省
の「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
」で
は
全
国
に

五
〇
〇
人
弱
の
人
材
が
ム
ラ
に
入
っ
て
お
り
、そ
の
八

割
近
く
は
三
〇
代
ま
で
の
若
者
た
ち
で
あ
る
。

時
代
も
追
い
風
に
な
っ
て
い
る
。三
・一一
の
際
、一
時

に
せ
よ
東
京
か
ら
水
、コ
メ
が
消
え
た
。お
金
を
持
っ
て

い
て
も
買
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
都
市
部
の
人
々
に

と
っ
て
は
、農
村
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
、も
し
も
の

時
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
平
時
に
は
ム
ラ
と
交
流
し
、交
流
を
深

め
、有
事
の
際
に
は
コ
メ
や
野
菜
、水
な
ど
食
料
を
送
っ

て
く
れ
、場
合
に
よ
っ
て
は〝
現
代
版
疎
開
〟の
場
と
し

て
、皆
さ
ん
の
家
族
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
心
強
い
存

在
に
も
な
っ
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
最
初
に
求
め
る
都
市
部
か
ら
の

外
部（
ム
ラ
に
と
っ
て
）人
材
は
、農
村
漁
村
と
都
市
部

と
を
つ
な
げ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
り
新
た
に
産
業

を
生
み
出
し
て
い
く
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
的
な
役
割
の
人
々

で
あ
る
。
そ
の
後
は
彼
ら
も
関
わ
り
な
が
ら
、ぜ
ひ
都

市
部
で
余
剰
と
な
っ
て
い
る
人
々
を
ム
ラ
の
第
一
次
産

業
従
事
の
人
材
と
し
て
受
け
入
れ
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
る
。

正
確
な
数
字
は
覚
え
て
い
な
い
が
、現
在
わ
が
国
の

失
業
者
は
お
お
よ
そ
三
〇
〇
万
人
、さ
ら
に
企
業
内
失

業
者
と
呼
ば
れ
る
人
々
が
そ
の
倍
の
約
六
〇
〇
万
人
、

合
わ
せ
て
約
九
〇
〇
万
人
は
都
会
で
は
既
に
働
き
場

が
な
く
、あ
ふ
れ
て
い
る
と
い
う
。

自
分
が
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る「
田
舎
暮
ら
し
セ

ミ
ナ
ー
」で
出
会
っ
た
元
大
手
メ
ー
カ
ー
四
〇
代
の

技
術
者
の
方
は
、現
在
農
村
に
て
農
業
生
産
法
人
に
雇

用
さ
れ
て
お
り
「
確
か
に
働
く
場
所
は
き
れ
い
な
工
場

か
ら
、泥
ま
み
れ
の
畑
に
変
わ
っ
た
け
ど
、生
活
リ
ズ
ム

は
さ
ほ
ど
変
わ
ら
ず
、違
和
感
な
く
農
業
や
っ
て
ま
す

よ
」と
語
っ
て
く
れ
た
。

現
在
、わ
が
国
の
食
料
自
給
率
は
四
〇
％
で
あ
り
、

約
二
七
〇
万
人
の
農
家
の
方
々
が
こ
の
数
字
を
維
持
し

て
く
れ
て
い
る
。

ム
ラ
社
会
の
疲
弊
に
歯
止
め

自
給
率
の
計
算
自
体
、議
論
が
あ
る
が
、欧
州
諸
国

は
、先
進
国
で
あ
っ
て
も
、自
国
を
守
っ
て
い
く
た
め
に

ま
ず
は
農
業
、漁
業
振
興
、食
料
自
給
率
を
押
し
上
げ
、

一
〇
〇
％
の
ラ
イ
ン
を
維
持
し
て
い
る
。

日
本
も
計
算
上
は
あ
と
四
〇
〇
万
人
く
ら
い
の
人

が
農
業
に
従
事
す
れ
ば
、自
給
率
一
〇
〇
％
は
維
持
で

き
る
は
ず
で
あ
る
。
机
上
の
空
論
で
終
わ
ら
せ
た
く
な

い
。こ
の
ま
ま
何
も
せ
ず
に
五
年
、一
〇
年
過
ぎ
れ
ば
、

ム
ラ
は
確
実
に
疲
弊
し
て
い
く
。

山
口
県
の
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
梨
を
作
っ
て
い
る
梨
組
合

で
は
、一
六
軒
中
、後
継
者
が
い
る
の
は
三
軒
の
み
、最

年
長
は
現
在
八
五
歳
で
あ
る
。こ
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、今

で
も
五
〇
㌃
の
梨
園
を
維
持
し
、年
間
約
三
五
〇
万
円

を
稼
ぎ
出
し
て
い
る
。

本
来
彼
ら
の
後
継
者
に
な
り
う
る
息
子
、娘
た
ち
は

ム
ラ
を
出
て
、仮
に
近
く
に
住
ん
で
い
た
と
し
て
も
農

業
は
継
い
で
い
な
い
。片
や
都
会
で
は
、リ
ス
ト
ラ
さ
れ
、

ま
た
は
み
ず
か
ら
の
意
思
で
会
社
を
辞
め
、新
た
な
生

き
方
を
模
索
し
て
い
る
人
々
が
増
え
て
い
る
。特
に
三
・

一一
以
降
に
そ
の
傾
向
は
さ
ら
に
加
速
し
て
い
る
。

た
だ
彼
ら
は
農
村
への
働
き
方
の
イ
メ
ー
ジ
が
な
い
。

働
く
場
で
は
な
く
、一
線
を
リ
タ
イ
ア
し
て
農
村
漁
村

で
晴
耕
雨
読
的
に
第
二
の
人
生
を
送
る
場
と
し
て
ム
ラ

を
と
ら
え
て
い
る
か
、は
た
ま
た
、何
も
縁
も
ゆ
か
り
も

な
い
土
地
で
農
業
、漁
業
、林
業
に
従
事
す
る
と
い
う
極

端
な
選
択
し
か
情
報
を
持
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
に
笑
顔

先
述
の
ご
と
く
、国
の
制
度
も
最
大
限
に
活
用
し
、

地
域
活
性
の
旗
手
と
し
て
地
域
に
入
っ
て
い
き
、そ
の

中
で
都
市
部
で
暮
ら
し
て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、ノ
ウ
ハ

ウ
を
生
か
し
て
地
域
の
六
次
産
業
化
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
く
選
択
も
あ
れ
ば
、既
に
農
業
の
技
術
を
持
っ

た
と
こ
ろ
に
数
年
間
は
弟
子
入
り
し
、そ
の
間
新
規
就

農
支
援
の
制
度
も
活
用
し
、そ
の
後
継
者
と
し
て
ム
ラ

で
生
業
を
創
っ
て
い
く
と
い
う
道
も
あ
る
。

グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
頑
張
っ
て
い
る
地
域
側
の

主
役
は
六
〇
代
、七
〇
代
を
中
心
と
し
た
ム
ラ
の
女
性

た
ち
で
あ
り
、彼
女
た
ち
の
パ
ワ
ー
が
地
域
に
活
力
を

与
え
て
い
る
。お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
の
笑
顔
は
、ム
ラ
で
生

き
、ム
ラ
で
働
き
、子
供
た
ち
を
育
て
あ
げ
て
き
た
苦

労
を
乗
り
越
え
て
き
た
中
で
、輝
き
を
増
し
、ム
ラ
ガ

ー
ル
た
ち
を
惹
き
つ
け
て
い
る
。

ま
た
、漬
物
や
み
そ
づ
く
り
、出
汁
の
取
り
方
、食
材

の
見
極
め
方
、料
理
方
法
な
ど
、〝
ム
ラ
食
レ
シ
ピ
〟を

お
ば
ち
ゃ
ん
か
ら
直
伝
し
て
も
ら
う
の
も
ム
ラ
ガ
ー
ル

に
と
っ
て
の
大
き
な
魅
力
で
も
あ
る
。

ム
ラ
の
お
ば
ち
ゃ
ん
た
ち
と
、こ
れ
か
ら
新
た
な
命
を

育
ん
で
い
く
都
市
部
の
ム
ラ
ガ
ー
ル
た
ち
。命
は
食
と
つ

な
が
り
、農
業
、漁
業
、そ
れ
に
環
境
を
含
め「
自
然
」

に
目
を
向
け
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。

ま
ず
は
、ぜ
ひ
都
市
部
に
住
む
ム
ラ
ガ
ー
ル
た
ち
と

ム
ラ
の
女
性
た
ち
と
つ
な
が
り
、ム
ラ
の
新
た
な
る
生
業

を
創
出
し
、さ
ら
に
都
市
部
の
方
々
を
農
業
・
漁
業
に

誘
っ
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
。�

まちづくり むらづくり
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日
本
農
業
の
実
力
は
本
当
の
と
こ
ろ
、ど
う
な
の
だ

ろ
う
か
。
強
い
の
か
、弱
い
の
か
。
識
者
に
よ
っ
て
見
解

が
分
か
れ
る
。
事
実
は
一
つ
し
か
な
い
の
だ
が
、見
る
角

度
に
よ
っ
て
違
っ
て
見
え
る
の
だ
ろ
う
。

こ
の
本
は
、二
〇
一
〇
年
の
農
林
業
セ
ン
サ
ス
の
結
果

を
分
析
す
る
こ
と
で
、日
本
農
業
の
真
実
の
姿
を
探
ろ

う
と
す
る
意
欲
作
だ
。安
藤
光
義
・
東
大
農
学
部
准
教

授
を
編
著
者
と
し
、実
態
調
査
と
分
析
を
担
当
し
た

若
手
研
究
者
十
数
人
に
よ
る
論
文
集
だ
が
、一
般
の
人

に
も
読
み
や
す
く
編
集
さ
れ
て
い
る
。

セ
ン
サ
ス
は
五
年
ご
と
に
農
水
省
が
実
施
す
る
大
規

模
実
態
調
査
だ
。二
〇
一
〇
年
の
結
果
は
五
年
前
と
比

べ
て
、農
家
戸
数
は
二
五
二・八
万
戸
と
一
一・二
％
も
減

っ
た
う
え
、農
業
就
業
人
口
の
平
均
年
齢
は
六
五・八

歳
と
高
齢
化
の
進
展
が
著
し
い
。

農
業
経
営
体
の
減
少
と
高
齢
化
と
い
う
担
い
手
の
質

的
劣
化
は
、日
本
農
業
の
脆
弱
化
が
い
っ
そ
う
進
ん
だ

こ
と
を
表
し
て
い
る
。

一
方
で
、経
営
耕
地
面
積
の
減
少
ペ
ー
ス
が
鈍
っ
て
い

る
う
え
、耕
作
放
棄
地
の
増
加
に
も
歯
止
め
が
か
か
っ

て
い
る
。し
か
も
、大
規
模
経
営
へ
の
農
地
の
集
積
が
進

ん
で
い
る
。北
海
道
で
は
三
〇
㌶
以
上
層
に
六
七
・一
％

が
、都
府
県
に
お
い
て
も
二
〇
㌶
以
上
層
に
一
二・八
％

が
集
積
し
て
い
る
。

農
家
戸
数
が
減
っ
た
半
面
、大
規
模
経
営
が
増
え
た

と
い
う
こ
と
は
、離
農
し
た
農
家
の
農
地
が
大
規
模
層

に
集
め
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
し
、日
本
農
業
の
構
造
改

革
が
進
ん
だ
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

安
藤
さ
ん
ら
の
研
究
グ
ル
ー
プ
は
、セ
ン
サ
ス
の
数
字

の
意
味
す
る
内
実
を
探
る
た
め
、全
国
各
地
に
入
っ
て

実
態
調
査
を
試
み
た
。特
に
販
売
農
家
の
減
少
が
目
立

つ
府
県
で
、現
場
の
実
感
と
異
な
る
数
字
が
出
て
い
る
。

た
と
え
ば
、佐
賀
県
で
は
五
年
間
で
四
割
も
減
っ
て
い

る
が
、実
際
に
農
家
が
そ
ん
な
に
減
っ
た
と
は
思
え
な

い
。そ
の
な
ぞ
は
集
落
営
農
に
あ
っ
た
。

農
家
が
集
落
営
農
の
構
成
員
に
な
っ
た
の
で
、統
計

上
、農
家
の
数
が
激
減
し
た
の
だ
が
、実
際
に
は
集
落

に
農
家
は
残
っ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
事
例
は
秋
田
県

な
ど
東
北
地
方
で
も
見
ら
れ
た
。

集
落
営
農
を
ど
う
評
価
し
た
ら
い
い
の
か
。
法
人
化

ま
で
し
て
い
れ
ば
大
規
模
経
営
体
の
育
成
と
評
価
で
き

そ
う
だ
が
、政
府
の
助
成
金
の
受
け
皿
に
と
ど
ま
っ
て

い
る
な
ら「
構
造
改
革
の
進
展
」と
は
い
え
な
い
。

本
の
帯
に
あ
る
よ
う
に「
セ
ン
サ
ス
だ
け
で
は
農
業
・

農
村
・
農
家
の
実
情
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
」
。 

『
農
業
構
造
変
動
の
地
域
分
析
』

安
藤 
光
義
編
著

日
本
農
業
の
本
当
の
姿
を
探
る

村
田 

泰
夫

（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
） （農山漁村文化協会・2,940円 税込）

読まれてます　三省堂書店農水省売店（平成25年1月１日～平成25年1月31日・価格は税込み）

タイトル 著者 出版社 定価
1 自民党農政史(1955～2009) 農林族の群像 吉田 修/著 大成出版社 9,030円

2 日本農業への正しい絶望法 神門 善久/著 新潮社 777円

3 ここが間違っている！ 日本の農業問題 農業・食料・ＴＰＰの“真”常識 鈴木 宣弘、木下 順子/著 家の光協会  800円

4 コミュニティデザインの時代　自分たちで「まち」をつくる 山崎 亮/著 中央公論新社 903円

5 食と農の「崩壊」からの脱出 食料・農業・農村政策を「マーケット・イン型、地域
分散・ネットワーク型、納税者負担型」へ転換せよ 武本 俊彦/著 農林統計協会 3,360円

6 日本農業の構造変動　２０１０年農業センサス分析 安藤 光義/編著 農林統計協会 2,940円

7 儲かる農業 「ど素人集団」の農業革命 嶋崎 秀樹/著 竹書房 893円

8 神去なあなあ夜話 三浦 しをん/著 徳間書店 1,575円

9 農をつなぐ仕事　普及指導員とコミュニティへの社会心理学的アプローチ 内田 由紀子、竹村 幸祐/著 創森社 1,890円

10 森づくりの心得 森林のしくみから施業・管理・ビジョンまで 藤森 隆郎/著 全国林業改良普及協会 3,675円
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「
食
の
異
業
種
交
流
会
」

を
開
催

日
本
公
庫
鳥
取
支
店
、松
江
支
店
農

林
水
産
事
業
は
、一
月
二
九
日
、米
子

市
に
て
農
食
連
携
交
流
会
「
食
の
異
業

種
交
流
会
」
を
開
催
し
、山
陰
両
県
の

農
業
者
と
食
品
加
工
・
流
通
業
者
な
ど

約
一一
〇
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、俳
優
で
あ
り
青
空
市

場
代
表
の
永
島
敏
行
氏
よ
り
「
生
産
者

と
消
費
者
を
繋
げ
る
」
と
題
し
て
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
今
後
も
異
業
種

交
流
の
場
を
継
続
し
て
ほ
し
い
」と
の
声

も
い
た
だ
き
、引
き
続
き
お
客
さ
ま
の

経
営
支
援
に
つ
な
が
る
幅
広
い
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

�

（
鳥
取
支
店
、松
江
支
店
）「生産者も消費者を育てることが大事」と話す永島氏

山
陽
三
支
店
主
催
で

経
営
視
察
ツ
ア
ー

日
本
公
庫
広
島
支
店
、岡
山
支
店
、

山
口
支
店
は
、一
一
月
一
五
日
、取
引
先

や
関
係
機
関
と
の
経
営
視
察
ツ
ア
ー
を

開
催
し
、三
九
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

東
広
島
市
で
六
次
産
業
化
に
取
り
組

む
酪
農
経
営
者
の
有
限
会
社
ト
ム
ミ
ル

ク
フ
ァ
ー
ム
、食
品
産
業
総
合
機
械
メ

ー
カ
ー
の
株
式
会
社
サ
タ
ケ
、県
内
第

一
位
の
売
り
上
げ
を
誇
る
道
の
駅
の
湖

畔
の
郷
福
富
を
視
察
し
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
六
次
産
業
化
の
イ

メ
ー
ジ
を
つ
か
め
た
」な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
参
加
者
相
互
の
交
流

も
図
ら
れ
、充
実
し
た
催
し
と
な
り
ま

し
た
。

（
広
島
支
店
、岡
山
支
店
、山
口
支
店
）

初
の
九
州
農
業
経
営

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

二
月
六
日
、九
州
地
区
で
初
め
て
農

業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
研
修
・
情
報

交
換
を
目
的
と
し
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を

開
催
し
、四
一
名
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

株
式
会
社
エ
ム
エ
ス
経
営
支
援
代
表

取
締
役
田
代
稔
氏
か
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

に
期
待
さ
れ
る
役
割
に
つ
い
て
、 

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
阿
蘇
エコ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
セ
ン
タ
ー

理
事
長
木
之
内
均
氏
か
ら
新
規
就
農
の

課
題
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

情
報
交
換
会
で
は
、支
援
手
法
な
ど

に
つ
い
て
熱
心
に
議
論
が
交
わ
さ
れ
、農

業
経
営
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
の
交
流

の
輪
が
広
が
り
ま
し
た
。

�

（
総
合
支
援
部
）

先端技術が詰まった機械の説明を受ける参加者

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業
法
人

セ
ミ
ナ
ー
」に
二
〇
〇
人

日
本
公
庫
北
見
支
店
農
林
水
産
事

業
は
、北
海
道
農
業
法
人
協
会
な
ど
と

の
共
催
に
よ
り
、一
二
月
五
日
、北
見

市
に
て
、「
オ
ホ
ー
ツ
ク
農
業
法
人
セ
ミ�

ナ
ー
」
を
開
催
し
、農
業
者
な
ど
約
二�

〇
〇
名
が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

楽
天
株
式
会
社
楽
天
市
場
営
業
販

促
グ
ル
ー
プ
の
柘
植
正
基
氏
よ
り
ネ
ッ

ト
ビ
ジ
ネ
ス
の
事
業
展
開
手
法
に
つ
い
て
、

イ
ン
テ
レ
ッ
ジ
代
表
の
高
橋
正
也
氏
よ

り
人
材
の
活
用
ス
キ
ル
に
つ
い
て
ご
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら「
ネ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の

理
解
が
深
ま
っ
た
」「
社
員
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
向
上
に
生
か
し
た
い
」な
ど
、感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。�（
北
見
支
店
）全道から多くの農業者が集まりました

「九州地区で支援スキルに磨きをかける機会があるこ
とはありがたい」といった声が寄せられました
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配合飼料価格高騰で影響を受けた畜産業の方へ

セーフティネット資金の特例制度が
措置されました

平成２５年3月１日現在

　平成２４年度経済対策（平成24年１１月３０日閣議決定）の一環として、配合飼料価格の高
騰又は高止まりの影響を受けた畜産業を営む方を対象に、日本公庫の農林漁業セーフティ
ネット資金の特例制度が新たに措置されました。
　これを受けて、本支店に相談窓口を開設し、借入相談を受け付けておりますので、お気軽
に公庫本支店又は公庫資金取扱金融機関までご連絡ください。
　日本政策金融公庫は、配合飼料価格の高騰や高止まりの影響を受けた皆さまの経営の安
定を支援してまいります。

対象となる方

［制度の概要］

配合飼料価格の高騰又は高止まりの影響を受けた畜産業を営む方

資金の使いみち 経営の維持安定に必要な長期運転資金

特例制度の内容 （１）実質無担保・無保証人制度
担保 ： 不要
保証 ： 原則として、個人の場合は不要、法人の場合は代表者のみ

（２）貸付限度額の特例
既往の残高と通算して６００万円
ただし、簿記記帳を行っている者に限り、農業経営の規模等から貸付限度額
の引上げが必要であると認められる場合には、年間経営費の６／１２に相当
する額、又は、粗収益の６／１２に相当する額のいずれか低い額（３／１２から
６／１２に引上げ）

注： 本特例の融資枠には限りがございます。
審査の結果により、ご希望に沿えない場合がございます。

融資条件 金利 ： 0.35～0.65％
融資期間 ： 10年以内（うち据置期間3年以内）

平成２５年１月１日から平成２６年３月31日までに貸付決定した案件対象期間
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東
日
本
大
震
災
か
ら
も
う
す
ぐ
二
年
。

農
林
水
産
事
業
の
職
員
も
、日
々
お
客

様
と
向
き
合
い
多
く
の
ご
相
談
を
承
っ

て
い
ま
す
。い
ず
れ
相
談
に
当
た
る
時
間

が
縮
ん
で
ゆ
け
ば
、被
災
地
が
元
気
を

取
り
戻
し
て
ゆ
く
と
願
い
た
い
。現
場
と

の
距
離
感
や
時
の
経
過
に
よ
り
意
識
は

薄
れ
や
す
い
も
の
。記
憶
や
思
い
が
風
化

し
な
い
よ
う
、編
集
部
も
情
報
発
信
を

継
続
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
竹
本
）

大
震
災
が
発
生
し
た
当
時
、担
当
し

て
い
た
食
品
企
業
の
工
場
が
竣
工
間
際

に
津
波
に
よ
り
被
災
。甚
大
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。操
業
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た

が
、懸
命
な
努
力
で
い
ち
早
く
復
旧
。被

災
者
の
助
け
に
な
れ
ば
と
、物
流
網
の

混
乱
で
原
料
確
保
が
難
し
い
中
、東
北

で
の
食
品
供
給
を
始
め
た
の
が
印
象
的

で
し
た
。被
災
地
の
早
期
の
復
興
を
願

っ
て
止
み
ま
せ
ん
。�

（
田
口
）

同
世
代
の
仲
間
た
ち
と
再
起
を
図
っ

た
株
式
会
社
一
苺
一
笑
の
佐
藤
さ
ん
。

実
は
取
材
し
た
私
も
同
世
代
。三
〇
歳

の
若
さ
な
が
ら
、自
分
の
生
計
だ
け
で

な
く
イ
チ
ゴ
産
地
・
山
元
町
の
将
来
を

考
え
て
営
農
継
続
を
決
意
。そ
の
熱
い

思
い
に
、頼
も
し
さ
を
感
じ
ま
し
た
。同

世
代
の
一
人
と
し
て
、今
後
の
一
苺
一

笑
の
み
な
さ
ん
の
活
躍
を
応
援
し
て
い

ま
す
。�

（
飯
田
）

柿
沢
さ
ん
の
お
店「
ポ
タ
ジ
エ
」で
買
っ

た
、ゴ
ボ
ウ
チ
ョ
コ
チ
ッ
プ
ク
ッ
キ
ー
と
エ

ッ
セ
イ
に
書
い
て
あ
る
野
菜
と
コ
メ
を
使

っ
た
ベ
ジ
タ
ブ
ル
シ
ョ
コ
ラ
ラ
イ
ス
ク
ラ

ッ
カ
ー
。ど
ち
ら
も
チ
ョ
コ
の
甘
さ
と
と

も
に
、野
菜
の
味
が
し
っ
か
り
と
引
き
立

っ
て
い
ま
す
。

　

お
か
ず
で
は
な
く
、ス
イ
ー
ツ
に
変
身

し
た
野
菜
。い
つ
も
と
は
違
う
お
い
し
さ

が
あ
り
ま
し
た
。�

（
林
田
）

♠
二
月
号
農
と
食
の
邂
逅
に
、私
の
住

む
群
馬
県
で
農
業
を
営
む
有
限
会
社

古
代
米
浦
部
農
園
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま

す
。と
て
も
興
味
深
く
読
み
ま
し
た
。

以
前
、新
聞
で
同
農
園
の
記
事
を
読
ん

だ
こ
と
が
あ
る
の
で
す
が
、何
回
読
ん

で
も
説
得
力
が
あ
り
、健
康
に
関
す
る

話
題
で
あ
る
の
で
思
わ
ず
目
を
奪
わ
れ

ま
す
。

農
業
と
食
の
か
か
わ
り
方
、自
然
と

人
と
の
つ
な
が
り
を
考
え
る
と
、私
た

ち
は〝
生
か
さ
れ
て
い
る
〟と
い
う
こ
と

を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
時
に

は
、日
ご
ろ
忘
れ
か
け
て
し
ま
っ
て
い
る

こ
れ
ら
の
こ
と
に
思
い
を
め
ぐ
ら
す
の

も
よ
い
も
の
で
す
。

（
高
崎
市　

高
橋　

順
子
）

メ
ー
ル
配
信
に
よ
る
農
業・漁
業・食
品

産
業
に
関
す
る
情
報
提
供
を
し
て
い
ま

す
。希
望
さ
れ
る
方
は
、日
本
公
庫
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ・
農
林
水
産
事
業
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス（http://w

w
w

.jfc.go.jp/n/
service/m

ail_nourin.htm
l

）か
ら
ご

登
録
く
だ
さ
い
。�

（
情
報
戦
略
部
）

メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
の
ご
案
内

み
ん
な
の
広
場
へ
の
ご
意
見
募
集

本
誌
へ
の
感
想
や
農
林
漁
業
の
発
展
に
向

け
た
ご
意
見
な
ど
を
同
封
の
読
者
ア
ン
ケ
ー

ト
に
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。「
み
ん
な
の
広
場
」

に
掲
載
し
ま
す
。二
〇
〇
字
程
度
で
す
が
、誌

面
の
都
合
上
編
集
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

［
郵
送
お
よ
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
先
］

〒
一
〇
〇–

〇
〇
〇
四

東
京
都
千
代
田
区
大
手
町
一–

九–

四

大
手
町
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
シ
テ
ィ 

ノ
ー
ス
タ
ワ
ー

日
本
政
策
金
融
公
庫

農
林
水
産
事
業
本
部

Ａ
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ー
ラ
ム
編
集
部

Ｆ
Ａ
Ｘ　

〇
三–

三
二
七
〇–

二
三
五
〇

支
店
移
転
の
お
知
ら
せ

日
本
公
庫
農
林
水
産
事
業
は
、二
月

に
二
支
店
が
左
記
の
と
お
り
移
転
し
ま

し
た
。

●
水
戸
支
店（
移
転
日
二
月
四
日
）

住
所  

〒
三
一
〇–

〇
〇
二
一

茨
城
県
水
戸
市
南
町
三
丁
目
三
番

五
五
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
二
九–

二
三
二–

三
六
二
三

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
二
九–

二
三
二–

三
六
二
七

※
電
話
番
号
お
よ
び
フ
ァ
ッ
ク
ス
番

号
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

●
神
戸
支
店（
移
転
日
二
月
一
八
日
）

住
所  
〒
六
五
〇–

〇
〇
四
四　

兵
庫
県
神
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市
中
央
区
東
川
崎
町

一
丁
目
七
番
四
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

〇
七
八–
三
六
二–
八
四
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
七
八–

三
六
二–
八
四
五
四

※
電
話
番
号
お
よ
び
フ
ァ
ッ
ク
ス
番

号
は
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。
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日時　2013年 8月22日㈭ 10：00
～17：00　・23日㈮ 10：00

～16：00

会場　東京ビッグサイト　西1ホール
主催　  

国産にこだわり
農と食

をつなぎます。

第8回 アグリフードEXPO 東京2013
プロ農業者たちの国産農産物・展示商談会
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